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序 文

新千歳空港建設用地内の発掘調査は，昭和51年度から北海道開発局札幌開発建設部

の委託を受けて北海道教育委員会が実施してきた。

本年度は，財団法人北海道埋蔵文化財センターが9月1日に設立されたことによ

り， これ以降についての発掘調査業務の一切を当センターが担当した。

新千歳空港建設用地内の埋蔵文化財発掘調査は， 昭和51年度より3ケ年間美沢川流

域の調査を継続して実施してきたが，本年度は新空港建設計画にあわせて， 用地内の

南端にあるフレペッ湿原周辺に点在する遺跡群の，美沢4遺跡，美沢5遺跡と美沢川

流域の美々5遺跡について発掘調査を実施した。

美沢4遺跡からは縄文時代前期初頭（約5500年～6000年前）の貝塚が2か所発見さ

オし， 当時の人びとの生産活動や食生活の姿を知るうえで貴重な資料を得ることができ

た。また，美沢5遺跡からは動物の捕獲用と考えられる落し穴が多数発見され， 当時

の狩猟活動の内容を知る手がかりとなる資料を得ることができた。

この発掘調査の成果が，学術関係者のみならず，広く一般の人びとにも活用される

ことを期待するものである。

発掘調査の実施にあたって，御指導，御助言を賜わった，文化庁ならびに北海道教

育委員会， そして深い御理解と御協力をいただいた，北海道開発局， 同札幌開発建設

部に感謝の意を表するとともに，千歳市および苫小牧市の関係各位に心からお礼を申

し上げる次第である。

昭和55年3月

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長浅井理一郎
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凡 例

1． 本書は，新千歳空港建設用地内埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2． 本報告書では，住居跡をH,土堀（墓, Tピットを含む）をP,貝塚をSの略号で示して
ある。

3． 遺構平面図等は，特に示すもののほか，発掘区基線の北(N-7．－w)を上にしてある。
また，住居跡と土曠の縮尺は1 :60である。

4． 各種遺物実測図の縮尺は，特に示すもののほか，次のとおりである。
（1） 復元土器実測図 1 ： 6

（2） 土器拓影図 1 ： 3

（3） 石器等実測図 1 ： 3

（4）骨角器実測図 1 ： 3

5． レベルは標高である（単位はm)

6． 遺構出土の遺物は，覆土中のものも含めて，遺構の項に示す。

7． 遺構の規模の項は， 「確認面での長軸長／床（底）面での長軸長×確認面での短軸長／床
（底）面での短軸長×最大深」で表わす（単位はm)｡

なお，遺構の規模を確認しえなかった場合には， （ ）を付して現存値を表示した。
8． 遺物一覧表の計測値は，次の部位について行ったものである。

（1） 土器：口縁部径×高さ

（2） 石器；最大長×最大巾×最大厚

ただし石錘は，打ち欠きのある軸の長さを前に記した。 （単位はcm)

なお，破損品については， （ ）を付して現存値を表示した。

9． 遺物一覧表の材質における，岩石名の略号はつぎのとおりである。

｜略号 英名 和名
めのう

Aga. Agate 璃瑞

And. Andesite 安山岩

黒色片岩

珪岩

緑色泥岩

花崗閃緑岩

硬質頁岩

泥岩

黒曜石

BlackSchist

Chert

GreenMudstone

Granodiorite

HardShale

Mudstone

Obsidian

、

．

ｌ

ｈ
恥
咋
測
翻
咽
皿
咋

Ｃ

V



Gni. Gniss
片麻岩

Sa. Sandstone 砂岩

Ta. Talc 滑石

Ta-Sch. TalcSchist 滑石片岩

10． 士層の略号は，つぎのとおりである。
たる震い

Ta-a :樽前a降下軽石層

Ta-b :樽前b降下軽石層

Ta-c :樽前c降下軽石・スコリア層

(C,=上層と, C2=下層とに分れる）

Ta-d :樽前d降下軽石層

(d,=上層と, d2=下層とに分れる）

En-a :恵庭a降下軽石層

I黒 ：第1黒色土居

Ⅱ黒 ：第2黒色士層

Ⅲ黒 ：第3黒色士層

11． 層位の項における（ ）内の記号は，つぎのとおりである。
(1) A>B:AはBより多量に含む。

(2) A>B:AはBより多く含む。

(3) A+B:AとBとを同量に含む。

12． 本報告書は， 当用漢字，現代かなづかいによって書かれている。ただし，慣用的に用いら
れているつぎの漢字は， この限りでない。

「~褐」「擴」 ｢~痕」「皿」「縄」「唇｣「尖」「堆」「竪」「坦」「塚」「貼」 「燈」 「剥」 「鉢」 「斧」
「磨」「礫」

また， これ以外の漢字でも，学術用語等でかな書きが適当でない場合には， “ふりがな”を
付けて用いる場合がある。

13. '4C法による測定年代は，社団法人日本アイソトープ°協会による('4Cの半減期:5730年)。
14． 花粉分析による古気候の復元は，北海道開拓記念館山田悟郎研究職員による。
15． 魚骨および動物遺存体の種の同定は，北海道大学大学院西本豊弘氏による。
16． 貝の同定および石器原材の岩石の鑑定は，北海道開拓記念館赤松守雄研究職員による。
17． 写真測量による地形実測図は， アジア航測（株）札幌支店に委託して作成した。
18． 遺構実測図および遺構配置図は， 日鉄鉱コンサルタント （株）に委託して作成した。
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’



カラー図版1

昭和54年度調査地区空中写真
(昭和54年6月3日撮影）





カラー図版2

1．美沢4遺跡第1貝塚





ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
．
§
Ｅ
腿
脳
雫
百
Ｋ
ｖ
ｆ
．
ｊ
輌
服
心
椰
圃
磨
隅
脇
・
川
０
口
い
、
４
Ⅲ
Ⅱ
１
Ⅱ
１
１
１
膨
柵
Ⅲ
靴
で
旧
皿
時
咽
耐
旧
い
岬
卜
仙
州
１
４
咀
呵
胴

I
要概査 の調I

W

Ⅶ

N

Ｉ

~

ｉ

~
１

ワ

〕

４

４
１

調査要項１

上

０

．

一

ワ

Ｊ

１

Ｊ

調査に至る経緯と経過

調査の方法･…………･…

調査の要約……－……





I 調査の概要

I 調査の概要

この調査は，現在使用されている千歳空港の南東側に隣接して計画されている新千歳空港建設

用地内にある埋蔵文化財包蔵地の事前調査である。なお， この調査は昭和51年度から実施してお

り，今年度で第4年次にあたる。

1 ． 調査要項

新千歳空港建設用地内埋蔵文化財発掘調査

北海道開発局札幌開発建設部

北海道教育委員会（昭和54年5月9日～昭和54年8月31日）

事業名

事業委託者

事業受託者

財団法人北海道埋蔵文化財センター（昭和54年9月1日～昭和55年3月31日）

遺物，記録資料の整理はすべて（財）北海道埋蔵文化財センターが行った。

遺跡名，所在地および調査面積

計（㎡）

添~’
23,760㎡’

量４１
一三脚

~

| 遺跡名 ’遺跡名
調査面積
(9月1日以降）

調査面積
(8月31日以前）所 在 地登載NC~

美身5遺跡 ’ 千歳市字美々988番地の10他
みさわ

美沢4遺跡 苫小牧市美沢164-10

美沢5遺跡 苫小牧市美沢185-2
みさわ

752㎡ ｜
_

3,100nf

6,800㎡

10,652㎡ ’’

A-03-97

膣
’

--2哩唾_｜
|~一~｜
｢~z旺耐1

雨U詞’
~｜

」31, 312㎡~ ~
二二1

訂一

調査体制

1． 昭和54年8月31日以前の体制

（調査主体者）

北海道教育委員会

中川利若

松田一好

安達 整

(昭和54年5月25日まで）

秋山 操

(昭和54年5月26日から）

藤本英夫

波津俊昭

(昭和54年8月15日まで）

富樫良雄

(昭和54年8月16日から）

教育長

北海道教育庁社会教育部長

同文化課長

同

同文化課長補佐

同埋蔵文化財係長

同

1

’



I 調査の概要

同主査 長谷川睦雄

同調査第二班主査 高橋稀一
（調査員）

文化課調査第二班文化財保護主事木村尚俊・越田賢一郎・矢吹俊男・長沼孝・田才雅彦
（調査補助員）

伊野正之・乾芳宏・遠藤香澄・小林直樹・松杵純一・工藤研治

2． 昭和54年9月1日以降の体制

（調査主体者）

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長 浅井理一郎

専務理事 松田一好

業務部長 馬場治夫
業務部管理課長 小l 1l内光之

同管理課主事 佐川俊一

業務部経理課長 長谷川睦雄

同経理課主事 菅野 聡

調査部長 高橋稀一

調査部調査第三班長 木村尚俊
（調査員）

調査部文化財保護主事鬼柳彰・越田賢一郎・矢吹俊男・遠藤香澄・工藤研治
（調査補助員）

伊野正之・小林直樹・松谷純一・尾崎周子・熊谷仁志・森岡健治

2調査に至る経緯と経過

新千歳空港建設用地内の埋蔵文化財包蔵地（以下「包蔵地」という）の分布調査は，昭和
49, 50年度の2か年にわたり ，北海道教育委員会（以下｢~道教委」という），千歳市教育委員会
によって実施された。

この分布調査結果にもとづいて包蔵地の範囲が確認され， 51年度から3か年間道教委が発掘調
査の主体となり，美沢川流域の遺跡群について発掘調査を行ってきた。

54年度は，美沢川から南へ約1km離れたところに位置するフレペッ遺跡群（フレペッは「赤
い川」の意）の美沢4遺跡，美沢5遺跡， それに，美沢川流域の美々5遺跡の3遺跡について合
計31,312m2の発掘調査を行った。 このうち道教委では5月14日から8月31日まで美沢4遺跡の
2(),660m2について発掘調査を実施した。

えにわ たるまい

フレペッ地域も美沢川流域と同じように恵庭岳，樽前山等の噴火で厚く火山灰が堆積してい

る。そこで調査は， まず例年と同じように，厚く堆積した火山灰（層位の項参照）を機械と人力

２



I 調査の概要

図1 遺跡周辺の地形

二の地図は国土地理院発行の5万分の1地図（千歳）を複製したものである。

；



I 調査の概要

で除去する作業から開始した。その後遺跡全体の25％を掘開して，遺構，遺物の分布の濃淡を確
認し，包含層調査，遺構調査， 旧石器時代文化層の有無確認調査の順に実施した。

なお，今年度は美沢4遺跡で発掘調査開始前の機械による表土火山灰除去作業中に，斜面にあ
る第1貝塚，平坦部にある第2貝塚の2か所の貝塚を発見した。そこで貝塚の調査にあたって

ろう

は，調査方法等について遺漏のないように事前に十分検討を重ねて実施した。

発掘調査終了後， 11月10日より55年3月27日まで室内整理作業を行い報告書作成にあたった。
なお美々5遺跡については，遺構遺物の整理作業を完了しているが， 55年度継続調査のため，
今年度分の詳細な報告は55年度の報告書に掲載する予定である。

3． 調査の方法

調査方法

グリッドの設定にあたっては，昭和51年度から継続して行ってきた発掘調査と同様な方法で行
った。つまり, 50mごとに大グリッドを設け， その内に5m×5mの小グリッドを設定し， 「D」
-70-47」のように表示した。調査はその小グリッドごとに実施した（図2)。
層序

本遺跡群における基本的な層序は次のとおりであ

る。表士・Ta-a火山灰層約30cm,Ta-b火山灰層

約10cm, I黒層約10cm,Ta-c火山灰層約45cm,

Ⅱ黒層約30～60cm,Ta-d火山灰層約40cm,Ⅲ黒

層約5cm, En-a火山灰層約200cm, ローム質褐色

土層約100cm,支笏軽石流堆積物の順になっている。
遺物の分類

今回の調査によって出土した遺物はすべて縄文時代

のものに限られている。 これら遺物の分類は，過去3

年間実施してきた新空港用地内における遺跡調査の成

果を集約して行ったものである。土器は縄文時代早期

から後期のものが出土しているが縄文時代前期の土器

が圧倒的に多く分類も前期の土器を主として行なって

いる。石器については，新知見のものを若干加え，形
態分類を行った。

土器

美沢4，美沢5潰跡の率桐調杏に士.一､TH!-L】だ-L且

Ｌ
Ｅ
催
膨
臘
脳
催
臘
肱
膿
臘
険
陵

Ｏ

１

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ

ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

1
表土層

樽前a軽石層(Ta-a)

樽前b軽石層(Ta-b)
腐植土層(I黒）
樽前c,軽石層(Ta-c,)

樽前c2スコリア層(Ta-c2)

腐植土層(11黒）
樽前dx軽石層(Ta-d,)
樽前d2軽石層(Ta-d2)
腐植土層(111黒）
ローム

恵庭a軽石層

::ろ:6:;:&:･2．2．:｡:．:｡:｡:｡g･Fut.:.:.:.:.：

蕊難蕊翻

十2

~~~~ ~~~ ~~~~~

剛～
秤5

柵 ローム質粘土層－6

支笏軽石流m

美沢4，美沢5遺跡の発掘調査によって出土した土器は，縄文時代早期後半より，縄文時代後
期までのものである。
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I 調査の概要

<I群＞縄文時代早期に属する土器群である。

今回の発掘調査では， おもに美沢4遺跡より東釧路Ⅳ式に相当する土器片が出土してい
る。

八

くⅡ群＞縄文時代前期に属する土器群である。 J
胎土は厚手で多量の繊維を含んでいる。

a類：縄文尖底土器群。本類はさらに一般に綱文士器として区別されるものと， それ以外
のものに分類される。

a－，類：綱文土器に相当するもの。今回の調査では， おもに美沢4遺跡より， わずかの
破片が出土している。

a－2類：今回の発掘調査では，春日町式に相当するわずかの土器片と，広義の静内中野
式類に相当する土器が出土している。後者は， 出土した土器点数のほぼ99％を占める。
b類：円筒土器下層式土器に相当するものを本類とす-る。今回の調査では美沢4遺跡より
わずかの破片が出土している。

’

＜Ⅲ群＞縄文時代中期に属する土器群である。

今回の発掘調査では，美沢4遺跡よりわずかの破片が出土している。

＜Ⅳ群＞縄文時代後期に属する土器群である。

今回の調査では，後期末のわずかな破片と一括土器が出土している〔

注

河野広道他1954 ｢~静内町先史時代遺跡調査報告」

中田幹雄 1968「トビノ遺跡緊急発掘報告」

岩崎隆人他1966「栗沢町加茂川遺跡」

北海道教育委員会1978「美沢川流域の遺跡群Ⅲ」

竹田輝雄 1976「北海道考古学第12輯一中野式土器」

石器 I群

糊
． “~

<I群＞
せん

尖頭部をもつもの。

A:石やじり
ぞく

1 ：石刃嫉（本遺跡群では出土していない｡）

翁AA
2 ：細身で薄いもの。基部が内湾するものもある。

a :柳葉形を呈する。

b :五角形を呈する。 A2b
A3a

3 ：三角形を呈するもの。

AA
a :基部が平らなもの。

AAb :基部にえく．りが入るもの｡内湾するものを含める。

4 ：茎部をもつもの。 A3b

9



I 調査の概要

a ：茎をもつもの。茎の基部にえぐりの入るもの
を含める。

b :ひし形をなすもの。

5 ：木葉形もしくは円基のもの

6 ：両側辺にえく’りが入るもの。

B:やり先または両面加工のナイフ

1 ：茎部をもつもの。

a ：茎をもつもの。茎の基部が平らなものとえぐ
りの入るものを含める。

b :ひし形を呈するもの。

c ：つまみ状の茎をもつもの。

2 ：木葉形もしくは細身で五角形を呈するもの。
a ： 1幅広で木葉形のもの。

b :細身で柳葉形のもの。

c ：基部が平らかもしくは内湾するもの。

細身で五角形のものを含める。

C: ドリルまたは刺突器

1 ：棒状のもの。

a ：棒状のもの。

b :石やじりを転用したもの。

2 ：全体的に二次加工が施されているもの。

a ：つまみ（ハンドル）をもつもの。

b :つまみのないもの。

3 ：素材（剥片）を大きく変形することなく一部に
刺突部を作り出したもの。

＜Ⅱ群＞

つまみ付きナイフおよびスクレイパー

A:つまみ付きナイフ

1 ：片面加工のもの。

a ：二次加工が片面全体に施され，表面右側縁に

急角度の刃部をもち，裏面右側縁に表面の加
工のための打面が設けられているもの。

b :二次加工が片面全体に施されるもの。 ．
c ：二次加工が周辺に施されるもの。

d :つまみの太いもの。

熱 皐拳傘

1

B1c

人っ

＃
1

ヲ

〆

2

B2c

雛。 亀。II群

A1a ハィレ、 A1c ハイ‘_』

鑿“
刈

雷
A3 A4

~

’
A2a
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I 調査の概要

B1a B1b

。

軍区“｡u｡
B3

鼬國朋
B7 B8

ム

2 ：両面加工のもの。

a :両面加工のもの。

b :身部底辺の刃部が内湾するもの。

3 ：横形のもの。

4 ：つまみ部と身部の比がほぼ等しく， つまみの作

出が顕著なもの。

B:スクレイパー

1 ：石くらと称されるもの。

a :片面加工のもの。

b :両面加工のもの。

2 ：長円形を呈すもの。

a :片面加工のもの。

b :両面加工のもの。

3 ：ラウンドスクレイパー。

4 :ｴﾝﾄｽｸﾚｲパー｡

5 ：尖端部をもつもの。

6 ：えぐり込みをもつもの。

7 ：錯向剥離によって刃部を作り出したもの。

8 ：不定形で，一辺もしくは二辺に刃部をもつも

の。

＜Ⅲ群＞

1 ．Ⅱ群以外の剥片石器

A:異形石器

B:尖頭部を2ないし3か所もつもの。

＜Ⅳ群＞

コア・フレイク・チップ･等

A:コア

B:フレイク・チップ｡

C:二次加工または使用痕のあるフレイク。

<V群＞

石斧・たたき石・礫器等

A:磨製石斧

1 ：擦り切り手法によって製作されたもの。

2 ：側縁などを打ち欠きによって整えたもの。

3 ：ペッキングによって整形されたもの。

ⅡI群

篭へ寅曜
V群

鳳
側
附
附
上| A4

A2
A1 H= A3

○

○

八
Ｍ
Ⅷ
Ⅷ
凶

’

A5 AR BA6〔．
1
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I 調査の概要

4 ：磨きのみによって作られたもの。

5 ：石のみ

6 ：基部近くの両側縁にえぐりの入るもの。

B:打製石斧

C:たたき石

‘1 ：棒状礫の一端もしくは両端を使用しているも
の。

2 ：偏平礫の周縁を使用しているもの。

3 ：偏平礫の腹・背面を使用しているもの。

a ：腹・背面の片面あるいは，両面を使用してい
るもの。

b : くぼみ石と称されるもの。

4 ：ストーン・ リタッチャー

5 ：磨製石斧を転用したもの。

D:礫器

1 ：片刃のもの（チョパー)。

2 ：両刃のもの（チョヒ°ング・ トウール)。
＜Ⅵ群＞

すり石，砥石等

A:石のこ

B:すり石

1 ：北海道式石冠など握り部分を作り出しているも
の。

2 ：偏平な礫を半円形状に打ち欠き，弦をすった~も
の。

3 ：角柱状の礫の稜をすったもの。

4 ：偏平礫の一辺をすったもの。

C:砥石

1 ：研磨面に溝があるもの。

a ：溝があるもの。
やがら

b :矢柄研磨器と称されるもの。

2 ：研磨面だけのもの。

＜Ⅶ群＞

石Ⅲ. ・台石等

A:石Ⅲ. ・台石

峨
唖
．
０幾

刈

画

懸
》
０
Ｑ

鰯
一
嘩
一
‐
”

麹

Ⅷ

肌
ａ

－
ｑ
群Ⅶ

口
哩ｂｌ
Ｃ
Ｃ

僻~: ;念~報翁‘
に~ ’ず 矧
|;． ． , ．
｜､， . 1 . , ‘

隙 ＃ Ⅲ ､， ；:；
‘ ､ 3， ，､

:::: , :'M ¥1

息望J
'1
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I 洲査の概要

＜Ⅷ群＞

石錘を本群とする。

A;石錘

1 ： 4か所に打ち欠きをもつもの。

2 ：長軸の両端に打ち欠きをもつもの。

3 ：短軸の両端に打ち欠きをもつもの。

＜Ⅸ群＞

石棒・石刀・石剣・青龍刀形石器・玉類･唾飾品な
けつ

ど特殊な石器を本群とする。本年度は決状耳飾と環

石の出土があった。

<X群＞

礫・礫片等

A:使用痕，加工痕のある礫・礫片
※

1 ：磨製石斧・たたき石・砥石などの残片。

2 ：擦り切り途中のものや擦り切りの残片。

B: 自然礫・礫片
じゃ

1 ：蛇紋岩・黒曜石などの原石類

2 ：礫・礫片

Ⅷ群

C③鰯“ ‘‘ ”

Ⅸ群 ノ

邸 ⑤
｜

α○

※本分類についてはXA,－VA, XA,-VC等と表示した《
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I 洲査の概要

4． 調査の要約

フレペッ湿原は，美々川の右岸にあり ， かつて美々川に注いでいた支流との合流,11l|({､l近に広が
っている規模の小さい湿原である。

この支流は，現在流水がなく川の名もついていない。かつて， この流れは美々川に合流し， ウ
トナイト沼に入り ，沼を出て勇払川となり ，太平洋に続いていた。

美沢4遺跡，美沢5遺跡は，海岸線から直線で約10km内陸にあるフレペッ湿原の左岸，標高
約20～23mの台地にあり，遺跡の西方にながめられる樽前山の噴火によって厚く堆積した火山灰
によっておおわれている。

調査は，火山灰除去作業，遺跡の25％調査，包含層全域調査，遺構調査， ll l石器時代文化層の
有無確認調査の順に実施した。

調査によって確認された遺構は，美沢4遺跡では縄文時代前期の貝塚2か所，住居跡13か所，
士城墓2か所, T上･ツト14か所， その他の上°ツト6か所，美沢5遺跡ではT上・ツト2()か所， その
他の上･ツト2か所である。

貝塚は斜面に残された第1貝塚と平坦部に残された第2貝塚とがあり ，両貝塚の自然遺物は柱

状サンプルの分析結果から， 貝類20種，魚類16種，爬虫類2種，鳥類6種，哺乳類9種（海獣類
2種陸獣類7種）である。

貝類では， ヤマトシジミが第1貝塚で全体の約90%,第2貝塚で約91%と圧倒的に多い。次い
で多いのは，第1貝塚では陸産貝類（マイマイ・キセルモドキ)， ウネナシトマヤガイ， アサリ
であり， また第2貝塚ではウネナシトマヤガイ，陸産貝類（マイマイ， キセルモドキ）の順であ
る。 これらの貝類の成長度合をみると，幼貝，稚貝から成貝まで出土しているもの（ヤマトシジ

ミ， ウネナシトマヤガイ， ニホンタガソデモドキ） と成貝のみが出土しているもの（アサリ， ハ

マグリ， オオノガイ） とがある。 このことは， 当時，貝を選択して採集していたことを示してい
る。

魚類は，柱状サンプルからの推定量によると第1貝塚ではニシン， ウグイ， メナダ， スズキの

順に多く，第2貝塚ではウグイ， ニシン， メナダ， スズキの順に多い。スズキ， メナダは，魚体
サイガィ

が60cm～1m級といずれも大形のものである。スズキは鯛蓋骨が多くみられるのに比して，椎
骨がほとんどみられない。 これに対して， メナダは各部位の骨が検出されている。 このことは，
スズキとメナダの加工方法の相違を示している。

爬虫類は， オサガメとウミガメの仲間海獣は， アシカ類（トドが主体)， オットセイ，陸獣
では， エゾシカ， ニホンカワウソ， キタキツネ， エゾオオカミ， イヌ， エゾヒグマ， ニホンドブ
ネズミ等が出土している。

第1貝塚と第2貝塚とでは，次のような相違点がみられる。

①貝類では，第1貝塚の柱状サンプルに極く少数みられるオキシジミ， マルテンマツムシが

第2貝塚の柱状サンプルからは検出されていない。また，第2貝塚の柱状サンプルからは， ハマ

~
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’ I 捌査のl1"

グリが検出されていないが柱状サンプル以外の資料から採集されている。

②魚類では，第1貝塚と第2貝塚ともスズキ， メナダが多く出土しているが， スズキは第1

貝塚で多く，第2貝塚ではボラが多い。

③哺乳類では， イヌは第1貝塚より第2貝塚の方が多く出土している。海獣類のアシカ類

（トドが主体）は，第1貝塚ではかなり多く出土しているのに対して，第2貝塚では少ない。

次に，両貝塚の自然遺物をみると，暖流系に生息するものと寒流系に生息するものがあり，貝

塚が残された時期が縄文海進海退と密接な関係にあることがわかる。また，第1貝塚，第2貝塚

とほぼ同時期の貝塚として，近くに美々貝塚がある。第1貝塚，第2貝塚出土のマガキ， ヤマト

シジミの'4Cの値は5480士105yB.P.～6140=t11OyB.P・を示している。

今回の貝塚調査では，柱状サンプルを採集し分析したために， マイマイ， ウグイ， ニシン等の

小形の貝類および魚類の量を推定できる資料を得ることができた。

貝塚以外の遺構として，住居跡，土嘘墓Tピット， その他の上°ツトが発見されている。

住居跡は，美沢4遺跡で13か所発見されているが，小形のものが多く，住居跡かどうか疑わし

いものもある。又， あきらかに貝塚に伴なう住居跡は発見されていない。美沢5遺跡では，住居

跡は発見されていない。

土擴墓は， 2か所と少ない。いずれも時期不明で，人骨は残っていなかった。

Tピットは，両遺跡とももっとも多い遺構である。形状は細長い溝状のものと，長円形のもの

がある。美沢4遺跡で, Tピットを1か所，長軸に沿って，半分に切り縦断面を観察したとこ

ろ，底面から2本の杭がピット開口部まで延びていたことを示す跡が確認された。

次に遺物は，縄文早期末から後期末までのものが出土している。

土器では，両遺跡出土の破片数からみると99％以上が前期のものである。 この内，胎土に植物

繊維を多量に含む土器群は器形，文様，胎土等から次の4種類に分けることができた。

静内中野式尖底土器に相当するもの：器形は砲弾形で尖底太い斜縄文が全面に施され，胎土

により糸を含んでいる。美沢4遺跡，美沢5遺跡ともに多数の破片， および一括土器が出土して

いる。

静内トビノ遺跡出土資料に類似するもの：焼成度が高く，繊維を含んでいるが，胎土は硬質の
すい

土器である。器形は円錐形をなし， 口縁部に連続する貫通孔がある。美沢4遺跡で一括土器が出

土している。

栗山町加茂川遺跡出土資料に類似するもの：口径と器高がほぼ1 ： 1の比をなし， 口緑部は直

立あるいはわずかに内反する。底部の形状は不明である。太く荒い斜縄文が施されているが口縁

部， あるいは全面に磨消様の調整がなされているために，地文は判然としない。焼成度は低く，
表面は剥離した部分が多い。美沢4遺跡より一括遺物および多数の破片が出土している。

美々5遺跡出土資料に相当するもの:器形は円羅形で縦の羽状縄文が施されている｡焼成度は
比較的高い。おもに美沢5遺跡で出土している。

この4種類について，調査では層位的な時間差をとらえることができなかったので，分類では

15



I 洲査の概要

一括して取り扱っておいた。

石器は，美沢4遺跡で石錘が多く，美沢5遺跡では非常に少ない。両遺跡の石器群を比較して
みると，美沢4遺跡では剥片石器が礫石器にくらべ少ない。美沢5遺跡では， その逆の傾向がみ
られる。 このような傾向は，貝塚の有無と関係があるのかも知れない。

けつ

その他，特色のある遺物としては，美沢4遺跡で，完全な形の決状耳飾1個，貝塚から骨針2
本，骨ベラ2本，骨製刺突器1本，骨製尖頭器1本が出土している。

以上，美沢4遺跡，美沢5遺跡の遺構・遺物をみると，両遺跡とも時期的には同じ縄文時代前

期のものが主体をなしているが， 内容・性格において，両遺跡間にはあきらかに相違がみられ
る。

’

16
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図版7の貝類の名称

1. Cγαssosire@gig@s (THuNBERG) マカキ×％

2．蝿ααγeγαγZq oo"ogqj (MAKIYAMA) オオノガイ×だ

3.Mz7g""eγα ／αeijjs (HAAs) 力ワシンジニガイ×％
4.Mereiγ耽加sor/q (RODING) ハマグリ×渚

5.MIcommi"co"gr"@ (V.MARTENs) 上メシラト リガイ×1

6．M"γe〃α、αγｵe"sZ (LIscHKE) マルテンマツムシ×1
7. Ba〃〃αγZq c"""g"(CRossE) ホ､ノウミニナ×1
8. 16. CZ/c""@sj"e"sis (GMELIN) オキシジミ ×落
9.Crz/p"γα血cαノαfz#加siomoides (KuRoDAetHABE)エゾタマガイ×1
10. RQpa"(z I伽maslαγa (CRossE) アカニシ×だ
11. Spisu/a sαc加〃"e"sis (ScHRENcK) ウバガイ×％
12. Cor6icujαノapo"ic@ (PRIME) ヤマトシジミ

13． Tγαpej血、〃γα”'" (REEvE) ウネナシトマヤヵイ
14･ R"d"apesphi"pp加αγ"wz (A.ADAMsetREEvE) アサリ

15. Pα""opectelz Z/essoe"sis (JAY) ホタテカイ×％
17. Tγαpej血"'"jppo"jc"'" (YOKOYAMA) 二ホンタカソデモドキ

18.19. PoｵamocO7･6"/αα、“γe"sis (ScHRENcK) ヌマコタキガイ
20. Gomp/ij"(Ime/q"qegis (RoEMER) コタマカ･イ
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図版8の獣骨の名称

照潤,~鯛割”
1． スズキ主鮠蓋骨右側

2． メナタﾞ 〃 左側

23． カモ類上腕骨右側

24． ヒメウ大腿骨左側

3． フグ類(大型） 卜顎歯右側
25． ワシ類(小型)唯骨下左側

4． アブゞラツノザメの鰊
26． ウ類脛骨下右側

5． スズキ歯骨右側
27． イヌ上腕骨左側

6． スズキ方骨右側
トウ

28． イヌ焼骨右側

7． サケ類椎骨
29． イヌ尺骨右側

8． ガンギエイ類椎骨
30. イヌ寛骨左側

9． メジロザメ科？椎骨
31． エゾオオカミ基節骨

10. メナダ椎骨
32． ウミカ’メ甲羅

11． スズキ耳石右側
33. 〃 〃

12． トラザメ科の歯
34. 〃 指骨

13． ウグイ咽頭歯破片
35． オサガメ？指骨

14.-17． ガンギエイ類の歯(粘土の上に固定）

18.種不明b類椎骨

19. " a類椎骨

20． ニシン椎骨

21． ウグイ 〃

22． フグ(小型）〃
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図版9の獣骨の名称

エゾシカ肩甲骨右側
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オットセイ＄上腕骨左側

〃 〃脛骨左側

アシカ類陰茎骨

ト ド早寛骨右側
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H-1 , P-7, P-9撮影方向
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図版15の花粉の名称

l.Pjcea, IB層, 2. Abies, IB層, 3. Fhgus, IB層, 4.んgjafzs, lllB層，

5a. Q4ercIJs, IB層, 5b. Q24erc"s, llIB層, 6. UImus, IIB層, 7a. A/fws,

IB層, 7b・ A/fz"s, IIB層, 7c・ A/""s, 第2貝塚, b-90-05-02,混貝土，

8a・ Be"/a, llB層, 8b. Bei"la, IB層, 9. Sor6"s, IIB層, 10． Ti"a, IIB層，

11． Ericaceae, IB層, 12a. Aγte"sia, IB層, 12b. A7･ie"sja, IB層，

13． Chenopodiaceae, IIB層, 14. Cruciferae, 第2貝塚, b-90-05-20,混貝土，

15a.Ranunculaceae, IB層, 15b. Ranunculaceae, IIB層, 15c・ Ranunculaceae,

ⅢB層, 16. Umbelliferae, IIB層, 17a. Polygonaceae, IB層, 17b.Polygonaceae,

ⅢB層, 18. Rosaceae,第2貝塚, a-90-05-13,混貝土, 19a. Gramineae, IB層，

19b. Grammeae, IIIB層, 20.Mjphαγ，第2貝塚, b-90-05-20混貝土, 21, Carduoideae,

IB層, 22. Polypodiaceae, IIIB層, 23. Lycopodiaceae, IIIB層，

’
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Ⅱ美沢4遺跡

I美沢4遺跡

1 ． 概 要

美沢4遺跡は， 2つの小さな谷にはさまれた標高22m前後の舌状台地の先端にある。遺跡の東

側および南側にはかつて豊かな流水があったと思われる湿原が広がっている。

本遺跡の地形は比較的平坦で，面積は23,760m2と新空港建設用地内にある遺跡群のなかでも

広い方である。遺跡の層序は前掲した土層図のとおりであるが，遺構・遺物は主に第2黒色士層

から検出された。

発見された遺構は，貝塚2か所，住居跡2か所，小竪穴11か所（遺構説明文中「H」の略号を

使用しているが， 中には住居跡と判断しがたいものもあり， ここでは小竪穴として一括した)。

士擴墓2基, Tピット14か所，性格不明のピット （ここではその他のピットとしている｡) 6か

所である。 ~

貝塚は2か所とも縄文時代前期に属するもので，東側斜面から発見された貝塚を第1貝塚，平

坦部にある貝塚を第2貝塚とした。第1 ・第2貝塚ともヤマトシジミを主体とし，他に巻貝．二
は

枚貝類が19種類含まれている。また，貝類の他に，魚骨・爬虫類の骨・哺乳類の骨などが含まれ

ている。第1貝塚と第2貝塚ではこれら魚骨，獣骨類のあり方に差異がみられる。

住居跡・小竪穴は一部を除いてすべて南斜面下にあり，湿原にかかっているものもある。

土脹墓は， その分布状態にまとまりをもっていない。一部にごく僅少であるがベニガラの痕跡

が見られた(P-17)。

Tピットは大部分が台地の平坦部にあり， その形は長円形のものと小形の隅丸方形のものとに

わけられる。いずれも底に1ないし2か所の小ピットをもつ。 4号ピットでは断面に杭の跡が残

っており， それは開口部付近までのびていた。Tピットの性格を知るうえで興味深い。

遺物は，台地の中央部から東側にかけて多くみられ，特に第1貝塚と第2貝塚にはさまれた地

区と東側および南側斜面にかかる台地の縁辺部において集中して出土している。土器はその大部

分が縄文時代前期のものである。石器類では，礫石器の占める割合が剥片石器よりも多い。剥片

石器では石ヤジリ，つまみ付きナイフの出土量が多く，礫石器では石錘石斧の出土量が多くな
けつ

っている。他の遺物としては，第1貝塚近くの南斜面にかかる部分より決状耳飾が完全な形で1

例出土している。また， それぞれの貝塚からは骨角器類が出土している。

旧石器時代の文化層の有無の確認調査を行なったが，遺構，遺物は確認されなかった。
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くつ　貝眉ブロック(Ta-d2両)

(ニ)貝　層　下　灰　眉

口　桂状サンプル採取地点

層　　位

I　黒　色　土(Ⅱ嶽)

I'線　色　土(Ⅱ嶽>SPil^.ミス+En-aパミス)

H黒　色　土(黒色土>Ta-d2)

Ⅲ黒褐色土(黒色土+Ta-di>Ta-d2)

Ⅳ貝　　　届

Ⅴ混貝土届(黒色土+貝届)

Ⅵ愚　色　土(粘生強い燕色土+Ta-d2)

Ⅶ褐　色　土(緑色土+Ta-di)

Ⅶ【時赤褐色土(Ta-dZ≫無色土)

Ⅸ赤褐色土(Ta-d2)

Ⅸ'赤裾色土(Ta-d2)勤し､たもの

Ⅹ　黄褐色土(En-a)動いたもの

Ⅱ灰褐色土(Ⅲ黒)
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2． 遣 構

（1） 貝 塚

第1貝塚．第2貝塚の調査では， それぞれの貝塚の範囲内において発掘区を1×1mの小グリ
ッドに細分した。それらグリッドは次のように表示した。例「a-90-05-①｣。
従来の貝塚調査では貝層内の目立った遺物だけを採集する方法であったが， その方法では， 自
然遺物の特に，小型魚の椎骨，歯といった微細遺物の検出が不十分であり， また貝塚を構成する

つい

自然遺物の数的把握が困難であることなどから，柱状サンプルの採集を試みた（註1）。
サンプルの採集および処理

採集方法：貝塚調査のために細分したﾉl､グリッ1ﾐ内より採集地点を選び，各地点30×30cmの
採集区を設定した。サンプルは貝層上から貝層下まで厚さ5cmずつ, 30×30×5cmを単位（カ
ットと呼ぶ） として採集した。 カットには，第1貝塚・第2貝塚それぞれに定めた任意の基準標
高を起点に, 0～-5cmを1カット, -5～-10cmを2カットというように番号を付した。従って
採集区が異なってもカット番号が同じなら標高が同じである。
処理方法： （水洗による処理)10mm･ 5mm・ 2mm･ 1mm目の4種類のふるいを用いて水
洗した。まず， 目の細かい順に下から重ねて，最上段に1カット分の試料を入れ， ブラシで軽く
泥を落しながら水圧によって資料を水洗した。

水洗終了後，最上段のふるいを取り ，残り3段のふるいも同じ作業を行う。
（乾燥）水洗が終った1カット分の試料は， それぞれふるい目の大きさ別に乾燥した。乾燥した
試料は，貝，魚骨，獣骨などに選別した。

らとう

貝類は種別に分類した後，腹足網は螺塔の数で個体数を出し，斧足網は，殼頂部が残っている
ものを選んだ後，右殼，左殼を分けて数え，左右いずれか多い方を個体数とした。魚骨について
は，椎骨・歯などの部位に分けて種の同定を行った。なお，柱状サンプル以外の貝塚資料は， 1
X1mの小グリッドごと，層位別にすべて採集した。

1） 第1貝塚(b-91-02～04, 12～14, 22～24)

本貝塚は，東西約12m,南北約13m,面積約98.9m2,推定体積約3()m3,最大厚約().7mの規模
をもつ。また柱状サンフ°ル採集区数11か所， カット数119， うち貝層部分のカット数103,総カッ
ト体積0.612m3, うち貝層部分0.54m3,柱状サンプル基準標高23mである。貝層は， ヤマトシジ
ミを主体とする純貝層であるが，上部でウネナシトマヤガイ，下部でアサリが多くみられた。貝
の保存状態は良く，極端に破砕されたもの，火をうけたものは少ない。第2貝塚にくらべ大型魚
類の骨が目についた。

人工遺物は，斜面上方の平坦部に近いところの貝層に集中していた。また本貝塚では骨角器が
3点出土している。

註1

柱状サンプルの採集方法，処理方法の一部については鈴木公雄氏の御教示を得た。

23
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層位 I 黒色士（Ⅱ黒層）Ⅶ黒色士（黒色土+Ta-d,)

I′ 黒色士（Ⅱ黒>Spfiパミス+En-aパミス）Ⅷ暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）
Ⅱ黒色士（黒色土>Ta-d2)Ⅸ赤褐色士(Ta-d2)

Ⅲ黒褐色土（黒色士+Ta-d'>Ta-d2)Ⅸ'赤褐色士(Ta-d2)動いたもの
Ⅳ貝層 X黄褐色士(En-a)動ぃたもの
V混貝土層 虹灰褐色士（Ⅲ黒）
Ⅵ黒色士（粘性強い黒色土+Ta-d2)

備考C-14試料測定結果

N-3668第1貝塚マガキ 5480±105yB.P. (5320±100yB.P. )
N-3669 〃ヤマトシジミ 5920±95yB.P・ (5740±90yB.P. )

’
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表2柱状サンプル貝個体数・集計表

"皿) ’ 。 “"' ’ 。 “画) ' 。 （｜” 計 ’ －訓個体数備考｜
｢面｜ ‘ ｜ ‘ ‘ I ． ‘ ｜ ビ ‘｜‘ ， ~ ‐．

二J
固’D (1m)C (2m)B (5m)

備個体数

L L RRL RRR L

A ('0m)
L

種名

７

１

６７

１

６114９

１

卜

４

戸

３ホソウミニナ

マルテンマッムシ

マ .ガ キ

ウ バガ イ

ア サ リ

ヤマトシジミ

ハマ グ リ

オキシジ ミ

コダマガイ

ウネナシトマヤガイ

ニホンタガソデモ
ドキ

ヒメシラトリガイ

ヌﾏコダキガイ

オオノガイ

ヒメマイマイ

キセルモドキ

＋ ｜罵瀞瀧料
１

７

９

４

１

６

４

１

８

７

１５

トー

１

３

７

８

１

６

１

１

８

３
ｔ

０
５

Ｊ

１

２

３

８

０

８

１

く

’
1

964

62，484

18

1右殻・左殻同一
個体ではない

1

2，481

509

1

590

3

１

４

４

４

６

８

１

９

４
１

２６

１

４

２

８

３

０

１

９

５

０６

６
節
）
９
《
ａ

９

く

３

３

８

４

Ｌ

~

９

１

Ｄ

７

Ｄ

７

く

５

２

句

酋

川

生

凡

ｒ

、

（

ｕ

〉

４
３
１
く

10

(3)
、

』

８
５
１
８
９
く )

1

｜

’ １

６

９

６

０

４

５

２

ｊ

Ｊ

１

３

４

６

７

８

８

７

２

６

２

く

く

）

１

６

８

６

４

４

２４
２
１
１~７

２
６
１
く、

ノ
、
〃

４

５

７

４

２

０

く

３
２くｊ

ｊ

２

９

６

３

４

８

く

３
１く

２

，

０

や

〉

０

９

６

２

７

２

／

ｔ

く
１

９

４

９

４

３

Ｆ
１９

７

２

２

４

４

＃
１

1

３

３

９４０

２

９５1

(1)
Ｏ
Ｅ
６
２く

ｊ

７
６
６
１く、

〃

２
２
９
６
２
１
Ｐ

ｔ

７

４
３
４
０
３
２く

０

３

４１９

２

７１

ヒメマイマイと

3，049 キセルモドキを
合計した数’1,647 ’1,570 3,0491Qワ

』ぜど

’ ’’
（ ）内の数字は完存貝の数

十有り

~

二ノ、

口 術 考

~LI R |R L| R ’ RLR

ウ バガ イ

ア サ 11

ヤマトシジミ

ハマ クﾞ リ

オキシジ ミ

コダマガイ

ウネナシトマヤガイ

ニホンタガソデモ
ドキ

ヒメシラトリガイ

ヌマコダキガイ

オオ,ノガイ

３

０

１

５

３

１

７
５

１

６

１

４

３

３

９

５５

１

９
２３

Ｊ

２

２

１
５３

７

２ 4 11Qワ 224Lv－ "f :A+B-旧）

イ＞10,

p: (B)+C-(C)

ロ＞5mm

ハ: (C)+D一(D)

ハ＞2，

二: (D)

2”＞＝＞1m

’1

17 8141 133560 572

’
３

１

８４ IC 62
行公

617 521491
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Ⅱ美沢4遺跡

層 位

名NO 称 ！） 類 大き さ （C､） 章量(9) 貝 層 範 囲 材 質
Ⅱ黒

１

２

３

４

５

６

７

８

９

犯

Ⅱ

蛇

昭

必

略

蝿

Ⅳ

喝

珀

別

別

詑

窃

塑

妬

調

訂

詔

調

和

訓

詑

謁

弘

弱

拓

諏

詑

調

如

虹

蛇

網

必

妬

妬

切

妃

貝層上Ⅱ黒 混貝 FⅡ黒

土 器

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

J〃

石 ヤ ジ リ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

やり先または両面加工ナイフ

ドリルまたは刺突器

〃

つまみ付きナイフ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

磨 製 石 斧

〃

す り 石

砥 石

〃

石 錘

〃

〃

骨 く ら

刺 突 器

Ⅱa 2 (29)×(30）

〃 （26)×(12）

〃

○

○

’

○

○

○

○
〃

○

○
〃

○

○
’
’
○
’
’
○
’
一
○

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

〃

~○

~
○

○

○
一
○

〃

〃

〃

ノノ

Ⅱb

lA2a

lA3b

〃

〃

〃

〃

IA3a

IA3b

IB1a

lC2a

lC3

ⅡA1b

ⅡA1c

ⅡA1a

ⅡB8

’ ○

○
一
○

（2.5)×0.8×0.2

(2.4)×1.5×0.4

(2.8)×1.8×0.3

(2.9)×(1.9)×0.5

(3.3)×(2.0)×0.2

3．2×1.7×0．7

3．0×(2.0)×0.3

(3.2)×(1.2)×0．4

3．6×1.7×0．5

(3.3)×(2.0)×0.6

3.0×2.8×0．5

4．9×2．4×0.7

4．5×3．5×0．9

5．2×3．0×0．7

5．0×1. 1×0．4

6． 1×1．7×0．8

3．7×1．8×0．5

4．5×2．3×0．8

(9.0)×3.9×1.0

(8.5)×5. 1×1.5

10.2×15．3×4.2

8．3×4．6×1．5

9.7×8．0×3．5

7． 1×6.2×1．7

7．5×6.0×1.7

10.6×8.9×2.8

17.4×1.8×1 .0

9．0×1．3×0．8

岬
一
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一
唖
一
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○
’
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’
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○
○
’
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’
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’
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’
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○
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’
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Ⅱ美沢4遺跡

2）第2貝塚(a-90-04～06, 14～16, b-90-84～86, 94～96)

本貝塚は台地の平坦部にあり，小さなマウンドになっている。規模は，東西14.7m, 南北9

m，面積約65.1m2,推定体積約19m3,最大厚0.65mである。また，柱状サンプル採集区数12か

所， カット総数129,貝層部分カット数90,混貝土層部分カット数24, カツ I､体積0.585m3,貝

層部分カット体積0.405m3,混貝土層部分体積0.108m3である。貝層は第1貝塚と|司様， ヤマト

シジミを主体とする純貝層で，貝および， その他の自然遺物の保存状態はきわめて良い。貝層は

貝，魚，火山礫土砂，人工遺物等から構成されており， その単位体積あたりの重量比は図11の

とおりである。

貝層下には厚さ10～20cmの混貝土層が貝塚の全体にみられ， ヤマトシジミが多く含まれてい

る。

この混貝土層上面から混貝土居中にかけて，焼土lか所，灰ブロック3か所が検出され，それ

ぞれに火を受けて変色した貝，魚骨・獣骨などが少量ではあるが含まれていた。貝層中には，木

根の痕跡が随所にみられた。

人工遺物は貝層下部から混貝土層中にかけて多く出土しておりとくに図15－1の土器は，貝層

下部で倒立した状態で出土している。また，骨角器は混貝土層から出土した。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Spflパミス） Ⅵ黒褐色土（黒色土>Ta-d2)

I′ 黒色士（Ⅱ黒>Spflパミス+En-aパミス） Ⅶ赤褐色士(Ta-d2ブロック）

暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）

茶褐色士(Ta-d,)

赤褐色士(Ta-d2)

Ⅱ黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2>Spfiパミス）

Ⅲ茶褐色士（Ⅱ黒+Ta-d2)

Ⅳ貝層

V混貝土層（黒色土十貝層）

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ

Ｉ

§

第|貝塚

第2貝塚

個
00．
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Iを
：腓

1

~
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C-14試料測定結果

第2貝塚マガキ

〃 ヤマトシジミ

〃 木炭

557()=t7()yB.P. (5400±65yB.P. )

6140±110yB.P. (5960=t105yB・P.)

5610±75yB・P. (5450±75yB・P. )

38



0-90-ie ��ﾓ��ｸ耳�ｨ�｢��������b�I-90-9-3 × ��ｨ示�8�X�ﾂ�

0-9°-Is ��ﾓ��ﾓ�2�8ﾒ��ﾈ耳爾�+R��8ﾘ8ﾘ7R��粐ﾃｩ?�｣ｨ6������+Sｲ�LjB-∞一gS X -令 子ヽ ｣_i. 用○ロ ーi､ ��ﾓ��ﾓコ�

0-90-ie ��)V(�ﾈ�ｨ耳�｣�粤�b�b一種:I gB ��ﾓ��ﾓcR�Gｸ���

､.Jo鮮 滴���ｸ6ﾒ�･C鰐) 

0-90-i7 ��ﾓ祷耳,#r�〇一9°ー97 �"ﾓ��ﾖSr�

喜主一旦7年二-三二二二三
Ⅴ

図12　第　2　貝　塚

凡　　例

貝　居　館　団

員届　ブ　ロ　ック

貝　層　下　焼　土

貝　屑　下　灰　層

貝層サンプル採取地点

遺物出土地点

｢` ! i ｣
iPI Ill

忌　　　Q Si

L ! ! I i

居　　住

I黒　色　土(II黒≫SPfiパミス)

I･黒　色　土(Ⅱ黒>SPf',tiス+En-a^.Sス)

II黒　色　土(Ⅱ黒>Ta-d2≫SPfパミス)

lII氷結白土(II黒+Ta-dZ)

Ⅳ　貝　　　盾

Ⅴ混貝土居(黒色土+貝眉)

Ⅵ黒褐色土(黒色土>Ta-dZ)

Ⅶ赤褐色土(Ta-d2ブロック)

Ⅷ嗜赤褐色土(Ta-dZ≫黒色土)

Ⅸ茶褐色土(Ta-di)

Ⅹ赤褐色土(Ta-d2)

撃

e
C
)
(
.
･
□

格

r

 

H



a_90_14〇 〇 〇 〇 ° ° 〇° ° ○ ������B�*ﾘ�ｨ�｢��ｲ��ｲ��｢��｢��ｲ�.����.��ｨ�ｨ�｢��ｳ��3���､6�����66����°b_90_94 ♂ 〇〇 〇 °° 0 00cc0 00 0 °○ ○ �.rﾓ��ﾓィ�������ｶ����V��6�2������｢�6���ｲ��ｨ�ｨ�ｲ����｢��｢��ｲ��ｲ��v���

000815 00｡ ○ ○○ ○ ｡ 〇cc 〇 〇〇〇〇 〇°〇° °〇 ° 〇°○ ���R�������｢��ｸ�ｸ�ｲ��Κ������ｲ��｢��｢��ｨ�｢�●● 8..oo.oOgo:0.:00..:｡｡95 o o oooScooo O 韓｡:0 00ccoo80080cc 塔R��ｲ�������｢��ｨ�｢��ｨ�｢��｢�2�8�｢��ｶ������粤�3�����s�c����粫��ﾈｽ����

ooooo∴｡繕 °〇 °〇 ° 〇 〇〇 ccooooo o oo｡｡〇 ° .oo.o:ooo0.0.0 0 唸攜���Y~ﾈ���ｨ�ｨ�ｪ�)粤ｶ柳����69~ﾂ���66������ｲ�*ﾘ,"�°○しげ∪ ･∴∴∴∴96 0000oooj.:omo.oo:0.%80000.0.0 ･080∞So.0.0:oQo3,000 800.cc鱒も 鱒&｡怠.S ･㊤｡璃oQdBのOgB, 〇一藍㌔㊦o 蒔㊨o唖葦0. 0 ��ｲ�ｭ依�������������ﾘ�ｲ�耳�｢�で�sや�xh�x����｢��ｲ�繝�r�6����,ﾊ��ｸ���ｨ�ｨ�｢��ｸ�ｸ�ｺ���v���

17 ��r���*ﾘ,"�897 ° も 〇 ° ° 瀦�嶋.�ビ���ｧﾘ.��������sつ�渥��S����茜ｲ���������ﾂ��ｲ��ｲ������5��

図13　第2貝塚遣物分布図(土器)

凡　例

0貝層鯛

o                    5m

LIIiIIill,～ I - I I I



〇〇〇〇〇a0-90-14 ° 〇cc 〇 〇〇eO OOo ｡○ ○cO COOOO OC) 〇cc ｡ ○○ ｡〇 °〇〇 〇 cc〇 〇〇 〇 〇●0 000cc0. 0cOO●O cOOoQbOoO● ��ﾓ��ﾒ���������｢��ｲ��ｸ�ﾂ�7F､�������ｨ�ｨ�｢�66������ｨ揄kb�6�苳���COCSoCb-90-94 0000 00 0 0● ○ ○ ∴｢∴∴∴ ○ く善○○〇〇 〇oOOcP 0808000.000ccooo.Pco ･ooooo000ccoooO:oOOoc:.00cc00㌔.oc..cO; 柳"ﾓ��ﾓィ���4ｨ耳�｢��｢��ｨ�ｨ�ｨ�､6��4��4�����ｸ�ｲ��ｨ�｢��｢��｢�2�2��6��8xc����64�����ｨ�｢��ｨ�ｦ62�踐ｦ�64｢踐��4�2��ﾂ�6簸��蔬���(�ｸ�ｲ�

詰∴｡〇〇〇書 ��り���Μ"�ﾖｶ�ｦ�2r踐�6���6���66�v�����������ャ�ｦ�ｭ�｢��ﾂ�言｡cc,.C.o:0--謹oo8cioo∴肇, くつ 愉X�4���揶�ｲ�

ooo8詰OSoo:::0.goo.00..80:oo.00..0 勍〇ccie裁00ccooec〇 c c 尾6*����ゆ�����粤���3���6����ﾈ�ｨ�ｨ�ｨ�ｨ�ﾆ��r��ｲr�
coと｡○○｡ooC ∴詳言oO:書〇ccGe 

oo｡○♂800 0000 偵�����粫63��蔬����x�ｸ*ﾙyS���������ﾈ�ﾂ�簸��6���ﾆ����ﾂ��ｲ��ｸ�ﾂ��ｨ�ｨ�｢�T�����2踐��ﾕ踐�2�

S♂OQa.oorS.○ ○〇 ･｡ooo'000000.00.mSOS00cc00.000000:Coo ��ｸ�ｲ��ｨ�ｨ�ｨ�｢�2��R��｢�W�"�2�∴:∴∴∴ 売∴∴∴∴∴ 

〇〇〇○○cOooooooS.00 0°〇〇 ･㌢oooogo0.0000〇〇 ･｢.∴∴∴｢∴ 僂OC/辛/.o;Ooooo00.0.cc ∴主:∴∴∴ ○(- 剃2踝ﾃｶs､�V5�������｣｢羝��B罐ｳャ�S､2�2#ｦ��

･○○離縁160 0000:oo':ob0..00 000∴∵某○○言 oo.0-00....00.jooo享C?0.000000000.COO ∴oe::0.00%00.0'oOO∴OoO｡ ○●○｡〇 〇〇〇〇〇 〇雷Oo.000.000.. ･⊃〇〇〇 〇一つく)●〇〇〇〇 ○○〔 ��������り�����&������������や�X������������������ｙ���5������ﾈ�ｲ�S:9060 ● 0°.0 0 0 00 00 ｡03 000 88IeD 菰○轡繰*..8cc83,.?. ○ 撞ャ���钁��ﾈ�ｳ｣b�ﾊｨﾎ｢��ﾈ�ｲ��ﾈ�ｸ�ﾂ���S���6ﾖ��S����.��v���"�6���~､z�ﾙH閉�63��ｨ�ｨ耳�ｨ���ｲ�

0107 《ヽ 〇〇 〇 〇〇 〇 〇｡ o oooO ｡ o c8 ocp〇°o o〇〇 〇｡の｡㊧ 0 ♂ ��r��ﾂ�､v��GBﾂ�〇〇〇●8●97 ･.8.0000彊ノ coo803 000 偖ﾈvH�h������踟F3�渥��蔬46�F����

講ーi｡｡88 0 ♂o ��ｸ�ﾂ��粤��粳�ﾂ�3��9��ｸ�ｲ�����6���ﾃ2������t�2ﾄｦ�.��｡籍韓 i●○ つ ootToG OO(:○ ○♂ 鴫 

∞㊤鉛 凵彭.SJ.i● 呈�"穽����リ�����ﾈ�ｲ�

㊥｡ ○●∞ 冩tも .og.0.C. ●○○ 停踐�Dｨ�ｸ�x閉vvf2�

図14　第2貝塚遣物分布図(石器等)

凡　例

0貝-図
〇(育)土器

○(セピア)礫

●フレイク

o                         5m

上.～,i‖iiil i i - I I



’

Ⅱ美沢4遺跡

表8柱状サンプル貝個体数集計表

字吏塞
~~~、､左~右
種M名一～～

雪｣-

面ID (1m)

LIRL ’ R

C （2m）

n－RL R

B (5m)

LIRL ’ R

A （10m）
備 考個体数

RL
RL

100100444456ホソウミニナ

マルテンマツムシ

マ ガ キ

ウ バガ イ

ア サ リ

ヤマトシジミ

ハ ﾏ グ リ

オキシジ ミ

コダマガイ

ウネナシトマヤガイ

ニホンタガソデモ

ドキ

ヒメシラトリガイ

ヌﾏコダキガイ

オオノガイ

ヒメマイマイ

キセルモドキ

現場採集資料
約140個体

一F
十

４

４

６

７

２

８

０４

－斗

‐

１

４

９

８

９

２

３

０
４

１

４

４

８

０

３

７
，

９５

４

４

１

０

３

７
命

９５

１

４

８

８

７

３

４

８５

９

９

３

４

７

０

８

６

り

く

６１

ｊ

ｎ

Ｕ

１

Ｊ

Ｑ

Ｊ

侭

Ｕ

ワ

ー

ｑ

Ｕ

ｎ

Ｕ

Ｆ

Ｏ

ｊ
グ
ー
、

戸

０

１

７

６
４
１
く

３
１
２
く

Ｒ
〕
Ｏ
倉

Ｏ
色
ｎ
Ｕ

Ｑ
〕
ワ
ム

ー

タ

ｆ

、

１
Ｊ

２
０
９
８
９
１
Ｌ
く

Ｒ
〕
Ｏ
倉

Ｏ
色
ｎ
Ｕ

Ｑ
〕
ワ
ム

ー

タ

ｆ

、

１
Ｊ

２
０
９
８
９
１
Ｌ
く

サンプル以外に
数点有り

１

１

８

７

１

９

７

１

１

１

８

７

１

９

７

１

１
，く

８

３

６

１

９

７

Ｌ
５

３

７

９

７

４

８

２

６

７

７

４

５

１

８１Ｌ６

１

６０１５８１１63

(1)
７

６
４
４
７
２
く

７

６
４
４
７
２
く

７
６
１
５
２
く
７
６
１
５
２
く

６
０
１
６
７
３く

Ｊ

９
５
３
４
８
４〆Ｉ

７

１

２１７９

ヒメマイマイと
キセルモドキを
合計した数

1,651 1 1，651Qqq
Uツマ

Rnq
ソV管
Rnq
ソV管49

（ ）内の数字は完存貝の数

三二一l
L_LRJ

二三
R~’

~~

辰 ｜

’

考備

L

Ｉ

０

０

３

０

０

０

２

０

１

０

１

ウ バカ イ ｜ 」 川
ア サ リ 933 960

ヤマトシジミ 59， 153 61， 152

ハ マ グ リ 18 14

オキシジ ミ 1 1

コダマガイ 1 0

ウネナシ|､マヤガイ 1,828 1,852

ニホンタガソデモ 476 432
ドキ

ヒメシラトリガイ 1

ヌマコダキガイ 320 270

オオノガイ 2 3

Ｆ卜”ｌァャ

コダマガイ

ウネナシ|､マヤガイ

ニホンタガソデモ

ドキ

ヒメシラトリガイ

ヌマコダキガイ

オオノガイ

~
~
０

０

０

０

３

０

０

０

６

０

０

０ ’

4 Ⅱ1

２

０

０

０

９ 11バ
ユュ詮５

０

０

０

１２
３
１４

０

０

０

５２
１
１ 'f :A+B一旧）

イ＞10,

p: (B)+C-(C)

ﾛ＞5m

ハ: (C)+D-(D)

ﾉ､＞2，

二： (D）

2mm＞＝＞1m

l

~
０

０

０

I

~
2071QR

4VP410437

‘’
33030

21

0

201 ６

０

１254

00
｜
’’ ~ ~

~

45
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表
9柱
状
サ
ン
プ
ル
採
集
区
別
魚
骨
・
獣
骨

国 黙 諾 吟 睦 雲

3
4

5
｜

ス
ズ
キ
｜
ス
ズ
キ
メ
ナ
ダ

p
r
e
-
m
a
x
de
nt
．

op
、

L
I
R
I
L
I
R
I
L
I
R

Q ゼ

ス
ズ
キ

コ
【
●
e
－
m
a
X

4

ス
ズ
キ

de
nt
．

貝 J

メ
ナ
ダ

Op
．

L
R
L
R
L
R

1 ユ

ス
ズ
キ

O
p
.

2

ス
ズ
キ

n
l
a
X
．

6
7
8
9

メ
ナ
ガ
ン
メ
ジ
ア
ブ

ダ
ギ
エ
ロ
ザ
ラ
ッ

イ
科
メ
科
ノ
ザ

ve.
ve.
ve.
､e」

11
12
13

カ
レ
ニ
シ
ニ
シ

イ
ン
ン
ま

チ
ー
ノ
＋
f
－
V
G

ウ
ク

ve
.i
ve
.1
v
e
．

21
2
2
23

卜
ラ
ウ
ロ
サ
カ

ザ
メ
．
ナ

爵の

種
名
・
部

種
名
・
部
位

そ
の

他

採
集
区
、
竺
右

採
集
区
、
竺
右
L
L
R
R

fr
ｒ
《 １

① ③

~ ~

５ ５

０ ０

~ ~

０ ０

９ ９

~ ~

ａ ａ

）
５ ９
１

６ ６
４

４ ４
４

|髄
品
'
SM
.f
r.
5

ニ
シ
ン
耳
骨
1
ス
ズ
キ
v
e
.
l

ス
ズ
キ
qu
・
L1
L
M
､
f
r
-
4

骨
片
2

エ
イ
の
ト
ゲ
1
サ
ケ
v
e
,
1

エ
ゾ
シ
カ
C
O
X
､
1
LM
・
fr
､1

S
M
・
f
r
､
1
1

エ
ゾ
シ
カ
踵
骨
RI
SM
・
種
間
板
1

L
M
.
f
r
､
1
S
M
・
f
r
,
8

ニ
シ
ン
耳
骨
I

L
M
・
f
r
､
l
S
M
･
f
r
､
2

エ
ゾ
シ
カ
T
i
b
脛
骨
R
下
1

エ
ゾ
シ
カ
距
骨
R1
エ
ゾ
シ
カ
歯
fr
､2

L
M
・
f
r
.
l
O
S
M
･
f
r
'
1
2

ネ
ズ
ミ
歯
1
ネ
ズ
ミ
ve
､
1

シ
カ
の
歯
fr
､
1
大
形
の
ト
リ
ve
､2

L
M
・
f
r
,
5
S
M
.
f
r
､
2
1

カ
サ
ゴ
（
ソ
イ
）
大
qu
・
R1 ~

エ
ソ
シ
カ
尺
骨
R
1
L
M
・
f
r
､
1

ニ
シ
ン
耳
骨
4
ス
ズ
キ
qu
・
Rl

エ
イ
の
ト
ゲ
3

L
M
・
f
r
,
1
S
M
･
f
r
､
1

カ
ジ
カ
類
v
e
､
1

L
M
f
r
､
1
S
M
･
f
r
.
l

ニ
シ
ン
耳
骨
1
オ
ヒ
ョ
ゥ
v
e
.
l

エ
イ
の
ト
ゲ
2
種
不
明
q
u
・
L
2

ネ
ズ
ミ
下
Cl
ネ
ズ
ミ
歯
2

L
M
.
f
r
･
少
々
L
M
.
焼
骨
f
r
､
5

S
M
・
f
r
・
少
々

オ
ヒ
ョ
ウ
小
ve
.l
ス
ズ
キ
qu
.L
1

ネ
ズ
ミ
T
c
2
ネ
ズ
ミ
歯
1

L
M
.
f
r
､
1
1
S
M
.
f
r
’
4

a
-
9
0
-
0
5
-
⑤

1
3
9
4
2

1
9
8

⑬ ⑮ ⑳

~ ~ ~

５ ５ ５

訓 訓 胡

９ ９ ９

０ ０ ０

~ ~ ~

ａ ａ ａ

|
1
1

６ ３

１ ２

１ ６
２

川’
９ １ ５

１ ２ ０
１

1
7

ワ
句
竺
リ

a
-
9
0
-
0
6
-
①

8
6
1
1
9 ５ ４
９

５ ８
７

⑥ ⑩

~ ~
５ ５

９ ９

~ ~
０ ０

９ ９

~ ~

ｂ ｂ

８ ４

１ ７
１

⑬ ⑳

~ ~
５ ５

９ ９~ ~
０ ０

９ ９

~ ~
ｂ ｂ

'!：
７ ２
３
２

２ ６

２ ２
1

1

b
-
9
0
-
9
5
-
⑯

8
3
8
6

1
2
1

~

‘
‘

！
’

‘
，

‘|
‘，
蝿
”
‘
”

‘|
，
蕊‘
!"
，
"|
鯛
'"
，
‘"
‘“

，'
，”

op．
主
鯉
蓋
骨
pr
e-
ma
x，
前
上
顎
骨

ve・
椎
骨

COX
、
寛
骨
（
腰
骨
)
LM
.
陸
獣

fr.
破
片
十
有
り

15
16
8

1
1

２

1
75
4

1

３

1
2
1
1

Q
Q
J
J
ワ
7･
〕

~
~
『
心
4

７

3
5
4
1
8
4

4
3
7
6
9
0
3
2
0

9
2
3
弱

’
1
4

6
4
5

一
l－
~
I
~

1
1
3

十

ma
x･
上
顎
骨
de
nt
.

歯
骨

qu
－
方
骨

SM
、
海
獣
下
下
端
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表10柱状サンプルa-90-05-③貝類

オオ

ガイ

十潤
名 罰 ﾊﾏｸ ｵｷｼ ｺﾀﾏ 湾姦 誠芋|号河ル ウバカ

テマガキ アサリ ﾔﾏﾄｼｼﾐ ﾘ ｼﾐ ｶｲ ｶｲ ﾓﾄｷ カイン イ
マ

叩K JRILIm ~ |" & | " |L|RILIRILIR 上 Ⅸ | LIR
ツ

ウネナシ
トマヤ
ガイ ~~~ ~タガソデ
モドキ

ヤマトシジアサリ

L1R

C

2皿

r｢肩

D

I皿キガイ

コー肩
LIE｣

皿、

ウ

ミ

ニ

ナ

カ
ッ
ト
胸

L R

L_L2-Lﾋｰに
(8 1 ｣3 1

LE
4 31

31

7５

１

４ｎｏ

６

２

３
３

305 295

54 68

936 969

766 762

961 971

1 851 847

. 1,226 1.217

) 972 1,063

【 1,015 1 , 138
1 1． 157 1，148

2 1，腕4 1，209

833 739

98 91

4 咽

１１２

9 5 Ⅱ一宮歩 1

朧8
:い~卿

曠
1 1

35

17 ，f

lｳﾈﾅｼ 136 1（
10 トマヤカ．

イ

|蕪"」
15

］6

71

|報’ ”
Iオオノガ
Ⅱイ

'|とﾒﾏｨ ’

キシンイリシリジガシガ
ヤナ手

ナ暉泌ガ坊サ非ミガ》ダネマ
ノ

ニママ一、ウ順ードＭｉｒｉ臓肝ｌ〃附け卜

５４
酩３

i

18

イ

~

６

７

８

９

Ｋ

ﾜR 1~~~ ~Ｒ
〕
ワ
ー
《
Ｊ
頂
Ｊ
Ｒ
ｕ
り
ぃ
ｎ
．
り
響
Ｑ
〕
月
岫
り
と
ワ
＆

１

１

１

２

４

０

０

４

５

４

５

７

１

５

１

２

１

１

１

１

１

１

．

１

、

ノ

４

１

ワ

』

ｑ

〉

毎

Ｊ

ウ

凸

１

６

５

０

１

１０

１

３

３

３

２５

８

４

38０

４

７

２

２

７

６

５

４

７

４

４

４

２

２

１

４

１

３

２５Ⅱ

４

２

４

別:|; 開2&lil, !１
Ｊ
９
２
Ｏ
５
ａ
ｑ勾

凸
ワ
Ｊ
甸
凸
Ｆ
『
Ｊ
ｎ
Ｕ
４
咄
ウ
と
ｑ
ｖ
ワ
０

，
Ｊ

Ｑ

〕

４

峨

Ａ

咄

句

□

〃

岨

？

』

ワ

】

Ｆ

Ｄ

ワ

ー

句

凸

ｑ

〕

Ｒ

〕

（

Ｕ

ｎ

Ｕ

《

。

ｎ

Ｕ

ｑ
ｕ
Ａ
研
ｎ
ｄ
ｑ
ｕ
ｑ
〕
４
墹
○
ｑ
Ｕ
⑪
し
～
上

判

‐

１

１

５

０

３

０

１

４

３

３

２

２

２

２

１

２

２

９６３

１

９
７３

ｌ

ｕ

８

９

７

８

１

７

Ｎ

３

０

１

1

16()l bb bZ
n卿剛

24， 3

７

閑

５

１

１６

師

３１

１

１

０

４

旧

腿

Ⅳ

８

９

~

~

'ｳq l3Lムリ

?7 1~~ ~ 373 31474 49

剛脚

《
／
』
Ｑ
Ｊ

ｕ

創

り

２

７

33３

』
ロハ戸

』、｡6 1 68

l l379369II231321 13733L41 1 L661 341 10,242 10C5計 ’31

表1 1 柱状サンプルa-90-05-③魚骨・獣骨
~

一一

18 241

ルツ :| ,;:WW"ウク’

ｲ咽,ギエギエ|ｻﾒ ﾆ1 ナ ・て 〃_） 他

？．|"|'､|“'&瓢

17
6 7

1ナガンメ
フ． ギエp
イ科メ

Ve. Ve, 1

雌
13

－ニシ

ンま
たは
'ンク？

ｌ

カ

イ

Iｌ

ウ

イ

プ

ッ

ザ

〔
叩
哩
ｒ

ｌ

ウ

イ

プ

ッ

ザ

〔
叩
哩
ｒ

5

ナタ．

2 ’ 3 4

ｽｽキ ｽｽｷ スズキ

inax. lp,e_ma<. ('cnI.

l

ズキ

op。

~

~

~

~

、

１

雌

~

、

、

~

醗
暇
、
、
汕
胸 &卜、

種不
明
cタ

イプ

ザ
科

ン

5

6

7

8

R l L l R l LR l IL R l LL RR

f十
1

１
Ｊ
．
１
日
１
１
ｎ
Ｊ
ウ
》
貝
リ

１

１

１

１

11

2

5

2

5

３ ２

２

６

1

1

9

1

I８

３

118

ＭＬＬ

ｈ

ｕ

Ｉ

ｕ

Ｏ

０

１

牛
ｒ
，
ノ

I 丁
１

４~
４

３

４

３

11

師
Ｕ
１
１

I ２

３

４

３

２

３

1

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

－

１

１

１

十

11

1

m

十

’

’

’

１

４

５

５

２

１

5

5

1

13331 1

I
I

1

1

1

２

１

２

1７

２

１

３

２

８

１

３

２

８

１

３

２

８

１

１

１ｒ毎１Ｍ

ｌ

Ｌ

ｅ

．

Ｖ

２

キ

州

ズ

Ｌ

ｉ

Ｊ

Ｉ

ス

1

10

1 2

!' ， | :| ：

２

1

1
II

II

r3 1 ' |"| | ! | 37 1 91 19 1 "|"| ' | 13 1 ' |"| ｡1' | !5 1 1E_Li9 1 19
I号+

ul

47



Ⅱ美沢4遺跡

表12柱状サンプルb-90-95-⑳貝類

澱tｼゞ"-､毫:r":tW騨職";『
いﾅ〃↓'&M" | & | " L|3L|mL|" ~| " ~|" |L|" ↓ IR LIR

ウネナシ
トマヤ
ガイ

ニホン

タカ・ｿデ
モドキ

ヌマコダ

キガイ

アサリ ヤマトシジミ
マ
イ
マ
イ
キ
セ

目の
大きさ A

l0画

B

5画

F
ｰ

同

色皿ロ

3＋
回I

Ｒ
Ｌ

画

ｐ

恥

１

１
Ｌ

唾

ｐ

恥

Ｚ

Ｉ
Ｌ

四

【

Ｋ

ｂ

ｌ
Ｌ

皿

Ｒ

Ｕｊ

Ｌ

圃名

５

６

７

1

24

301

378

“9

620

791

648

893

913

記1

590

250

2

1

９

０

６

３

９

２

釦

８

４

４

２

５

３

０

６

３

妬

９

４

４

ミ

ン

シ

キ

ィ

リ

シ

リ

ジ

布

坤

初

汐

走

奉

鉤

ヱ

イ

功

イ

セ

キ

”

ナ

吟

払

ガ

坊

サ

邦

ミ

幸

や

ダ

ネ

マ

ホ

ソ

キ

メ

リ

マ

ガ

オ

メ

イ

モ

マ

キ

ド

ノ

ホ

ニ

マ

マ

マ

ウ

ア

ヤ

ジ

ハ

オ

、

、

、

コ

イ

ウ

ト

イ

ニ

ガ

ド

ヒ

ト

ヌ

キ

オ

イ

ヒ

マ

ル

９

０

２

釦
４

２

５

３

６
２

６

３

８

４

３

０

９

４

6

1 1 11 ２２２

別

弛

却

踊

賑

畑

恥

珈

叩

函

班

諏

１

３

２ ２

４

７

７

２

２

４

７

７

２

２

２

７

５

１

別

２

２

７

５

１

別

５

２

４

９

５

０

３

６

２

１

２

３

２

２

４

３

２

４

７

３

１

１

２

７

別

四

別

巧

羽

調

妬

脇

１

９

９

１

３

４

２

２

９

８

１

１

２

２

１

３

３

１

１

２

７

別

四

別

巧

羽

調

妬

脇

１

９

９

１

３

４

２

２

９

８

１

１

２

２

１

３

３

１

１

５

２

４

９

５

０

３

６

２

１

２

３

２

２

４

３

２

４

７

３

１

１

４

５

５

１

５

８

１

７

７

２

１

１

１

４

７

２

８

６

１

０

９

４

８

１

１

5

2.錫3
槻 』濡

２

１

３

６９
６

８

９

３

餌６４３

１

３

３

８

０

１

１

８

０

９

０

２

１

３

６９
６

８

９

３

餌６４３

２

１

３

６９
６

８

９

３

餌６
９

０

１

２

３

４

１

１

１

１

１

７

６

８

６

９

０

８

９

１

５

２

２

２

２

１

３

３

４

４

２

３

３

４

４

２

３

２

２

２

３

５

２

２

２

３

５

砧

⑬

７

別

75 27 19
町 (5) 161

10 6 3
131 1

８

弱

１９

３

８

５

１１
１

３
１

９

句

３

１
１

”

⑤

６

１８

弱

１９

３

８

５

１１
１

３
１

８

弱

１９

３

８

５

１

６

７

８

１

１

１

印
剛 副' 6 22（1）

6 22

（1）
9 859 859 85

雨輌t藁J~ﾄ燕|脇 4 1 8484 1 176 1 264176 1 264264?L

dj 38 321 6,849 6,961

表13柱状サンプルb-90-95-⑳魚骨・獣骨

I

ズキ

Op.

2

ズキ キ

虹

３

万

、

4

ズキ
~

名

部

甑

、 ~

名

部

甑

、

6 7

メナガン
ダ ギエ

イ科

] 9 10 11
ジアプ ウグカレ
ザラｼイ イ
科ノザ

"i@ﾙ島 ,、

３

シ

ま

は

１

ニ

ン

た

，
１
－
州
１
１

ワ
』
“
彦

１

《

｜

ン

５

不

タ

ブ

Ｐ

Ｉ

禰

明

ｂ

イ

Ｕ

ｌ４

不

タ

ブ

色

１

種

明

ａ

イ

ｖ

６

不

タ

ブ

ー

瞳

明

Ｃ

イ

８

グ

咽

歯

１

ウ

イ

頭

Ｉ７

ク

●
Ｉ
‘
，
？
。

】9 20

ガンガン

ギエギエ
イ類ィ願
歯 歯
a夕 bタ

イプイプ

41 ,異
幅
科の

ザメ コ

（r、

23 24

サカ

ナ

メナダ

op．
｜ ．

の 他カツ ｜
Na

カツ ｜
Na L R ｜ L lR l L l R l L lR l L l R

I

一
卜
に
‐

１

１

１

１ ~~
Ｉ

Ｉ

llll l l11 十

一L

一歩 上
~ロ ~↓

2 －

5 ＋＋

2 ＋

＋ ＋

4 ＋‐ ＋

’ ’ ＋● ＋
十 十

十 ＋

6 1 十 ＋

~0

十

十 十

＋

＋

’十 十
一

＋＋

＋

＋ ＋

＋‐ ＋

i~M十
1 十 ＋

十

十 ＋

＋

＋

十 十

一

十十

十

十 十

卜 ＋

iI
十 ＋

十

十 ＋

十一十‐－－十十＋＋十＋十十十＋

制冴“’。》ワ』唾凸Ｇ
６１１ ~６１１

貝片少々幼貝が多い
各種あり

エイのトゲ2
ニシン耳骨l

撫蹴’

‘ 11 ；
1

ウ』ワ】

~１１

I

２

２

３

９

５

７

６

４

２

３

９

５

７

６

４

２

３

９

５

７

６

４

~

８

９

４

２

９

６

３

６

０

９

６

ウ

』

ワ

ｅ

ｑ

ｕ

１

４

ｎ

勺

回

り

Ｊ

ワ

』

１

Ｊ

３

６

５

４

３

５

３

９

８

３

６

０

０

２

３

７

７

１

２

１

１

１

１

２

１

４

７

６

３

４

７

３

２

２

２

３

９

８

４

７

３

９

８

４

７

313183188

４
ｑ
○
呵
乙
（
ｕ
》
挿
品
ｖ
ｑ
Ｊ
戸
Ｄ
ｎ
ｕ
ｑ
〕
侭
Ｕ

ウ
』
ワ
ｅ
ｑ
ｕ
１
４
ｎ
勺
回
り
Ｊ
ワ
』
１
Ｊ

６

５

４

３

５

８

３

６

０

０

２

３

７

７

１

２

１

１

１

１

２

１

９

２

９

６

３

６

０

苔

ワ

レ

、

。

１

３

ｎ

Ｊ

２

□

５

．

４

９

２

９

６

３

６

０

苔

ワ

レ

、

。

１

３

ｎ

Ｊ

２

６

０

０

２

３

７

７

２

１

１

１

１

２

１

３

４

７

３

２

２

２

６

０

０

２

３

７

７

２

１

１

１

１

２

１

３

４

７

３

２

２

２ 61

２

３

６

１

３

１

１

１

１

１

２

３

６

１

３

１

１

１

１

１

２

３

６

１

３

１

１

１

１

１

８

５

５

７

１

２

（

ひ

鐸

ｂ

房

。

【

’

』

７

ｔ

ワ

ｆ

ｌ

２

２

８

５

５

７

１

２

Ｇ

凸

唾

』

ワ

》

。

’

“

冴

制

（

ひ

鐸

ｂ

房

。

【

’

』

７

ｔ

ワ

ｆ

ｌ

２

２

７７

８

９

０

１

２

１

１

１

11
冗

各

４

割

Ｆ

Ｄ

Ｕ
Ｉ
ｍ
○
二
、

II

４

５ 】】

１

３

３

１

３

３

１

３

３

１

１

１

１

５

２

４

５

２

４

５

２

４

負

〕

刈

竜

。

’

つ

ど

負

〕

刈

竜

。

’

つ

ど

負

〕

刈

竜

。

’

つ

ど

6 1 36 1 33

I
13 11 II

M

６

４

２

２

６

４

２

２

１

２

１

１

１

２

１

１

１

２

１

１

７

３

５

１

７

２

５

３

７

３

５

１

７

２

５

３

７

３

５

１

７

２

５

３

７

３

５

１

T貝
4轡

I ’ 3I 33 ２２２

16

17
４

１~
４

１~
４

１~
111

｜ 26 1 2

⑦】

18

牙＋
回0 1 1 1

g 2 1 6| 4' l l ! | 581 40 | !48 1 26 1232 1"| "| 21 | 76 1 1081 23 1 , |+F ｜

’

48



目 朏 荒 吟 臨 雲

』 の



Ⅱ美沢4遺跡

’

範
津

○

○

○

○

’○

○

’

’

’’

’

’

○

○
○
○

○

’

○

層

鑪

○

○

○

○

○

○

○

層

○

○

犀

一

貝

ｊ
ｇ

６

５

８

５

２

３

８

３

０

６

８

７

７

４

４

８

７

８

０

１

３

０

５

１

３

３

７

１

０

６

３

５

６

１

６

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

く

ｊ

ｊ

ｊ

■
●
■
■
。
■
甲
①
■
●
■
■
●
■
叩
■
■
■
■
■
■
■
ｂ
●
中
曲
』
■
■
■
句
■
■
■
甲
ｅ
■
■
●
■
■
巳
①
■
■
●
巳

量

０

０

０

１

２

３

４

１

１

１

３

０

皿

２

５

３

６

７

妬

娼

岨

認

７

肥

”

魂

４

ｕ

５

８

別

釦

調

弱

副

加

妬

帥

卵

帥

釦

蛇

印

、

卯

如

妬

重

く

く

く

１

１

３

２

４

２

２

４

２

５

２

４

７
ｍＣ

／

、

｜

’

３

２

３

５

０

６

７

４

３

５

５

４

１

β

９

９

８

５

４

２

８

１

０

２

１

３

６

０

５

２

８

２

Ｂ

Ｅ

３

４

６

Ｂ

３

β

６

０

２

３

β
剖
挫

一

一

咋
恥
や
恥

呼
《
恥
》
恥
恥
》
恥
州
睡
恥
恥
恥
恥
恥
》
》
》
州
荊
剖
恥
》
《
恥
鍛
》
鈎
翻
州
梱
型
函
》
》
》
梱
〉
》
恥
》
》
》

さ

Ｊ

Ｊ

~

７

７

き

ｑ

Ｏ

大

小

一

秘

・

・

・

・

・

．

．

・

・

．

．

．

．

．

。

．

・

・

・

．

。

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

。

．

く

く

２

２

１

３

３

２

３

３

３

３

４

２

５

４

４

４

６

６

７

４

４

８

５

４

７

５

３

４

４

３

６

３

５

６

５

７

９

８

７

９

９

９

０

９

１

７

１

く

~~~~~~~~~~~~~

／

ｌ

、

グ

ー

、

／

１

，

１

１

１

類

２

ａ

ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

Ｃ

ｂ

Ｃ

ａ

一

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

６

１

１

２

１

１

１

３

１

４

３

８

２

４

１

２

１

２

２

２

２

２

針

３

３

ａ

Ａ

〃

Ａ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ａ

Ｂ

Ｃ

〃

Ｃ

Ａ

Ａ

〃

〃

〃

〃

分

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ａ

Ａ

Ａ

〃

Ｂ

〃

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

〃

〃

〃

〃

〃

Ａ

〃

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅷ

Ⅷ

Ⅷ

Ⅶ

Ｖ

Ⅵ

骨

器

リ

ャ

器

フ

斧

称

錘

錘

皿

石

石

器

ナ

突

イ

旺

刺

ノ
ｆ

ジ

ナ

鋤

は

石

き

〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

両

た

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

角

〃

き

ィ

付

し

ま

ヤ

趣

ま

ま

ル

み

製

た

名

先

リ

ま

ク

ヒ

り

ず

石

つ

~
や

Ｉ

ス

磨

石

石

石

た

砥

骨

‐

恥

‐

１

２
’
３

４
’
５
６

７

８

９

氾

皿

喝
一
過

ｕ

妬

媚

灯

噌

咀

加

刻

配

認
塑
一
妬

妬
一
”

犯
一
羽
一
釦

証

犯
一
調
一
弘
妬
一
詑
一
訂
犯
一
調
一
棚
狙
蛇
娚
一
“

妬
柘
一
切

綿

⑲

卵

瓢

蛇

田

弘

弱

鏥

師

昭

弱
一
帥
矼

塊

的

“

妬

髄

~
~

~

層
一
層
一
鱸

恥
一
ｌ
ｌ
２
－
３
ｌ
４

名

嘉本ゞさ{")
|重量(9)

亜×('7)m~
i-－|
－て雨)×(17）－1－
土

○５
’
６ ○

○
’
○
’
一
○

’71〃〃

「了〃′′
9"〃

10"〃

11"〃

12"〃
－マォ

ld〃〃

14"〃

15"〃

16〃，戸

17"〃

18石ヤジリIA3＆
19，，〃

20"IA3i
21"〃

22"〃

23"〃

24"〃

25"〃

26"〃

27"〃

28"〃

""IA6
30やり先または両面加工ナイフIB1a

31ドリルまたは刺突器IC1a
亜
〃
〃

""IC2a
34つまみ付きナイフⅡA1a

35〃ⅡA1で
36，ソ〃

37"〃

38"〃

39"〃

40〃ⅡA1b
41〃ⅡA3
42"ⅡA1c
43"〃

44スクレイパーⅡB4
45"〃
46〃|nB3
47"ⅡB8
48〃ⅡB2a
49磨製石斧VA4
50"VA1
51"VA2
52~"VA1
53石錘ⅧA2
54"〃
55〃

○

○

○

○
2.0×1.5×0.3

2.0×1.8×0.2

1．8×1．7×0．3

3．1×1．6×0．5

3．1×1.9×5．0

2．9×1．9×0,6

3．9×2.0×0．7

3．9×1．2×0．4

3.2×1．6×0．3

3．4×1.5×0．5

4．8×2．0×0．5

2．9×1．4×0．4

5.0×2．7×1.1

(4.1)×1.0×0．6

4．6×1.5×0．9

4．0×2．0×0．9

6．0×2．3×0．8

6．9×2．6×4．5

7.1×3．3×1．4

4．2×4.6×1．2

4.9×3．2×0.8

8.5×3．2×1．1

5．2×3.7×1．0

4．2×4.6×1.2

7．2×3,1×1．1

5.4×3.0×1．3

3．6×2.5×0．6

4.9×3．0×1．0

4．7×2，1×0．5

3．2×2．3×】、2

6．3×4．6×0．8

3.4×6.4×1.2

（5.5)×3.7×0.8

（6.1)×4.1×1.5

(5.9)×3.8×1.3

7.4×5.9×1．4

9．7×8．8×1.6

8．2×10.3×2.8

7.4×8．9×2,3

9．8×10．7×2．5

9.6×7.7×1．6

9.6×9.5×2.0

10.7×10．4×2．2

9．7×6．3×2，3

11．8×12．0×2．3

7.5×10．2×2.4

11.1×10.6×3．4

叱
一
叱
一
咽
一
順
一
地
一
淑
一
“
｜
昭
一
、
｜
“
｜
邪
一
Ｍ
｜
岬
一
準
一
“
｜
邪
一
師
一
ｍ
｜
郷
一
四
一
岬

○

○

｜
“
皿
即
恥
班
沖
一
岬
一
恥
恥
皿
岬
鋤
郵
皿
鋤
獅
岬
叫
剛
抑
岬

５

１

３

３

７

８

９

２

１

２

２ ~’○

－｢ロ

ー’
○
○｜
~’○

妬
一
妬

師
一
昭

器悸錘
一
一
一
皿
一
石
一
石
一
器

ⅧA2

凱
一
舵

岬
一
岬
一
睡
一
睡
一
湖

立
た
一
砥
亘

闘
一
“
｜
妬
一
錦

戎 茸

角

讓 材 質
Ⅱ黒

○
’
一
○
’
○
一
○
一
○

恥

〃

〃
｜
〃
凱

四

〃

〃

〃

〃

雨

ｍ

和
一

〃｜

〃
｜
唯
一
や

〃

〃

〃

〃

〃

ｂ

Ｓ

〃

〃

鵬

〃

~~

~
~

ｈ

Ｓ

ｈ

ａ

ｈ

ａ

Ｏ

Ｏ

ａ

Ｏ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
’
○

○
○
○

１

コ
’
１

~

二

一

二

二

二

二

○

二

一一

Ｉ

雲
~
~
〃

鋤

皿

ａ

ｍ

Ｉ
Ｈ
■
画

一

○

″

皿

一

〃

魂

恥
一
〃

〃

恥

〃

〃

〃

艶

〃

蹄

驍
需

Ｐ

α

一

」
借
Ｏ
ｌ
ｏ
夏
ｏ

○
写
一
○
｜
ｏ
葺
計

〃壁
銘

骨針

~骨ベラ〃

50



Ⅱ美沢4遺跡

蕊
’5｡

~I~

一

~

一 一

~~ ~

叩

韓孔ﾕ堂

｜
ク
、

3史褒瞳f錘
Ⅱ

趣

、

~蕊篭蟻･や.. .･も零｡､ﾉ､ , 〕: -H:､
ザ筆' 4 , 3hF ．旬 ざ5
． ， －， 卜， 、9．．2， ．

．．1: ！ ．､辰.､弾 ’凸
￥

５

６十

・

Ｌ◇

恥

、

問

，

‐

死

●

４

津

ｖ

Ｐ

ｉ

△

日

、

．

ｒ

津

淨

恥
一

津

遜

撫

、

・
屯
■
■

Ｌ
」

凸

￥

』

．

Ｊ

．
ご
ド
墓
や
．
．
、

．
、

謡
ｆ
Ⅳ
叩

斜〃

臆

》

，

、

ｑ

・

β

、I
8

徽唯"嘩瀦剰:崎

~識鏑瀞
＃瀧;織璽'?;噺．
~ざ自猟'"I｣"";f

一・､-､蒲 . L､： ゴー‘←4､ . L ‘毎,シ 『*

. ･.･j｣ 'q4雛淑淋･蕊≦

祠
川
乢

牛

6 ~

騨
胸

/’

しﾉ7

宇寮海~･‐:今
ﾜ ￥

. . ､ Cf ･皖

婚癖，苓角
咳ぞ需溌
“汀, ､1 ．．
口即 ■ p J q

罰.静汽‘ ~

津噌浄－．

溌溌
蕊燕

'

娠〆率
y z OP心 ，&
も､ 〃分0 、ふ .

サイ‘. , 凸 ‘ " ミ
ド[ . ；: ．
‘咄''4A・ ‘

凸 ､津 ・ 吋

､ :'ﾂ鉢『､X
’盈口r, 石･ ･＝ J
r , . : J ,

'1
’
１
Ｊ
か
〃

．
、
小
や
◇

~
~

，
ヅ
ー
駐
』
や
、
い

岬

句
Ｊ
，
伊
、
‐
Ｆ
ｆ
ｌ
。

。
．
，
Ｊ
》

Ｆ
設
■
つ
凸
凸
・
ロ
ヨ

今

守□

Ｆ
ザ
・
‐
か
心
、
‐
Ｊ
・
Ｆ

、。

．

Ｊ

１

‐

Ｌ

’

・

暇

，

毎

ｆ
鍔驚
喜“薄ぷず
淨慧疑漉F
癖雰グ

も 凡､
F凸 。

ノ

ー

’

１

１

‐
‐
１
１
１
‐

ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｎ
Ｉ

ｆ
§
，
礦
~
畠

~
，
~
弾

庁

Ｊ

力

●

マ

軋

人

・

西

．

ｒ

ノ

ー

ハ

~

~~~

■

凸

面

削

口

貝

、

・
・

：

溌

坪

號

撚

辨

溌

』

~

、

－

．

ｆ

，

ロ

蓉

晒

』

や

律

恥

臥

一

‘

》

７

・

恥

・

‘

ど

、

・

心

・

~~~
~
~気

。

｜

律

が

．

靴

・

￥
。
．
、

、

Ⅱ

門

・

■

殉

４

．

．

・

ｈ

ｂ

晒
邑
。
叩
朏
△

飯

践

日

・

Ｔ

４

Ｊ

Ｌ

巳

イ

ー

、

。

非

守

．

・

毎

し

~~

職＃；
仁起; 一脚

琴

9

'1
11
12

１
１
斗

魂，．' ， ,F
，チ：

錨､ ､

蕊#,
､

‐
州
釧
寄
弧
が
§
別
，
少
一
雑

町

。

。

－

．

・

ゆ

ゃ

・

嘘

四

則

“

・国

済
呼
‘
。
．
》
し
」
、
ｖ
心
Ｌ

も
干
喝
，
１
↑

‐
ｑ
ｊ
ｐ
‘
●
１

４

忽

や

守
。
、
“

、

、

‐

運
ｊ
亘
只
‐
乳
．

．
．

・

紗

’

、

評

叫

・

馬

苧

心

。

Ｔ
ハ
ム

わ
も
〃
．
。
．
、
ｊ
少

心
里
．

ｆ
恥
恥

・っ

諦

献

嚥

鍍

〆

壜

必

識

脾

「

郭

、

暉詐」

が

い

貢
・
‐
？
，
恥

、
竜
・
・
、
》
。
．

、

、

、

、

ｌ

、

、

．

。

，

句

。

､:ﾍ

j

1 1
/

~ミ
里 角

P汽毎 』 ，

" ,ﾏ:卜
4.ヤ レ
･ 私一

掌． ?
.:. 。

13

ｒ

ｆ

ｒ

与

訟

』
砂
〆
、
、
咄

戸

Ｏ

ｒ

ｍ

ら

Ａ

、

。

、

牙

窄
凪
さ
・
‐
帆

14

。

、

。

』

１

Ｎ

．

．

グ

戸

Ａ

Ｔ

“》

ト
リ
ｑ
ウ
ム

~

~

~

~

。
』
．
，
午
。

昨凸

勝
『
．
ｑ
、
Ｄ

‘

‐

Ｐ

ｒ

」

』

；

‘
，
・
・
－
‐
生
§
・
必
匡
呼
入
．

股ｑ

・ず

や

切

・

ｂ

零

日

い

，

。

』

Ｌ

Ｄ
Ｐ
・
・
■
Ｊ
寺

，

伴

い

。

，

心

・

も

や

，

勤

酔

恥

倶

ぜ

、
．
和

“
砧
唖
‘
《
向
●

‐

出

ｌ

早

口

ｆ

砥

』

も

。

。

ロ

、

叱
辞
■
辨
叱
、

』
Ｈ
ｇ
グ

・
も

．

。

§

〉

沙

‐

、

》

固

・

・

・

。

．

、

》

〆
，
四
・
：

’
γ
』

§

・

＆

。

ゞ
，
鞍
‐
・
ぷ
．
印

・
僅
課
少
＃

・

、

》
ｆ
・
亘

．‐．空

誰

・峠

〆

辛

《
皿
８
．
．
醜
や
‐
排
域
卉
恥
．
．

Ｏ

ふ

た

心

録

聖

鋤

、

鯵

識

・
．』

脾

．

．

、

・

’

一

球

《

・
・
が

弩

》

、

“，●恥

．
‐
・
基
（
〕

菅
、
。

■
》
０
１
町
ｒ

、
坤
邨
日
争
歩
・
一

０

４

，

郡

Ｊ

』

．

』

仏

鈩

』
、
・
牙
一
，
’
一
．
千
二
ｒ
１

、
・
・
？
◇
．

一
‐
．
．
・
鼬
・
蝋
伊

品

。

，

，

、

討

心

咄

●

今

．

令

・

，

‐

Ｌ

・

‘

旬

言

．

●
“雲

曽

・心。

ゆ

、

Ｒ

ガ

マ
ｑ
，
匙
Ｊ

ｐ

１

２
〃
が
宵
硯
、

Ｆ
・
〆
幸

勿
グ
も
り
４

坤
。
咄

‐
ｂ
‐
、
叩
》
、
、

．

。

』

~~~
今
酔
・
昨
Ｊ
釦
６
１
〃
ｊ
迅
吋
甲
も
姉
ｄ
ｂ
。
．
マ
ー
雨
寺

~
~
~
~

今
Ｆ
も
り
。
“
晤

凹

ｒ

い

や

・

酔

肥

、

，

｛

《

写

ｆ

口
』

。

句

邑

兵

，

甑

《
‐
召
・
陰
酔

陣

■

咋
〆

15

図15第2貝塚出土の土器
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図16第2貝塚出土の石器(1)

52



Ⅱ美沢4遺跡

－

壬
奪

＞〆

ｴzf二‘ B r』 L ■門 宙一

4
53

一子＝
一
〈
／
〃

汽

鯉

~

~

~

~

~

／
~
~
~
竪
搾
畔
鰯
縫
癖
鐸
耀
吟
吟

8
ｿ

１
“

蕊轆溌 溌
蕊

奄

遮遜“』錘
57

三
一

獄 縦鱗錘〆

溌塗、
n
ll
I |

U 遥蕊 鋒ジ
~

60

ぶ奇了需露腎諒言毎誇手蚕蕊

~織孑

‘蕊謹
錐

r~一一弓
L－－－－ﾉ6

鶴
ｊ
・
印

罹
丸
ｒ
乎
昨
●
．
年

己

７

ｆ
摩
艤
縫
賎

p 塁

4恥

記

ザ.｡､
､油エ
ヒ旦二 J己E

63
、
・
母
。
凸
恥
醐
口
渉
叔
，
芯
令

~~~

“

■

、

閉
口

, ｡ ， ↑． ､唱

司 － 口B １
１
１
ＶI,
仙
啼~

認識
-宅. .､r諺

碁:写. ，
･戦. :字嘩.
‐、ｩ や- . q
ワーロを 。‐・

鞠

､ふ
、

li
o 67

~、
一

一 ~ ~
~~

／

~ノ
ーー/6

1

68‐
○
65

2

図17第2貝塚出土の石器(2)，骨角器（62は1/6）
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(2) 第1貝塚および第2貝塚中の構成貝

赤松守雄

2つの貝塚から採集した貝類は，巻貝類5種二枚貝類15種，合計20種類である。そのうち，かん

海生16種，高鰔水域性1種，淡水性1種，陸産2種類である。
ひん

産出頻度からみると， ヤマトシジミ (Coγ〃c"/αノα""i")が圧倒的に多く， 次にアサリ
(R"""α〆sP〃"”"αγ"郷), ウネナシトマヤガイ(Tγα少ez加刀z〃ﾉ"αｵ"脚), 二ホンタガソデ
モドキ(T7'"ezi""z〃幼加"ic""z)の順序である。

次の採集した貝類のL－Hグラフからみると，大きく2つのtypeが存在する。 （図18～21)
(1) type 稚貝から成貝までの段階があるtype(ヤマトシジミ， ウネナシトマヤガイ， ニ

ホンタガソデモドキ）

(2) type成貝だけのtype(アサリ，ハマグリ， オオノガイ）

その他の種は，産出頻度が少なく，正確には検討できないが，多分(2) typeを考える。
今度は，貝類の生態からみると， ヤマトシジミは高鰔～中鰔水域の砂地に生息しているのに対
し， ウネナシトマヤガイ， ニホンタガソデモドキは，岩礫に足糸で付着して生息しているとのこ
とである。 （波部1977)。また， マガキも前種と同様，岩礫に付着して生活している。
ウネナシトマヤガイ， ニホンタガソデモドキは，現在北海道に生息しない暖流系の貝類であ
る。そうして，北海道の貝塚中で， このような暖流系の貝類が産出するのは縄文中期以前の貝塚
である（赤松1969)。

しかしながら， マガキが多産する貝塚を調べると， その時代にかかわらず，稚貝から成貝まで
の段階のウネナシトマヤガイが多産する（例， モヨロ貝塚，赤松， 1969)。また，現在ウネナシ
トマヤガイは，食用貝でない。

このような観点から， ヤマトシジミとウネナシ:トマヤガイ， ニホンタガソデモドキのL－Hグ
ラフは，同じであるが， ヤマトシジミは，稚貝および成貝をとわず，一括して採集したのに対
し， ウネナシトマヤガイ， ニホンタガソデモドキは， マガキを採集する時に，成貝，稚貝の区別
なく，一括して採集された疑いが強くなる。また， 本貝塚付近には露出していないEn-aの軽
石が貝塚中に多量にある（本文37pll図)。 このことは， ヤマトシジミを採集する時に，河床而
にあるEn-aの軽石をも混入して，一括して採集したことは，十分にありえることである。
一方, (2) typeは，成貝だけを選択して採集したと考える。

このように, L-Hグラフ，貝類の生態からみて， その当時の貝類の採集方法がある程度推論
できる。

次に，石狩低地帯南部には， ほぼ同時代に形成されたと思われる貝塚が3か所ある。美々，植
ぴぴ うえ

ないやなぎだて

荷，柳館貝塚である。

それらの貝塚の性格および貝類群集は，表1 ， 2に示しているとおりである。各貝塚の位置は
違うとして， ほぼ同じ性格，貝類群集をもっていることが理解される。

~
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表14各貝塚の貝類群集

貝塚貝塚
美々貝塚
赤松
（1976）

美々貝塚
松下他
（1967）

植苗貝塚
佐藤他
(1973)

柳館貝塚
佐藤他
（1973）

和 名 美沢4遺跡
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表15各貝塚の性格

柳館貝塚
佐藤他（1973）

植苗貝塚
佐藤他（1973）

美沢4遺跡美々貝塚
赤松（1976）

海岸線より10km内陸

標高22～23m
海岸線より11km内陸海岸線より3km内陸
標高22m前後 標高10m前後

海岸線より17km内陸

標高22m前後
置位

Ta-cとTa－dの
間にはさまれて貝塚
存在

〃

層地

ヤマトシジミが圧

倒的に多く，次に

マガキ， アサリ，

ウネナシトマヤカ

イ， 二ホンタガソ

デモドキが多い。

混合貝塚

ヤマトシジミが圧

倒的に多く，次に

マガキ， ウネナシ

トマヤガイが多い

混合貝塚

ヤマトシジミが圧

倒的に多く，次に

マガキ， アサリ，

ウネナシトマヤガ

イが多い。

混合貝塚

ヤマトシジミが圧

倒的に多く，次に

マガキ， アサリ，

ウネナシトマヤガ

イ， ニホンタガソ

デモドキが多い。

高。中鰔，水域海

水中に生息する混

合貝塚

貝類群集

アカニシ， オキシ

ジミ， ウネナシト

マヤガイ, ニホン

タガゾデモドキ

ウネナシトマヤカ

イ

'､マク．リ， ウネナ

シトマヤガイ

アカニシ， ウネナ

シトマヤガイ， 二

ホンタガソデモド

キ

現在，北海道に生

息していない暖流

性の貝類

縄文前期

第1貝塚ヤマトシジ

5,920±95y.B･P

(N-3669)

第2貝塚ヤマトシジ

6,140±110y､B･P
(N-3666)

P､23．P,37参照

縄文前期末葉～縄文

中期初葉

5，350±120y.B.P

(Gak-5735)

縄文前期末葉～縄文

中期初葉

5，640±100yoB.P

(Gak-4372)

縄文前期中葉

4,500=k140y､B.P

(Gak-485)

3,800J=140y.B・P

(Gak-484)
代時

F局
L，~ノ

リU



Ⅱ美沢4遺跡

’筆者は，以前（1969, 1973, 1976)，貝塚および自然貝殻層よりみたる後氷期の地史的変遷を
せん

総括した。それによると，縄文早期末葉から縄文前期中葉にかけて，海水準の上昇量は最大とな
ったと思われ（いわゆる縄文海進の最大上昇）その高さは3m±である。 さらに， この時期の海
流は， アカニシ(R“α"α＃加加asi""α), ハマグリ ("なﾉ'eか恥如so""), シオフキ（〃"cかα
〃e"eγ"bγ碗is), ウネナシトマヤガイ (Tγα〆zi""〃γαｵ"加） をともない，各地で普遍的に繁
殖一成長した様子がうかがわれ，全道各地の貝塚中にのこっている。

また， 当時の海水温は最低水温8.C以上，最高水温23℃以上であったと考えられる。
本貝塚は， まさしく， この時代に形成された1つの貝塚と考える。
最後に，今後の課題を指摘しておく。

1）全重量および全体積のうち，貝類，獣骨，堆積物(特に火山灰)，人工遺物など， それぞれ
の占める割合を検討する。特に，貝類については，硬組織しか残っていないので，軟体部を含め
て，生きた状態に復元可能である。そのことによって各貝類の軟体部を含めた重量が推定でき，
およそ当時の食料重量が検討できる。

2）現在，ハマグリを材料にして，微細構造を検討中である。それによって，ハマグリを採集
した季節が推定可能である。

3）上記の問題を検討しながら，人工遺物，獣骨などをも総合して， 当時の貝塚形成過程につ
いて， より具体的な展開が期待される。

文 献

’

赤松守雄（1969） ：北海道における貝塚の生物群集－特に縄文海進に関連して－，地球科学
Vol. 23 107-117.

赤松守雄（1972） ：石狩河口付近の自然貝殻層，地質雑Vol. 78,275-276.
赤松守雄（1976） ：美々貝塚出土の貝類について， 31－33，美々貝塚．

波部忠重（1977） ： 日本産軟体動物分類学一二枚貝綱／掘足綱，北隆館．

佐藤一夫・中田幹雄・赤松守雄（1973） ：苫小牧地方における貝塚の貝類について，北海道の文
化28， 13－18．
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Ⅱ美沢4遺跡

(3) 美沢4遺跡出土動物遣存体
西本豊弘

はじめに
は

ほ

筆者が分類を担当した動物遣存体は，貝類を除いて，魚類，爬虫類鳥類1哺乳類である。そづか
れらの資料は，採集方法の相違により2つのグループに分けられる。第1のグループ･は，貝塚の
資料の取り扱い方のところですでに述べられたように，貝塚内に計画的に設定されたいくつかの
地点で柱状に採集された貝層のブロックサンプルに含まれていたものである（柱状サンプル資料
と呼ぶ｡)。第2のグループ･は， 貝塚を発掘する際に任意に採集された資料である（任意採集資料
と呼ぶ｡)。 この2つのグループ°は，同じ動物遣存体であってもその内容がいちじるしく異ってい
る。そこで， まず， それぞれのグループ･毎にその内容を見ていくこととしたい。ただし，動物遺
存体の分類のために-'一分な時間をかけることができなかったので，現在のところ分類が不一'一分と
言わねばならない。 とくに小さな魚骨については種名の定かでないものが多く残ってしまった。
いずれ改めてそれらを再検討する機会を持ちたいと願っている。なお， エイ類， サメ類の分類に
ついては，北海道大学水産学部仲谷一宏先生に御教示いただいた。また，早稲田大学教育学部金
子浩昌先生には， フグ類及びウミガメ類について御教示いただいた。深く感謝している次第であ
る。

柱状サンプル資料について

柱状サンプルの内容は表2～13に示したとおりであり ， その特徴についてはすでに第1節で述
べられている。 ここでは，主に魚類の分類上の問題点について述べ， さらに出土内容について簡
単に所見を述べることとする。まず，分類上の問題であるが，表3 ．表9の種名，部位のNolつい

～12については説明を要しないであろう。No.13のニシンまたはウグイの小型の椎骨としたもの
は，椎体長2mm前後のもので， ニシンまたはウグイの小型の尾椎近くの椎骨と思われるもので
あり， ニシンかウグイかの区別が困難なものである。 この中にイワシ類やその他の種の椎骨も含
まれている可能性があるが， イワシが含まれていても極く少量である。No.14の種不明aタイプ・
の椎骨は，椎体長1.2～2mm弱のものである。No.15の種不明bタイプ°の椎骨としたものは，椎
体長1mm前後のもので， チカ程度の体長10cm前後の小魚と思われる。 このa, bタイプ･の区
分は， あまりに小さいために，大きさによる区分であって，同一の種が2つのタイプに入ってい
る可能性もあり ， またそれぞれのタイプ°に2種以上含まれていると思われる。Nol6・の種不明c
タイプ°の椎骨は， ニシン以上の大きさの椎骨で， しかも種不明のものを一括したが， その多くは
第1， 2椎骨等であり， また火を受けていたり，欠損のいちじるしいものも含んでいる。No. 19,
20のガンギエイの歯は，写真図版8に示したものである。No.21のトラザメ科の歯は，写真図版
8に示したものである。また， 当貝塚から魚のウロコがかなり多く出土しているが， それらは数
を調べていない。直径lcm前後のウロコが多く，それらの多くはメナダと思われる。なお,No.
1～23までの種名及び部位に含まれなかった魚種や部位及び魚類以外の遣存体をNo.24のその
他の項に一括して記載した。

59



Ⅱ美沢4遺跡

表16出土動物遣存体種名
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ザ
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ザ
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ザ
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｜
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Ⅱ美沢4遺跡

次に，柱状サンプルの内容についてみてみよう。まず，貝殻は別として，魚類が多く，烏獣類
が少ないことが明らかである。そして魚類の中では， ニシン， ウグイ等の比較的ﾉ!､型の魚の椎骨
が多い。また，第2貝塚よりも第1貝塚の方が魚骨が多い。ニシンの椎骨は第2貝塚の方が多
い。

魚種別に内容をみてみると， ニシンは， 当遺跡の場合，大きな個体は少なく，小～中型が主体
である。 ウグイは，体長30cm程度のもの（ウグイタイフ°） と50cm以上の大型のもの（マルタタ
イフ。）の2つのタイプがみられ，大型のものの方が多い。大型のウグイの椎骨が欠けている場
合， カレイ類の一部の種と区別が困難なことがあり ，第1貝塚のウグイとカレイの中にそれぞれ
が若干混っている可能性がある。ガンギエイ科のエイ類も，椎骨や歯がかなり出土しているが，
尾椎をも含めると一個体あたりの椎骨はかなり多く， また歯も一個体あたりの歯数が多いので，
個体数としてはそれほど多くないかもしれない。 しかし， エイ類を盛んにとっていることは， 当
貝塚付近の遺跡の動物遺存体の特徴のひとつである。また， エイ類のような軟骨魚類の，残りに

くい椎骨が保存されていることもこの付近の貝塚の保存状態の良さを示していると思われる。ス

ズキ， メナダ， カサゴ類（ソイ類）など中型の魚種も出土しているが，数の上ではニシン， ウ
がく

グイ類に匹適しない。 フグ類も大きな上．下顎歯をもつ大型の種と，体長20cm前後の小型のフ
グの2種類がみられた。小型のフグの椎骨としたものの中にはカワハギ類の椎骨も混っている可

能性がある。 これらの魚種の他に， オヒョウ， ヒラメ， サケ， ブリ， ウナギ類が少量出土してい
プ

/、

以上みてきたように，柱状サンプルに含まれている魚種は，寒流系魚類と暖流系魚類の両方が
みられる。ニシンのように寒流系魚種がもっとも多いとしても， スズキ， メナダ， フグなどの暖

流系魚種の出土量が比較的多いことから｝ いわゆる「縄文海進」の影響を受けて， 当貝塚が形成
された時には，現在よりも暖流の影響が少し強かったように思われる。

ここで，貝塚内における魚骨の出土の仕方について簡単にみてみよう。第1 ・第2貝塚の柱状
サンフ。ルの例として示した表5 ． 7 ． 11． 13によると，第1 。第2貝塚のいずれも貝層内におい
ても魚骨の分布の仕方は一様ではなくて， かなりの変化があるように思われる。ニシン， ウグイ
等の小さな魚骨は， 当初，捨てられた場所よりも下位に移動する可能性もあるが，捨てられてか
らの変化がほとんどないと仮定すると，魚骨の分布状態の濃淡は何らかの意味をもつものと言
えるだろう。たとえば, b-91-13-⑳（第5表）では50cutで突然フグ類の椎骨が多くなる。
それに対して， ニシンは53．54Cutの方が多い。またb-91-23－①（第7表）では， ニシンの

非常に多い地点の例を示したものである。第2貝塚でみると, a-90-05-③（第11表）の8
cutで急に魚骨が多くなり, 11cutでは少量となる。またこの区ではガンギエイがかなり多く出土
している。 このような例に対して, b-90-95-⑳（第13表）は，各cutに大きな変化はなく，

また種不明aタイプの椎骨が多い例である。 このように，第1 ・第2貝塚とも同一地点の上・下
の層でも， また地点が異なった場合でも出土内容は変化していることがわかる。このことは貝塚
の形成時期及びその要因が単純でないことを意味していると思われる。そして， 当遺跡における
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表17第1貝塚任意採集の魚類遺存体

表18第2貝塚任意採集の魚類遺存体
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表19 スズキ歯骨連合部高さ分布
生業活動のyear-cycleについても， このよう

なデータをもとに改めて考え直すべきであり，

今後の課題としたい。

任意採集資料について

この資料は，現在でも貝塚の発掘において普

通に行なわれている方法一つまり ，発掘途中で

目につく骨を拾いあげるという方法一で採集さ

れた資料である。出土量は，第1 ・第2貝塚を

あわせて， ダンボール（ミカン箱）約10箱分で

あった。第1貝塚と第2貝塚では出土動物種は

ほとんど変わらないが，第1貝塚の方が出土量【争巳／レー垂′も一 ．一,手一 ′や 『 〆‘ ･ ー- 〆 ● ‐ ｰ

註連合部の1部欠損している資料は含まない。
が多い（表17．18．20～22)。

a魚 類

第1 ・第2貝塚ともスズキ・メナダが多く， さいがい

他の魚種はごく少量しか採集されていない。スズキは第1貝塚で多く，主鯛蓋骨でみるとメナダ
の2倍以上出土している。第2貝塚では逆にメナダの方が多く， スズキはメナダの半分に近い。
スズキの大きさを推定-すてると，主鰕蓋骨やその他の骨はすべて非常に大きく，体長60cm以上の
ものが多いと思われる。第19表は，歯骨の連合面の高さを計測した結果を示したものである。そ
れによると高さ10cm以上のものが多く， それらは体長1m近くの個体と推測される。第2貝塚
の個体の方が第1貝塚よりも若干小さいようである。スズキの遺存体でもうひとつ注目されるこ
とは，主鯛蓋骨をはじめ頭蓋の骨が多く出土しているのに対して，椎骨がほとんどみられないこ
とである。柱状サンプルにおいても椎骨はほとんど含まれていないことから， スズキの場合には
椎骨は貝塚内に捨てられていないと考えてよいであろう。頭のみを切って貝塚に捨て，他の部分
は別の遺跡で調理したのであろうか？少なくとも当貝塚で三枚におろして椎骨をすてるというよ
うな処理を行っていないことは明らかである。

メナグはスズキに次いで多く出土しており，特に第2貝塚ではスズキより多い。稚骨や主鯛蓋
骨は非常に大きく， メナダ以外にボラが入っている可能性がある。 メナダについても体長が60～
80cmの大きな個体が多い。 メナダの場合，椎骨も多く出土しており， また出土しているウロコ
の多くはメナダのものと思われるので， 当貝塚で解体・処理され， また食料とされたものと考え
られる。

スズキ， メナダ以外ではガンギエイ類・ メジロザメ科の椎骨が少量とウグイ・ニシン等の椎骨
が散見されただけである。

は

b爬虫類

ウミガメ類の甲羅や指骨等が少量出土している。早稲田大学の金子浩昌先生によると， オサガ
メとアオウミガメ （またはアカウミガメ）タイプ°の2種以上が含まれているという。現在でもオ

63



Ⅱ美沢4遺跡

サガメは北海道近海まで姿をみせることがあり，縄文時代前期においても， それらを捕える機会
があったのであろう。ただし，出土量は少なく積極的にウミガメ類をとっていたとは思われな
い。

c 烏 類

烏類の出土量は非常に少なく，両貝塚を合わせて約40片余りである。骨端部が残っており種名
が判明したものはさらに少ない。 ワシ類（2種以上)， ウ類’ カモ類， アホウドリ等がみられた
（第20表参照)。

ほ

d哺乳類

任意採集資料の中で，哺乳類は体積の上で魚類よりも多いが’出土破片数では魚類よりも少な
い。エゾシカ．イヌ．オットセイ・ トドが両貝塚でみられた｡いずれの貝塚でもエゾシカがもっ
とも多い。イヌは，第2貝塚の方が多い。四肢骨でみると一般にかなり小さいが’小型犬とそれ
よりも若干大きい中小型の2つのタイプが含まれているようである。

おす

海獣類では， オットセイの雄と思われる資料が含まれていた。また， アシカ類として一括しため-ケ

ものの主体はトドの雄と雌であり， ニッポンアシカは確認できなかった｡アシカ類は第1貝塚で
かなり多く出土しているのに対して，第2貝塚では少ない。 これらの動物種以外では， カワウ
ソ， エゾオオカミ， ヒグマ？がみられただけである。
柱状サンプル資料と任意採集資料の相違について

柱状サンフ○ル資料と任意採集資料のそれぞれ 表20鳥類出土量
についてその内容をみてきたが， これまでに述

べてきたように，両者の内容にかなりの相違が

あることは明らかである。貝塚の調査におい

て，遺物採集の方法の相違によって， その出士

内容が異なることはかって述べたことがあり

（註1）， この遺跡の事例の詳細な検討はあらた

めて論じることとして， ここでは， スズキとメ

ナダを中心に簡単に触れるに止めたい。

まず，柱状サンプル（表3 ．表9） と任意採

集資料（表17. 18）の相違として， 当然のこと

第 1 貝塚 第 2 貝塚

ワシ（大)Tib.R下

ワシ（小)Tib.R下

カラスu1.R.L.下各1

Tib.L下
〃

〃 ？ u1.R上

力モ Hum.R

Hum.L中
〃

種不明（大)Mc.fr.1

〃 （小)Tib.若fr.1

卜 リ fr.14

ワシ（小)Fe.L下

ヒメウ Fe･L

Tib.R下
〃

ウ類 Tib.L下
〃 cor･fr､1

アホウドリMt.L中fr､1

種不明 Mt.2

〃 （小)Fe.R上1

〃 （中)ve､2

卜 リ fr､8

種

名

・

部

位

↑ 24 19

ではあるが，任意採集資料では比較的大きな骨 註Hum:上腕骨 ul :尺骨 cor:烏口骨
Fe:大腿骨 Tib:脛骨 Mc:中手骨

が採集されていて，小さな骨は見逃されている Mt :中足骨 ve:椎骨 fr :破片
ことがわかる。その逆に，柱状サンプル資料で 上：近位部 中：中間部分下：遠位端

（大） ：大型 （中） ：中型 （小） ：小型
は陸獣骨や海獣骨等の大きな骨が含まれにくい 若:若鳥 若のないものは成鳥
と言える。そこで，採集方法とその結果との関 L;左側 R:右側

係に骨の大きさがどのような影響を与えている

のかをスズキとメナダの主鯛蓋骨の例で考えて
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表23採集方法の相異とスズキ・メナダの主鰕蓋骨の出土量との関係

第 1 貝 塚第
第 2 貝 塚

柱状サンプルに

含まれる数量

任意採集資料に

含まれる数量

柱状サンプルに

含まれる数量

任意採集資料に

含まれる数量

比 率 比 率

54

59

L

スズキ

R

Ｆ

Ｄ

Ｑ

〕

８

０

５

８

３

３

１

１

’

１

１

１

１

２

２

７

４

１

１

４

９

５

５

１

１

１

１

~

L

メナダ

R

７

０

２

２

６

２

ｂ

７

１

１

ｂ

Ｑ

〉

ｂ

Ｑ

〉

０

５

１

１

８

３

８

９

１

１

９

６

発掘体積

’
0.612㎡0.612㎡ 28.658㎡ 1 ： 47 0.5805㎡ 18.9495㎡18.9495㎡ 1

n句

○0

註 1. L, Rは左側, ‘右側を示す。

主鯉蓋骨の出土量は，表3 ．表9 ．表17．表18による。

発掘体積のうち，任意採集の行なわれた発掘体積は，それぞれの貝塚の推定総体積から柱状サ
ンプルの体積を除いたものである。

２

３

みよう。

第23表は，柱状サンプル資料と任意採集資料に含まれるスズキとメナダの出土量の比と発掘体
積の比を示したものである。それによると， スズキは第1 ・第2貝塚ともに主鯏蓋骨の出土量比
1 ：42～47は，柱状サンプルと任意採集の行なわれた体積の比に近い。それに対してメナダの主
鯏蓋骨の場合は，任意採集資料が柱状サンプルの出土量から推定された量（それぞれの47倍と34
倍）よりも少ないことを示している。 このことから， スズキの主鯛蓋骨は柱状サンフ°ル以外の場
所でも全資料がほぼ完全に採集されているのに対して， メナダの場合にはかなり採集もれがあっ

たことが推測される。 これは，調査のいわゆる「精度」にもよるが， スズキの主鯏蓋骨が比較的
大きく， また堅いために採集されやすいこと， それに対してメナダの主鯏蓋骨は近位関節部分を
除いては骨質が薄いために，近位関節部分のみの小さな破片になりやすく，採集もれが起こりや
すいことが原因となり，採集量の違いをもたらしたものと考えられる。 このことから，任意採集
資料の内容については， スズキの主鯏蓋骨以上の大きさの骨はほぼ全量採集されていると仮定し
てよいと思われる。 これに対して， それ以下の小さなものについては，参考程度に止めるべきで
あると言えよう。

以上に述べてきた採集方法とその結果との関係は，今後貝塚を発掘する際には柱状サンプルを
基準として出土量全体を推測すべきであるという見解を導き出すこととなる。それと同時に， こ

戸戸
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れまでに発掘され報告されてきた動物遺存体の内容とそこから導き出されてきた生業の全体像に
対する見解についても再検討を迫るものである。なお，資料の採集方法が同一であってもその資
料の解釈に様々な問題点が含まれている。たとえば，個体数を推定する場合の問題として， どの
部位を利用するかというようなことである。次節では最小個体数を推計し， それをもとに各動物
種ごとに供給するカロリーを算出し，貝類・魚類・哺乳類の食料として利用される比重を求めた
が， そこでは最小個体数の推定する方法が大きな意味をもつことになった。その例はウグイの場
合においてもっとも顕著であり ， ニシンとの出土量の比較を行うためには，本来はニシンと同

いんとう し

様に多量に出土している椎骨を基準とすべきであったが，咽頭歯破片からの推計個体数が，椎骨
からよりも多くなる（約3倍）ことから，咽頭歯破片を推計最小個体数の基準とした。 このよう
な問題は，異なる動物種・動物群ごとの比較一たとえば食料基盤としての重要度の比較等一を行
う際には常につきまとうものであり，動物遺存体だけに限られた問題でもあるまい。貝塚のもつ
意味を考える場合，特に貝塚全体の遺物の出土量を推測し， それをもとに当時の人間活動の復元
を試みようとする場合には， この問題は避けて通ることのできないものであり， その点から言え
ば，当遺跡のデータは，問題点を明示しているものであると同時に，解決の糸口をも示している
ものではなかろうか。いずれ改めてこの点を論じてみたいと思う。
当貝塚に含まれる動物遺存体からの食料組成の復元

当貝塚の場合，発掘当初よりヤマトシジミがほとんどを占め， その他の貝種も骨も人工遺物も
少ないかなり単純な貝塚と考えられてきた。そ 表24各動物種毎の可食部分のカロリー(Cal)
して， ヤマトシジミの利用法について， また遺

跡の性格について調査員の間で様々な議論が行

なわれてきた。そこで，動物遺存体の報告のま

とめにかえて，貝類から哺乳類まで，食用とさ

れた動物の中で主なものを取り上げて， それら

が供給するカロリーを算出し， 当時の食料組成

を推測してみようと思う。 もちろんこのような

計算は単なる目安を得るためのものであり，そ

の数量を絶対化して考えるべきでないことを明

言しておきたい。

表24・表25にカロリー計算の根拠となったデ

ータ及びその結果を示した。それによると， 当

貝塚の場合は，発掘当初の予想どおり貝類のウ

エイトがかなり重いと言えよう。 もちろん， こ

の結果は貝塚内に捨てられた動物遺存体のみを

扱ったわけであり，貝塚以外に捨てられた動物

を考慮に入れたわけでもなく， また植物質食料

ウグイ， メナダ， スズキの平均生体重は遺
存体の大きさより推定

ウグイの可食肉率と1009当りのカロリー

は筆者の推定

その他の動物の可食肉率, 100g当りのカロ

リーは，本文註2の文献に準拠

一一ィ

同土1

2

3
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表25第1 ~ 2貝塚の動物遣存体が供給する推定カロリー(Cal)

柱状サンプルの潅f個体数

~罰~頁環~｢勇頭夏
貝塚全体の推計個体数 動物の供給するカロリー（103）
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個体13とする）メナダ， スズキでは頭部の骨のうち最も多いものから推計した。

2． 貝塚全体の推計個体数は， シジミ，ニシン， ウグイ， メナダ，ホッケの場合は柱状サンプルと貝塚の
総体積の比率（第1貝塚1 : 48,第2貝塚1 : 34)から，柱状サンプルの個体数をそれぞれ48倍，
34倍したものである八

哺乳類の推計個体数は，第6 ． 7表より推計した。

についても除外した上での話である。筆者はかって縄文時代の食料基盤について，植物質食料は
別として動物質食料についてのみを取り上げたことがある（註2)。その時算出した新田野貝塚
の前期貝層では，貝類が5.3％，魚類19％，獣類75.7％となった。また同貝塚の中期で貝類27.5
％，魚類5.4％，獣類67％であり貝類の比重は小さい。当遺跡と新田野貝塚とは，同じ前期とは
言え，地理的にはるかに遠くへだたっており，直接的な比較はできないとしても，立地条件，貝
類組成（ヤマトシジミが多いという点)，魚類組成（メナダ・スズキが多いという点）が比較的
よく似ていると言える。それにもかかわらず貝類の比重が著しく異なるのは， この遺跡の特徴の
ひとつと言ってよいだろう。美々貝塚の内容（註3）から考えると，貝類が多いという特徴は，
当遺跡のみではなくて，美々貝塚や当遺跡をも含めた古苫小牧湾ともいうべき当地域の縄文時代
前期の貝塚遺跡のもつ特徴のひとつではなかろうか。遺構や土器・石器をはじめとする人工遺物
の分析を十分に行なったわけではないので当貝塚の性格は定かではないが，動物遺存体の特徴一
貝類が多く，哺乳動物が少ないこと， スズキの椎骨がほとんど出土しないことなど－や，骨角器ぞ<

が少ないこと，石器の組成で石錐が少ないこと， 当貝塚に伴う竪穴がない可能性が高いこと等か
ら考えると， 当貝塚ないし， 当貝塚を含む美沢4遺跡は，季節的に利用するキャンプ・サイトま
たは， いずれかの村の漁携場所ないし漁獲物処理場と考えられる。いずれにしても，恒久的な生
活が営なまれたとは考えられない。 もし， この遺跡がそのようなキャンプ・サイト的な性格をも
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Ⅱ美沢4遺跡

つとしたら， それが集落全体とどのような関わりをもつかは今後の課題であり， 当遺跡の資料は
その手がかりのひとつとなるであろう。

註'~ 金子浩昌・西本豊弘「自然遺物の分類について」大場利夫・大井晴男編｢香深井遺跡上」東京大学
出版会1976

註2． 西本豊弘「オホーツク文化の生業について一動物遣存体による生業の復元一」『物質文化』31，
1978

註3． 佐藤一夫他『美々貝塚』千歳市教育委員会1976
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Ⅱ美沢4遺跡

（4） 住居跡

1) H-1

位置A,-89-96,-97,A2-89-06,-07

規模4.66/4.04×4.26/3.80×().43

平面形不整円形

構造上の特徴本住居跡は， 台地の平坦部にあり，遺跡西側の小さな沢に面し，他の住居跡
とへだたっている。Ta-c火山灰層を除去した段階で， Ⅱ黒層にくぼみが認められ，す
でに遺構の存在が想定されていた。床は,Ta-d2層中に掘りこんで作られ，中央部がわず
かにくぼんでいる。 このくぼみの部分に残存していた炭化物により，床面が確認された
が，全体に軟弱であった。壁は, 40～60cmの現存高があり，立上がりは急である。柱穴
は，床面に2個，壁ぎわに5個，竪穴外周に7個ある。炉跡は，確認できなかった。な
お，床面より土器片・石器・礫が出土した。

層位 I 暗赤褐色士（Ⅱ黒+Ta-d2) Ⅲ黒色士（黒色士>Ta-d2)
Ⅱ暗赤褐色士(Ta-d2>Ⅱ黒） Ⅳ炭化物

備考柱穴のうち，床面の2個と，西壁際の2個は, En-a層上面まで掘り下げて確認し
たものである。

遺物計48点
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Ⅱ美沢4遺跡

2) H-2

位置b-91-89, b-92-80

規模2．29/2.01×(2.14)／(1.86)×0.16
すみ

平面形隅丸方形

構造上の特徴床は,Ta-d2層中に作ら

れ， ほぼ平坦である。斜面に構築されて

いるため，南壁は確認できなかった。北

壁の立上がりは急である。炉跡・柱穴は

確認できなかった。

層位 I 暗赤褐色士(Ta--d2+Ⅱ黒）

備考北西隣にH－3がある。

3) H-3

位置b-91-79, b-92-70

規模2.60/1.97×2.12/1.74×0.51
すみ

平面形隅丸方形

構造上の特徴床は,Ta-d2層中および

Ⅲ黒層中に作られ，平坦である。斜面に

構築されているため，壁は北側が高く，

南側が低くなっている。柱穴・炉跡は確

認できなかった。

層位 I 暗赤褐色士(Ta-d2+Ⅱ黒）

Ⅱ赤褐色士(Ta-d2)

Ⅲ灰褐色士（Ⅲ黒）

備考南東隣にH-2,西隣にH-12,西

北隣にP-12がある。
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図24 H-3とH－3の遺物遺物計941点

写O
~。色

NQ

1

名 称

スクレイノ､2－

分 類

ⅡB3

大きさ（c､）

2.7×3．6×1．0

重量(9）

7.9

層位

覆土

材質

Obs．



Ⅱ美沢4遺跡

4) H-4

位置b-92-72,-73,-82,-83 規模2.86/2.16×2.35/1.61×0.45

平面形不整方形

構造上の特徴床はTa-d2層中に作られ，平坦で軟弱である。緩斜面に構築されているた
め，壁は北側が高く，南側へむかって徐々に低くなっているも壁にそって小ピットが2個
ある。炉跡は確認できなかった。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒) V黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d,+Ta-d2)
Ⅱ黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d,+Ta-d2)Ⅵ褐色士(Ta-d'+Ta-d2)

Ⅲ褐色士(Ta-d'+Ta-d2) Ⅶ黒色士（黒色士>Ta-d'+Ta-d2)
Ⅳ暗赤褐色士（Ⅱ黒+Ta-d2) Ⅷ赤褐色土(Ta-d2)

遺物計4点
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図25 H-4とH－4の遺物
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Ⅱ美沢4遺跡

5) H-5

位置b-90-88, b-90-89 規模(2.87)/2.29×2.18/1.84×0.50.
平面形長円形

構造上の特徴床面は, Ta-d2層中に作られ，平坦である。壁の立上がりは急である。炉
跡・柱穴は確認できなかった。なお床面から石錘と礫が出土している。
備考P-15と重複している。切り合い関係は， はっきりしない。
遺物計12点
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図26 H-5とH－5の遺物
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6) H-6

位置a-92-50,-60 規模(2.51)/(1.97)×2.72/1.84×0.82
すみ

平面形隅丸方形

構造上の特徴床は, En-a層中に作られ，平坦でかたい。斜面に構築されているため，
北壁は深いが，南壁は確認できなかった。柱穴は，竪穴外周に6個確認された。炉跡は確
認できなかった。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒） Ⅳ黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d2)
Ⅱ黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2) V暗赤褐色士(Ta-d2+黒色士）
Ⅲ暗赤褐色士(Ta-d2>Ⅱ黒）
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図27 H-6とH－6の遺物
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7) H-7

位置a-91-39, a-92-30 規模2.79/2.44×(1.74)/(1.57)×0.57すみ

平面形隅丸長方形

構造上の特徴本住居跡は，遺跡南斜面の下部で，傾斜がや＞ゆるくなった部分にある。床
面は,Ta-d2層中に作られ，平坦で軟弱である。壁は，斜面に構築されているので,北
壁が高く急傾斜をなすが，南壁は低く，確認できない部分もある。炉跡・柱穴は確認でき
なかった。

層位 I 褐色土(Ta-d2+Ta-d,) Ⅲ暗赤褐色士(Ta-d2+黒色土）
Ⅱ黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2+Ta-d,)

備考本遺構は一応住居跡に入れておいたが，規模，及び構造上の特徴などから住居跡であ
るか否か疑問が残る。

8) H-8

位置a-92-21,-31 規模1.76/1.42×1.28/().94×().19
すみ

平面形隅丸長方形

構造上の特徴本住居跡は，遺跡南斜面の下部で傾斜がやLゆるくなった部分にある。床
は, Ta-d2層中に作られ，平坦で，かつ軟弱である。壁は低く’ 四周ともゆるやかに傾
斜している。床面に1個，壁ぎわに2個，竪穴外周に1個のピットがあるが，柱穴と思わ
れるのは，壁ぎわの2個だけである。炉跡は確認できなかった。
層位 I 黒褐色土（Ⅱ黒+Ta-d,>Ta-d2)

Ⅱ褐色士（Ⅱ黒+Ta-d2+Ta-d,)

Ⅲ赤褐色士(Ta-d2>Ta-d'+黒色士）

備考東隣にH－9がある。本遺構は，一応住居跡に入れたが，規模及び構造上の特徴など
から住居跡か否か，疑問の残る遺構である。
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Ⅱ美沢4遺跡

9) H-9

位置a-92-21,-22 規模(2.40)/(2.24)×2.29/1.90×().35
平面形不整円形

構造上の特徴床は, Ta-d2層中に作られ，平坦でなく，軟弱であり， 壁も浅くゆるやか
に傾斜しているので，掘り込みが不明瞭であった。また，緩い傾斜面に構築されているた
め，南壁は確認できなかった。柱穴は，壁ぎわに2個と，竪穴外周に1個ある。炉跡は確
認できなかった。

層位 I 黒褐色士（Ⅱ黒+Ta-d,>Ta-d2) Ⅲ赤褐色士(Ta-d2>Ta-d,+Ⅱ黒）
Ⅱ褐色士（Ⅱ黒+Ta-d2+Ta-d,)

備考H-10を切っている。西隣にH－8がある。
遺物計87点

蒜－1~房~弓~類

分

数 量

器

石や じ

プ レ~ イ ク

砥

礫

阿
墜
逢
一
謹

遥

澤

鐙

窪一

詮

甦

浬

麩

置

澤

風

一

一
一
一

一

肥

一

~

《

’

３

｜｜｜

き雪杢

一

一

一

卜

｜

類一

毛

一

毛

毛

毛

毛

毛

毛

毛

毛

忽

一

毛

毛

３

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

Ａ

分

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

り

称

じ
ゃ

名

土

土

土

土

土

土

士

土

土

土

土

土

石

応

！

§

：

‐

５

‐

？

§

§

加

函

蝿

喝 2..3×1．6×0．3

~材質’

’

’

｜
｜
’

Obs. |

78



I1 美沢4遺跡

唾コ

ミ’a20

ぐ

言’

毒､
~_し

＄

92碑22

｡’ "’

b8．40

~~－

１

－

ａ
’
一

伽
一ｅ

’

－－－－－一一－－－－－一一

’

零β 殉
合
一
ｆ

‐
１
Ｊ
も
『
■

Ｊ
、
沙
も
ロ

八
●
、
三
・

呵
閣
』
ぷ
１

イI

54321

1
’

71
， k溌謝

8

＃

1

溌麟
P

J

－誕輝 96

･4号 ･ ’ ？､｡ .r､、
今 ･ ロ ‘J 凸 銅 串

》 :i':惟1, 塁？･ ･･窪豐；

蕊
〆左jF

雄
4 , j･

啄

建 患鍵
一

ｆ

Ｐ

■

ご

写

り

や

沼

炉
ｑ
Ｌ

~

幸
診
擶
郷
迩

凸
・
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｐ
》
~
ｐ
４

再

０

Ｆ

．

▽

~

Ｊ

蒲

聴 I 恥､ 卜、一
胆准. .?i~

13121 110

図30 H-9とH－9の遺物

79



Ⅱ美沢4遺跡

10) H-10

位置a-92-11,-12,-21,-22 規模(2.83)/(2.63)×(1.82)/(1.67)×0. 11すみ

平面形隅丸長方形

構造上の特徴床は, Ta-d2層中に作られ，平坦で軟弱である。壁は浅く， ゆるやかに傾
斜している。床面の中央や坐東寄りに，焼土がある。柱穴は，床面に1個ある。西壁ぎわ
の1個は, H-9とH-10のいずれに伴うものか不明である。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,) Ⅳ褐色士（Ⅱ黒+Ta-d2+Ta-d')
Ⅱ茶褐色士(Ta-d,>Ⅱ黒) V赤褐色士(Ta-d2>Ta-d'+Ⅱ黒）
Ⅲ黒褐色士（Ⅱ黒+Ta-d'>Ta-d2)

備考H-9,P-25に切られる。
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Ⅱ美沢4遺跡

11) H-12

位置b-91-89,-99

規模1.71／1.57×(1.02)/(0.90)×0．24

平面形長円形（推定）

構造上の特徴掘り込みは浅く，床はTa

_d2層中に作られている。斜面に構築

されているため，南壁は確認できなかっ

た。北壁はゆるく傾斜している。炉跡・

柱穴は確認できなかった。

層位 I 黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d2)

備考東北隣にP-12,東隣にH－2があ
る。

12) H-13

位置b-90-74

規模2．19／1.70×1.85／1.50×0.18

平面形円形

構造上の特徴床は, Ta-d2層中に作ら

れ，皿状を呈している。壁は低く，傾斜

はゆるやかである。南壁ぎわに，小ピッ

トが2個ある｡炉跡は確認できなかった。

層位 I 黒褐色士（Ⅱ黒+Ta-d,)

Ⅱ黒色土(Ⅱ黒>Ta-d,+Ta-d2)

Ⅲ赤褐色土(Ta-d2)

13) H-14

位置a-92-10,-11

規模1．97／1.63×1.54／1.25×0．28

平面形不整円形

構造上の特徴床は,Ta-d2層中に作ら

れ，平坦である。壁はゆるやかに傾斜す

る。床面と竪穴外周に，各1個小上。ツト

がある。炉跡は確認できなかった。

層位 I 黒褐色士（Ⅱ黒+Ta-d2>Ta
-d,)

Ⅱ暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）

備考南西にH-8,-9,-10がある。
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n美沢4遺跡

(5) 土曠墓

1) P-12

位置b-91-89 規模1.52/1.24×1.11/0.80×0.67
平面形長円形 長軸方向N-81。－W

頭位不明

構造上の特徴遺跡南斜面を走る断層が， 上°ツトの中央を通っているため，底はずれて上・
下二段になっている。北側にあたる上段より，ベンガラのついたすり石，磨製石斧, Uフ
レイクがまとまって出土している。南側の下段には，ベンガラがわずかに残っていた。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒） Ⅱ暗赤褐色士（Ⅱ黒+Ta-d2)
備考南東隣にH-2,南西隣にH-12がある。
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Ⅱ美沢4遺跡

2) P-17

位置A,-90-07 規模1．45/1.50×1.41/0.80×0.96
平面形長円形 長軸方向N-85o－w

頭位不明

構造上の特徴底は, En-a層中に作られ，長円形を呈す。壁は， 四周ともほヌ直立する。
底面西側にベンガラが残っていた。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-dl>Ta-d2) Ⅷ黒褐色士（黒色土+Ta-d,)
Ⅱ暗赤榿色土(Ⅱ黒+Ta-d2+En-a)Ⅸ褐色士(Ta-d')

Ⅲ黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,>Ta-d2) X黒褐色士（黒色土+Ta-d,)
Ⅳ褐色士(Ta-d,+Ta-d2) 虹黒色土

V赤榿色士(En-a+Ta-d2>Ta-d')皿赤褐色土(Ta-d2+Ta-d,>En-a)

Ⅵ褐色士(Ta-d,) XⅢ黄褐色士(En-a)

Ⅶ黒褐色士（Ⅱ黒+Ta-d,) XⅣ黒色士

備考西隣にP-16がある。
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図36 P-17

(6) Tピット

1) P-1

位置A2-89-37,-38 規模1.33/0.73×1.06/0.42×1.18

平面形長円形 長軸方向N-47o－W

構造上の特徴底面は， ほg長方形を呈し, ~その中央部に上･ツトが1個ある。

層位 I 黒色土（Ⅱ黒+Ta-d,) Ⅷ赤榿色土(Ta-d2>En-a)

Ⅱ赤褐色士(Ta-d2) Ⅷ灰褐色士（Ⅲ黒）

Ⅲ褐色士(Ta-d,) Ⅸ黄褐色士(En-a)

Ⅳ赤褐色士(Ta-d2) X暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）

V暗赤褐色士(Ta-d2>黒色土） 虹黒色土

Ⅵ赤褐色士(Ta-d2)
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Ⅱ美沢4遺跡

2) P-2

位置A2-89-17,-18 規模1.37/0.65×1.18/0.41×1.13
平面形不整円形 長軸方向N-21o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ， ほ目方形を呈する。中央部にピットが1個
ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒） Ⅲ暗赤褐色士（黒色土+Ta-d2)
Ⅱ赤褐色士(Ta-d2) Ⅳ黒色士

3) P-3

位置A2-90-13 規模1.63/1.01×1.23/0.46×1.07
平面形長円形 長軸方向N-32o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈する。ほヌ中央部にピットが1
個ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2) Ⅳ黒色土

Ⅱ黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d2) V暗赤褐色士(Ta-d2+黒色士）

Ⅲ赤褐色士(Ta-d2) Ⅵ赤褐色士(Ta-d2)
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Ⅶ黒色士 Ⅸ黒色士
Ⅷ暗赤褐色士(Ta-d2+黒色士）

4) P-4

位置A1-90-82 規模1．61/1.30×().93/().28×1.04
平面形長円形 長軸方向N-27o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈す。中ほどに, 2個の上。シ l､があ
る。 a-b, c-dセクションに， このピットに続くと思われる空洞がみられた。 このこ
とは，杭状のものが，確認面まで続いていたことを物語っている。
層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2) X赤褐色士(Ta-d2)
Ⅱ赤褐色士(Ta-d2) 虹黒色士（黒色士>Ta-d,+Ta-d2)
Ⅲ茶褐色士(Ta-d,>Ta-d2) 皿赤褐色士(Ta-d2)
Ⅳ黒色士（Ⅱ黒) XⅢ灰褐色士（Ⅲ黒>Ta-d2)
V褐色士(Ta-d,+Ⅱ黒>Ta-d2)XⅣ黄褐色士(En-a)
Ⅵ黒色士 XV赤榿色土(En-a+Ta-d2)
Ⅶ黒色士・赤褐色士（互層) XⅥ黒色士（黒色士>Ta-d2)
Ⅷ赤褐色士(Ta-d2) XⅦ灰褐色士（Ⅲ黒>Ta-d2)
Ⅸ黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2) XⅧ黄褐色士(En-a)

備考長軸にそって半分に切り， さらに10cmごとに4回のセクションをとった。
５0

9
22．31 h22.50~~

~

ふ○､ざ
。］

22，58

聖

XⅥ

1
~

22023

22，29

ﾉー m22．50~ ｅ
’

f22.50~

Al

XⅥ

図40 P-4

86



Ⅱ美沢4遺跡

P－5

位置A1-89-85,-86,-95,-96 規模1.30/0.59×1.03/0.36×1_03
平面形長円形 長軸方向N-73o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長方形を呈す。中央部に上。シ卜が1個ある。
層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2) Ⅲ赤褐色士(Ta-d2>黒色士）
Ⅱ暗赤褐色士(Ta-d2+Ⅱ黒） Ⅳ黒色土

P－6

位置A,-89-29,A,-90-20 規模1.73/1.61×0.99/0.36×1.16
平面形長円形 長軸方向N-23o－W

構造上の特徴底而は, En-a層中に作られ，長円形を呈す。中央部に2個の小ピッ l､が
ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2) V黄褐色士(En-a)
Ⅱ赤褐色士(Ta-d2) Ⅵ赤榿色土(Ta-d2+En-a)

Ⅲ暗赤褐色士(Ta-d2>Ⅱ黒） Ⅶ暗黄褐色士(En-a>Ⅲ黒+Ta-d2)

Ⅳ赤褐色士(Ta-d2) Ⅷ黒色士
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7) P-7

位置a-90-81,-91 規模2.87/2.59×1.15/0.53×1.01
平面形長円形 長軸方向N-90o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，細長い長円形を呈する。小ピットが3個あ
る。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,>Ta-d2) Ⅵ暗黄褐色士（黒色土+En-a)
Ⅱ暗赤褐色士(Ta-d2>Ⅱ黒） Ⅶ黄褐色士(En-a)
Ⅲ黒褐色士（Ⅱ黒+Ta-dl>Ta-d2) Ⅷ赤褐色士(Ta-d2)
Ⅳ赤褐色士(Ta-d2) Ⅸ黒色土
V黒褐色士（Ⅱ黒+Ta-d,)

遺物計15点

’

大き さ(cm)
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8) P-8

位置a-90-69, a-91-60 規模1.79/1.59×1.02/0.46×0.85
平面形長円形 長軸方向N-79o－W
構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈す。底面中央部に小ピットが2
個，西壁ぎわに，小ピットが1個ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,>Ta-d2)V赤褐色士(Ta-d2)
Ⅱ褐色士(Ta-d,) Ⅵ黄褐色士(En-a)
Ⅲ赤褐色士(Ta-d2) Ⅶ黒褐色士（黒色土>Ta-d2>Ta-dl)
Ⅳ黒褐色士（Ⅱ黒+Ta-d'>Ta-d2)

9) P-9

位置a-89-86 規模1.46/1.24×0.98/0.38×1.13
平面形長円形 長軸方向N-58o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈す。底面の中央部に小ピットが
2個ある。

層位 I 褐色士(Ta-d'+Ta-d2) Ⅵ黒色士
Ⅱ黒色土（Ⅱ黒） Ⅶ赤褐色士(Ta-d2)

Ⅲ黒褐色士（Ⅱ黒+Ta-d,) Ⅷ黄褐色士(En-a)

Ⅳ暗赤褐色士(Ta-d2) Ⅸ黒色土

V赤褐色士(Ta-d2) X暗赤褐色士（黒色土+Ta-d2)
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10) P-10

位置a-89-47 規模2.72/3.05×1. ()0/0.32×1､31
平面形長円形 長軸方向N-77o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，細長い長円形を呈する。
層位 I 黒色土（Ⅱ黒>Ta-d,>Ta-d2)Ⅵ黒色士（黒色土>Ta-d2)
Ⅱ赤褐色士(Ta-d2) Ⅶ赤褐色士(Ta-d2>En-a)
Ⅲ赤褐色士(Ta-d2) Ⅷ黄褐色士(En-a)

Ⅳ暗黄褐色士（Ⅲ黒+En-a) Ⅸ暗赤褐色士（黒色士+Ta-d2)
V赤榿色土(Ta-d2+En-a)

11) P-1 1

位置b-89-28,-29 規模1.60/1.29×1.09/0.67×().82
平面形長円形 長軸方向N-51o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈する。底面の中ほどに小ピッ l、
が2個ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,>Ta-d2)Ⅳ赤褐色士(Ta-d2)
Ⅱ赤褐色士(Ta-d2) V黄褐色士(En-a)

Ⅲ黒褐色土（黒色士+Ta-d,) Ⅵ赤褐色士(Ta-d2)
12) P-14

位置b-92-31 規模1.89/1.66×0.74/0.31×().87
平面形不整長円形 長軸方向N-15o－E

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈する。底面の中ほどに小上･ツ ト
が3個，西壁よりに4個ある。

層位 I 黒色土（Ⅱ黒） Ⅲ黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d2)
Ⅱ暗赤褐色士(Ta-d2>Ⅱ黒） Ⅳ黄褐色士(En-a)

13) P-16

位置A,-90-17 規模1．46/1.22×0.83/().42×0.72
平面形長円形 長軸方向N-42o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，不整長方形を呈する。底面の中ほどに小ピ
ットが2個ある。 ‐

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d'>Ta-d2)Ⅳ黒褐色士（黒色士+Ta-d,)
Ⅱ黒褐色士（Ⅱ黒十Ta-d,) V赤褐色士(Ta-d2)

Ⅲ赤褐色士(Ta-d2>Ta-d,) Ⅵ暗褐色士（黒色土+Ta-d2)

l

l
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14) P-20

位置a-89-08,-18 規模2.72/2.47×0.75/0.12×0.98
平面形長円形 長軸方向N-65o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，細長い。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d'+Ta-d2)Ⅳ暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）
Ⅱ赤褐色士(Ta-d2) V黒色土

Ⅲ黒色士 Ⅵ暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）

(7) その他のピット

1) P-15

位置b-90-88 規模(1.25)/0.98×(0.93)/0.62×0.37
平面形長円形 長軸方向N-11o－E

備考H－5と重複している。切り合いの新旧はつかめなかった。
遺物計8点

’ 陸竺云F喜二
石

称名

砥

類
一
皿

２

１

Ｃ

Ａ

Ⅵ

Ｘ

分

二~
１

１

１
－
１石

一
石

皿破

４

４

ワ

々

一

礫 l XB2 1 2 ■

名
一
砥
一

称 分 類

~VIC2
大き さ(cmノ

5．5×7．7×2.05．5×7．7×2.0

重量(9)

~111．4111.4
層位 材質

石 ’ 覆土 Sa

2) P-18

位置b-91-01,-02
すみ

平面形隅丸長方形

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2)

Ⅱ暗赤褐色士(Ta-d2>Ⅱ黒）

Ⅲ赤褐色士(Ta-d2)

3) P-21

位置b-89-98

平面形長円形

備考P-22を切る。

規模1．42／1.22×1.12／0.59×0．92

長軸方向N-70.-W

Ⅳ黄褐色士(En-a)

V黄褐色士(En-a>Ta-d2)

規模1．91／1.60×1.13/0.85×0．33

長軸方向N－2．－W
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4) P-22

位置b-89-98 規模(0.87)/(0.65)×0.92/0.76×0.21
平面形不整長円形（推定） 長軸方向N-57o－E

層位 I 赤褐色士(Ta-d2>Ta-d,) Ⅳ暗赤褐色士(Ta-d2+黒色土>Ta-d,)
Ⅱ.-黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,+Ta-d2)V赤褐色士(Ta-d2)
Ⅲ赤褐色士(Ta-d2)

備考P-21に切られる。

5) P-24

位置a-92-40,-50 規模1．36/1. 12×0.99/0.71×().62
平面形長円形 長軸方向N-63o－W

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2+Ta-d,)Ⅲ黒褐色土（黒色土+Ta-d2)
Ⅱ暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）

6) P-25

位置a-92-12,-21,-22 規模1.31/1.00×0.80/0.49×0.15
平面形長方形 長軸方向N-81o－W
備考H-10を切る。

ａ
’

b20.40~

図54 P-22

ａ
一 b8.80~

Ｃ
一 ０６

一
山
一

淫「
図55 P-24

ａ
一

００
－
Ｍ
一
『
~一

C

q且』Q

〆－－／-
~～

図56 P-25

94



酌 脚 書

三

三 つ
H

画

匡
|己

心
四
ｰ

』 四

ｰ
、

］ ↑
<
O
“
ヨ
0
コ

』 ⑪
』 、

画 一
』 、
弓

コ コ
心 。
い 函

一 ○

ト ~ Ｅ
韻
|瞳

四 ｍ
“
ｰ

四 つ
画 く
0

Ｃ Ｑ
Ｌ ｂ

． ３
○ ○
‐ 0
1

い 』
い 、

Ｑ ｑ
Ｃ －

』 』
き
'＄

‐
一 画

↑ 』
心 四

ヨ
の

ミ
|急 一
つ

曇 、
心 の
心 、

、 つ
、 四

0
1

m
巴

四
餌 司

、 つ
ロ
1

m

ｍ 』
、 ⑫
品

猟卿 鴨
十

億
雑

鹸彗
部

片
片

認
誰H 沸

片
片

兼
認 片弗

什 認

片 弗
熊|
鴫片 弗粥

片 弗

片

:|噺
|懇 片説

H
I
H

諦
剖
：片 雛|汁 |誰

片諦

熟
十 誰

鳶
|蝋
什 虫
更

１ 面 坤 叩

『

篤
蝋
|鵲
片
1
1

斤 號
諦H 粥H

鮴|
鷺

I
H

諦
粥

駒
卿卜
+●
ﾄ＋

調
誰 」
い
坤
叩関

躯|偽
側篤
|鳶
H
I
f

謡
鮨

H 誰

『 目

Ｈ 副ｊ
い 、 鰍 馴

FH

沸

~ 『 ~ 同 〔 ロ

斗 肌 猷 酬
熊|
鮠HIH 計
:罰
： 什
號

鳶側
嚥|鴇片片 諦誰 」

い却
叩

熊|
撚 ~一~戸

澤ロ

叫帥酬
叫

蝋
|＃片
ト
ト

誰
誰 片説

蝋|態Ｈ誰

|；
目 凹 心
、 目凹１
画

目凹１
画

胃|
胃 号肺
国
|
目
国
|
目

印
蝕

唖
“

目

印
四
四

t
C
“
心
．

調う

弓画

ｆ

胃 ワ ー ー~
胃 ご － 吟

胃 ウ ー 』

胃 ご Ｉ 鐸
弱目

胃ロー
吟

王|
旨 胃すＩ

』

茄
|了

胃ご’
一~

冒すｌ
吟

胃ご’
一

胃ウー
ー

誰|
旨誰
茄

|;|
i 胃宣ｌ
令

目 ご Ｉ 一

目 す ’ 令

胃 ウ ー ー

国
|
自

画'
｡， |ｰ
ｰ

全

自画ｌ陰

目
|目 il
i 自四’
四

師

自釦’
四

繭
|；|
；
目 印 函
茄
胃|
胃
Al
ム目
|
目
|
目

γ|
¥lv
co
l画
|画

目四１
画

自動１
画

目
|目 I'
1 自四１
画

;|;
|I

Y
I
W白目 p。、 四画繭 自画Ｉ

減
自画Ｉ

繭
Ｑ

自画ｌ心

自画’
四

櫛ヨ。

自四Ｉ

~
自 画 ｌ 囚

自 画 １ 画

蕪 ウー空Ｉ
認

ロー曾ｌ
田

す Ｉ 褐 ｌ 縄

ウ ー ９ １ 急

ず １ ９ １ 忠

ウ ー ９ １ 霞

ケ ー ｇ ｌ ｇ

ｍ Ｉ ｇ ｌ ｓ

’
す － ９ １ 認

す Ｉ 畠 ｌ 縄

ウ ー ９ １ 霞

ケ ー ｇ ｌ ｇ

ｍ ｌ ｇ ｌ ｓ

ご ’ ９ １ 雪’
す ｌ 圏 ｌ 縄

’
す ｌ ｇ ｌ 雪

ウ ー ９ １ 忌

ウ ー ９ １ 詞

ご ’ ９ １ 認

ウ ー ９ １ 忌ウ ー ９ １ 忌

ゴ ー ９ １ 認

ウ ー ９ １ 筐

ご ’ ９ １ 日

ご ｌ ｇ Ｉ 笛

ウ ー ９ １ 筐

ウ ー 霞 ｌ ヨ

ウ ー ９ １ 筐

ゴ ー ９ １ 認

71
71
71
7

く
O
k
C
k
p
l
〔
、

‐
|
‐
|
‐
|
‐

’
’

’
’

’
’

’
0
再
1
1
m
l
－
q
l
Q
．

t
･
'
四
'
○
、
I
t
o ごｌｇｌ
圏

’
す１９１
認

ごｌｇｌ
圏

ずｌｇｌ
圏

ず １ ９ １ 認

ご ’ ９ １ 認

ず ｌ ｇ ｌ 圏

す ｌ ｇ ｌ 認

p
J
p
』
ロ
坐

g
l
g
l
g

s
色
虞

すｌｇｌ
屋

’
ず１９１
色

すｌｇｌ
屋

ケ ー ９ １ 凸’
す ｌ ｇ ｌ 屋

す Ｉ ９ １ 認
職 ごＩ臼ｌ
ｓ

ｍ ｌ 褐 ｌ 望

ず １ ９ １ 雪

ご Ｉ 臼 １ ｓ

ゴ ー 臼 ｌ 程

ず １ ９ １ 段

画 Ｉ 縄 ｌ ｇｌ
ｍ ｌ 縄 １ 国

ず １ 日 ｌ 程’
ず １ ９ １ 段

ず １ 日 ｌ 程

、 ｌ 縄 １ 国

ウ ー 巴 １ ＄

ご － 縄 ｌ 巴

ず １ 日 ｌ 程

ウ ー 巴 １ ＄

四 ｌ 縄 Ｉ 巴

四 ｌ 縄 １ ９

ロ ー ｇ ｌ ミ

い Ⅱ 隠 １ 国 ~

四 ｌ 縄 Ｉ 巴

、 ｌ 縄 １ 国

ｐ ｌ ｇ ｌ 司ｐ ｌ ｇ ｌ ミ

四 Ｉ 巴 ｌ ｇ

画 ｌ 巴 ｌ ｇ

ず １ ９ １ 巴

す Ｉ 巴 ｌ ｇｌ
ｍ ｌ ｇ ｌ 余’
ず － ９ １ ＄ウ ー ９ １ ＄

四 ｌ 烏 ｌ ｇ

ｍ ｌ 縄 ｌ 巴

四 ｌ 縄 １ 国

ウ ー ９ １ ＄ｌ ｌ

ｍ ｌ 畠 ’ 四 つ

ウ ー ９ １ ＄

四 ｌ 圏 １ 国

｜四 ｌ 圏 ｌ 曽

ず １ ９ １ 当

ウ ー ９ １ 認四四

｜
⑪④

図画

と'＆

四 ｌ 縄 １ 国

ウ ー ９ １ 認１
， １ 褐 ｌ ｇ

ず １ ９ １ 届

ず － ９ １ 器

ご ｌ ｇ ｌ 畠

ウ ー ９ １ 認

ず １ ９ １ 届

ず － ９ １ 器

ご ｌ ｇ ｌ 畠’
ず ｌ 巴 ｌ ｇウ ー 臼 ｌ ｇ

ご ｌ ｇ ｌ 鵠

ず Ｉ ｇ ｌ 路

ウ ー 臼 ｌ ｇ

１ ９ １ 弓

命 巴 × ａ ｓ~
（ 函 吟 ） 〉 〈 （ 骨 ⑤ ）

⑲ 唖 ） ×⑲ 巴 × Ｇ ｅ〕 つ ）

（ ④ ） × 含 つ ）

（ 函 “ ） × （ ］ つ ）

（ ④ ） × 含 つ ）

（ 函 “ ） × （ ］ つ ）

ハ 叶 腓 （ 。 ヨ 即 （ 巴

目
|
-
|
m噸

目
|
目
|
目
｜
目目

国
|
目
I
目

目
｜
目
｜
国胃

目
|
目
|
目目

鼠|
顛:
|員目

猟
渦

目
|
目

胃
|
目
|
目目

目
|
目
I
目
|
目
|
目胃

国
|
目
|
目

国
目
|
目
I
目目目
|
目

ロ
|
胃
|
目
|
目
目
|
目目

目
|
ロ目

富
目
|
目
|
国目

目
|
目
|
富
|
目

目
|
目
|
国

目
国
|
目目

目
自
目

細
細
細

星|鴇
|鼠目 佃

|
目目

加覗
|鳥

目
目
|
国
|
目
|
目目

細
|
犯
|
調躯細
|犯

細
|犯
|犯

細
|
犯
|
犯犯

|細
細犯

渦
細
|細
|犯
|犯
|犯細
|犯
|犯

犯
拙
'拙
躯

細
|犯
細細
|細
|郷

佃
|細
細犯

犯
|躯猫 細
|細
|犯
|拙
細
|
柵佃

細
|細
|犯
冊

細
|細
|躯
|犯

躯
|細
|犯

畑
|犯
躯

拙
|郷佃

細
|犯
|細
|細
|拙
梱

自 滞 覧 含 蝉 雪

茎

＠ ｍ



Ⅱ美沢4遺跡

(2) 石 器

~

~

~

~

~

~~

リ

称
ジ

″

〃

〃

″

〃

″

〃

〃

″

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

〃

″

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

〃

ヤ

名

石

血

１

２
｜
引
戸
４
’
５
｜
β
７
ｌ
８
ｌ
９
ｍ
ｎ
吃
過
皿
妬
巧

Ⅳ

昭

畑

卯

虹

四
Ｌ
噸
一
理

妬

妬

”

記

鈎

釦

馴
詑
調
一
弘
一
妬

詑
一
師

詔

訂一

竜

司
沌
毛
玉
Ⅲ
叫
認
一
部
訓
訂
＆
瓠

玉
叫
玉
５
五
一
一
Ｌ
７
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
８
王
宅
玉
”
江
’
’
’

一
一
一

一
螂
詑

訓

掛

繩

峰

叫

畔

噛

螂

卿

郷

》

》

謡

窄

一
》
｜
嶢
拝
》

｜
鍔
一
》
糀
吋
一
群
野
碗

御
一
回
一
輻
瞬
詣
御
一
吋

一割一

》
一
報
郵

勢
ｂ
峠
咋
圭
一
咋
匪
一
ａ
－
ｂ
ｌ
Ａ
－
釦
Ａ
ｌ
釦
昨
年

昨

峠

鑑

萄

罫

嘩

畢

唾

制

》

咋

坪

僻

鐸
琲

区

７

３

２

３

８

７

掘

一

一

一

０

０

０

｜

坤

ｂ

９

９

発

一

一

ｂ

ｂ

類

恥
一
一
鎗
沁
〃
池
〃
恥

〃

〃

池

弛

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃
｜
〃
〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃｜〃

〃

〃
｜
〃
〃

〃
〃

~

分
必
一
必
皿

ｍ

ｍ

皿

皿

一

IA3a

大き さ(cm)

2．2×0．9×0．2

（2.7)×1.4×0.8

1．6×1．3×0．2

2．4×1．8×0．4

2．6×1．4×0．4

2．5×1．9×0．3

3．8×1．5×0．4

3．0×2．0×0．5

3．1×2．3×0.6

2．3×1．5×0．5

2．1×2．1×0．3

2．4×2．0×0．4

2．4×1．8×0．5

（2.3)×(1.9)×0.5

1．2×1．6×0．4

1．9×1．2×0．6

3．0×1．5×0．6

2．7×1．2×0．5

3．6×1．6×0．4

3．6×1．9×0．5

3．1×1．4×0．4

3．2×1．5×0．9

3．6×1．9×0．5

3．6×1．8×0．6

4．0×1．8×0．6

3．1×1．4×0．4

2．2×1．1×0．4

2．5×1．5×0．3

2．2×1．6×0．4

3．8×1．1×0．5

2．5×1．7×0．5

3．7×2．0×0．5

2．9×1．2×0．6

2．8×1．4×0．3

3． 1×1．6×0．5

3．7×1．8×0．4

3．3×1．6×0.6

2.0×1.6×0．3

ｊ

~

~

~
~

~~~

血

ｍ

噸
一
皿
一
一
鯉

一
誕

血

ｎ

噸

唖

“

咄

“

噸

唖

幻

理

咽

四

型

一

迦

率

一

“

｜

叩

吋

“

率

唖

躯

くｇ

５

の

４

~

量

ｚ

ｑ

Ｑ

重 位

黒

層

Ⅱ

材質

~Obs．
〃

″
｜
〃
一
〃
｜
〃
｜
〃
一
〃
｜
〃
｜
〃
｜
〃
｜
〃
｜
〃
｜
〃
｜
〃
｜
〃
｜
″
一
〃
｜
〃
｜
〃

〃

〃

〃
｜
〃
｜
〃
｜
〃
｜
〃
一
〃
｜
〃
｜
〃
｜
》
｜
鋤
一
唯
一
〃
｜
〃
｜
〃
｜
〃
｜
〃
｜
錨
一
唯
一
〃
｜
〃
｜
〃

″

｜

〃

｜

〃

〃

″
｜
〃
｜
〃
一
〃
｜
〃
｜
〃
｜
〃
｜
〃

″
｜
函
一
睡
一
輪
一
〃
｜
〃

唖
一
皿

率
一
加
一
恥
一
叩

〃

〃

″

｜

〃 Obs

96



Ⅱ美沢4遺跡

材質位

黒

層

ⅡⅡ黒

重量(9)

~（1.3）(1.3）
き さ(cm)

5)×(0.9)×0.4

5×1．7×0．5

大

(2

3

(2

3

区
一
一
録
一
御

覗

掘

０

１

０

発

鴎

認

一

隅

韮
一
却

乱

８

３

４

４

０

１

~
~
~

０

１

０

鴎

認

一

隅

却

訓訓

Nn
類
一
ｂ
一

分
一
醒
一
〃

IA3b

~〃〃

名 称

石ヤ ジ リ石ヤ ジ リ
Obs

〃

〃

｜″〃

〃

″

.5)×(0.9)×0.4

3．5×1．7×0．5．5×1．7×0．5

39
Ha.Sh

Obs.

〃

恥一〃″

1 4
会● ~一

／ィ 『－､

（1．0ノ
／ィ 『－、

（1．0ノ(3.0)×(1.8)×0.4(3.0)×(1.8)×0.4
一
調

３

４

７

０

１

７

~
~
~

割
一
脚
一
鄙
一
調

４

７

１

７
~~
測
一
鄙 ９

40

｜
錨
一
〃

｜
錨
一
〃

錨
一
〃
″

(2.8)×(1.9)×0.3

3．4×1．7×0．6

4．0×1．9×0.5

(2.8)×(1.9)×0.3

3．4×1．7×0．6

4．0×1．9×0.5

3.4×1．7×0．6

4．0×1．9×0.5

｜

〃〃

41

(1.1）

３

３

１

２

１

~
~

~

７

７

０

７

５

３

~
~
~

０

０

１

９

９

９

鵬

峠
一
歩

記

過卜週

″

｜

〃

″

｜

〃〃

42 〃〃

″

一

〃〃

｜
恥
｜
恥

皿
一
却
一
皿ｊＯ毛

鄙

岨

７

宏

９

３

３

５

３

２

０

昨

咋

昨

却

瓢

峠
一
歩
一

匪
一
釦

幸

毛

鄙

岨

７

卜

９

３

３

３

２

０

咋

昨

却

瓢

歩
一

匪

一

釦

幸

７

８

２

岨

８

９

３

２

３

０

－

９

却
部
剖

ｂ

Ａ

ａ
｜
卿

７２８３９毛
瓢
１

｜

Ａ

ａ

43

44

ｈＳ

旬

Ｓ

■

ず

，

ａ

Ｏ

ＨHa・Sh ５

●

■

３

１

く

1.5

(4.5)×2.0×0.5

3．4><1．7×0．4

4．4×1．7×0．7

3.4><1．7×0．4

4．4×1．7×0．74.4×1．7×0．7

″

｜

〃

〃

〃

〃〃

妬
一
輪 〃〃

Obs2．7 1 〃

4．1×1．7×0．4

4．1×1．5×0．4

4．1×1．7×0．4

4．1×1．5×0．44．1×1．5×0．4

″

一

〃

″

一

〃

″

一

〃 〃

鞭
一
妃
一
囎
一
印

″

一

〃

｜

〃

″

｜

〃″

｜

〃 〃

1

(3.6)×1.9×0.5(3.6)×1.9×0.5(3.6)×1.9×0.5

b-90-67-28

叩
一
四函

郡

癖
一
劃

６

２

’

７

’
一
一
一

帥

卯
一
帥

峠

匪
一
卜b-91-75-10

一
“4．0

″

｜

〃〃

4．4×1．9×0．64.4×1．9×0．6

2．1×1．5×0．32.1×1．5×0．3A,-89-99-10

a-90-63-5
ｍ５
一

歩

誌

〃

~IA6

″ＲＵＲＵ

〃

ＡＩ

〃

ＡＩ

〃

R1
JL

″

｜

〃

”″

｜

〃 〃

″

｜

〃〃

0.6

3．1×1．5×0．3

3．4×1．8×0．5

3.1×1．5×0．3

3．4×1．8×0．53．4×1．8×0．5

〃

３

罪

一

毛

闘

駆

鯛
ト
ト

’

９

９

釦

一

歩
一
詫

６

６
~~
剤
一
割 鋸

囲
一
弱
一
別
一
弱
一
髄

1．1

3．6×2．0×0．53．6×2．0×0．53.6×2．0×0．5

2．1 〃
〃

一
料
６

０

０

９

９

ａ

ａ ４

″

一

〃

〃〃

″
2.4 ″

〃〃

4．0×1．7×0．54.0×1．7×0．5１

３

２

６

５~
~
０

０

９

９
~~

ａ

ａ １

〃〃

｜
〃 〃

率
一
”2．9 ~~~~Ha・Sh．Ha・Sh．

4．0×2．1×0．5

3．6×2．3×0．5

4.0×2．1×0．5

3．6×2．3×0．53.6×2．3×0．5

２

２

２

６

７

~
~
~
~

５

７

６

０

０

０

~
~
~

２

５

鍔

一

脾

畔

盟

妬峠 妬

９

４

匪

脂

牛

罪

７

６

７

可

一

一

－

０

０

０

０

９

９

９

９

帳

一

睡

Ａ

９

４

脂

牛

罪

６

７

可

ト
ト
０

９

９

９

峠
一
睡
峠

９

４十年 ４

IA3bIA3bIA3b研
一
記
一
弱

Obsワq
巳e qグ

〃

4.5×2.8×0．8 1 7．0

－
１

峰

一
巻

咋
卯
一
別

峠

一
歩

－
１

一
一
一

門
－
８

’
’
２

｜

割

０９Ａ

〃

~IA4a
〃〃

IA4a
那
一
賑0．5

3．8×2．0×0．7

2．4×1．3×0．4

3．0×1．6×0．3

2.4×1．3×0．4

~~3.0×1．6×〔).3

″

｜

〃

″

｜

〃″~〃

″

60
〃〃

一

〃″

｜
》

１

４

８

９

２

８
~
~

１

０

０

９

９

９

~
~

ａ

ｂ

ａ

弘
一
毛歩 a-90-98-5

｜
〃 〃〃

61 〃

″

一

〃

｜

〃

〃

″

｜

〃″

〃

0．7
｜

〃ﾉノ

弐

胡
一
部
獄

唯
一
卯

８

帳
一

一
昨 ~A,-89-65-1１５

62

一
〃
一
〃 〃

3.1×1.4×0．3 1 0．9
〃

~Ha.ShHa.Sh63

(1.6）(4.3)×1.9×0.3

4．5×1．6×0．74．5×1．6×0．7ｕ
~

９

６

７

昨

酷

い
一

鍵 A,-89-7914

″
一
胞
一

Ｂ

－

Ｉ

″
一
胞
一

Ｂ

－

Ｉ IBla

64

やり先または
両面加工ナイフ
やり先または
両面加工ナイフ

4.0 〃〃〃

5．2×2．1×0．6

5．3×2．2×0．6

6．1×2．2×0．8

６６８
●●●０００

×××

１２２
ゆ●●２２２

×××

２３１
。吟●５５６

６８
●●００

××

２２
●●２２

××

３１
吟●５６

b-91-81-13

焔

〃〃

65
Obs4.4

２

鍋

~
~
~

８

４

６

１

０

３

~~
９

９

９

１

０

１

犀
一
歩
ｂ

２
｜
鍋鍋

ハハ

リ，

準
一
岬

〃〃

１

２
７

非
一
昨
半

非

凱
一
Ｈ
｜
副

圃

１

”

~
~

~

３

８

２

６

９

６
~~

１

０

１

９

９

９

匪

幸

峠

１

”歩峠 ７

師
一
船

″

｜

〃 〃

〃〃

4.6

“

｜
砧
一
稲

4.4×2．3×0．7

5．2×2．5×0．7

5．4×2．8×0．65．4×2．8×0．6｜刑

法

’９

９

６

’

０

｜
｜
一
味

卯
帥
一
毛

歩

一
ん

｜皿

２
｜
｜

歩
｜
的

６

二

店
一
胡

９
’
一

峠
一
ん 加

69 〃〃〃〃

〃〃〃

70
Ha・ShHa・Sh

~Obs.
Ha・Sh

~Obs．Obs5．3×2．9×0．85.3×2．9×0．8
一志

準

一
訓

８
’
０

峠
一
鋼 ５

〃〃
71
1』

〃〃

~ノノノノ
0

、

過

~

~

０

７

９

２

７

６

~
~

０

０

０

９

９

９

歩
一
睡
峠

ｕ

⑬⑬

〃

~~IBIc
〃

~~IB1c
〃

~~IB1c
72

6．55．3×3．1×1．0

6．8×2．7×1． 1

7．0×2．5×1．07.0×2．5×1．0宅

両

的

３

’

二

１

一
一

卜

０

０

９

岬
岬
一
昨 宅

－

１

的

３

－

昨

０

９

岬
一
昨 宅卿

ワq
~JU

ｈＳ

・

″

◇

Ｓ

ａ

ｂ

Ｈ

０

15．5
IB1a

~〃〃
刈
一
祀
一
布

呵
一
率 22.6~7．9×2．7×1．07．9×2．7×1．0

一

岬

~

~

ん

ｂ b-91-72

′〃

″

｜

〃 〃

〃〃〃〃〃
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Nq 名 称

やり先または
両面加工ナイフ
-やり先また ほ
両面加工ナイフ

分 類

IBlaIBla

区
一
耗

掘
一
儲
一

〈

ｕ

〕

発
一
犀 兜 秘

一

畑

ｒ
ｌ

Ｎ
ノ

Ｃ皿大

５

５

、

さ

×

×

さ

６

７

７

３

２

２

●
一
●

●
●

5.7×2．6×0．6

5．3×2．7×0－65．3×2．7×0.6

S(9) 位

黒

層

ⅡⅡ黒

材質

~Obs.Obs
ワヴ

イイ

一
妬
一
皿

一
一
一
一
一

６
－
６
－
５

３
’
２
’
８

仁
｜
脹
一
卜

９
－
９
－
９

峠
一
卜
｜
峠

却
一
却峠 却

潅
一
恥恥

78

一認

６

－

５

４

２

’

８

９

非
一
斗
昨

卜

座 一認

８

９

５

４
~~

０

０

９

９

~

~

ｂ

ｂb-90-49-12

7．5×2．6×1．1

8．0×3．3×1．1

7．5×2．6×1．1

8．0×3．3×1．18.0×3．3×1．1

一
堀
一
狸

堀
一
狸狸

″

｜

〃〃

79 〃〃〃

9．2×2．9×0．99．2×2．9×0．99.2×2．9×0．9 一“一“19．5

″
｜
〃

〃

〃

80

A,-90-18-3

３

″

｜

〃

〃

″

″

｜

〃

″

｜

〃〃

81 IB2b

~IBla
IB2b

~lB1a
IB2bIB2b

IBla
｜
〃 〃 ｜

坊

羽

蹉
｜
礎
飼

弔
Ｉ
エ
｜
〔
ｈ
〕
〈
『
〕

一

一

一

蜘

一

副

一

副

登
８２

5．2×2．4×0．65．2×2．4×0．6

〃

82

譜

咋
一
峠
一
一
｜
季

卯
一
卯
一
卯
一
釦

一
一
一
一
一
一
一

４

１

１８

２

４

３

８

９

~~
０

０

９

吋

一

邦

邦

４

１

２

４

８

９

０

９

当

８

ａ

季a-89-94-1

2．7×2．0×0．6

4．3×2．3×1.0

祁一抑

4．3×2．3×1.0

7.8 ″

｜

〃〃

〃

83

一
岬
鋤
一

Ｊ

２

２

３

２

０

３

９

■
や
①

準
一
録
~
轆
一
や

6.3×3．9×0．9

6．1×2．1×1．1

6.3×3．9×0．9

6．1×2．1×1．16.1×2．1×1．1

率
一
ｍ畑

84 〃〃〃

一皿20．1

Ha.Sh
85
″
一
心
一
昨
一
吋

一
睡
昨

″

心
一
昨
一
吋

IBla

~IB1c皿
6．2×2．3×1．16．2×2．3×1．16.2×2．3×1．1

〃

~~~ObsObs
86

１
｜
巧
一
蛆

一
一
一
一
一

６
’
４
’
９

割
一
割
一
毛

０

－

０

０

畔

一

劃

蝿

巧
一
蛆

一
一
一

４
－
５

４
’
９

｜

｜

一

９

９

０

０

生

陸
９

″

一

〃

〃〃

″

〆 『－

0．0 〃

87

一
〃″

7．8×3．2×0．8

5．0×2．1×1．1

7.8×3．2×0．8

5．0×2．1×1．15.0×2．1×1．1

池
一
郷18.0

〃

88

一
睡
一
睡

』
一
吋 IB2b２

４

５

９

９

８

５

８

２

－

一

９

卯

帥

８

一

一

Ｆ

ｂ

ｂ

Ａ

b-90-89-5

AI-89-28-2鍔

｜
〃
｜
〃

″

｜

〃

〃

″

6．5×2．9×0．96.5×2．9×0．96．5×2．9×0．9

Ha・Sh″

一

〃

″

一

〃

〃

〃

89

一
睡 ~IB2a睡 b-90-76-66
丁一一

b-90-47-31

A1－90－18－16

二掴号吋６
８

１

二一一一１

一抄副一割鋤

’６１６

洋

掴一妊

洋

A1－90－18－16

9.7 Obs
90

一

〃

｜

〃

″

｜

〃 〃

9．4×3．6×1．2

8．8×3．2×1．1

9．4×3．6×1．2

8．8×3．2×1.18．8×3．2×1.1

岬
一
唖
一
郷

唖
一
郷郷

Ha・Sh.

~〃〃
〃

91

一
恥
一
団

恥
一
団 IB2b

２

６

－

３

１

５

’

’

－

８

布

一

釘

１

７

－

５

斗
一
昨
卯

昨

犀
一
昨

一卜 一稗

－

０

｜

卯

９

卯

峠

一卜 b-90-57-52砲

13.3×2．5×1．013.3×2．5×1．013.3×2．5×1．0 一癖
一
癖29.3

″

｜

〃″

92

一
睡 ~IClaICla

｜

〃〃

″
一
鵬
－

０唯

93 〃

一＝一一一一一一国

ド リルま

刺 突

〃

一＝一一一一一一国

ド リルま

刺 突

〃

一＝一一一一一一国

ド リルま

刺 突
ド リルま

3．8×1．0×0．6

4．8×0．7×0．4

3．8×1．0×0．6

4．8×0．7×0．44．8×0．7×0．4

一〃〃

たは
刺 突 器

器は

十《

器は

十《

器は

十《

94

〃

IC2a

唖｜″唖

－
１

一
一
一

７
’
８

竜
一
毛

９
’
９

０
’
０

一
一
一

１

ｎ

Ｕ

ｌ

コ

ュ 訓

4．2×1．7×1．0

3．8×2．4×0．7

4．2×1．7×1．0

3．8×2．4×0．7

4．2×1．7×1．0

3．8×2．4×0．73．8×2．4×0．7

“
｜
和却 ~AgaAga

95

割
一
訓

０

０

０

３

８

３

８

８

８

~
~
~

却
坤
一
時

割
一
訓訓

一
皿
一
心

一
皿
一
心

IC3

IClaICla

一
顕5.8

〃

96

一
志

却

却

０

０

１

０

１

８

３

０

７

９

８

８

１

７

４

~
~
~
~

畔
一
時
一
認
一
隅
閏

志

却

却

０

１

０

１

３

０

７

９

８

１

７

４

~~~

時
一
認
一
隅
閏

志

却

却却

6．0×1．8×1．16．0×1．8×1．16.0×1．8×1．1

Ha.Sh

~〃〃
″

｜

〃

″

｜

〃〃
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〃~〃〃

″

一

〃

〃″

一

〃 〃

“
｜
賑qRQ〃■噂

98

一
韮

１

７

４

８

０

７

９

６

~
~
~
~

１

０

１

０

却
一
坤
閏
一
峰 ８

０

７

０

４

４

１

~~
７

４

８

７

９

６

~
~

０

１

０

９

９

９

鵬

一

陸

ｂ

一韮

４

８

９

６
~~

１

０

９

９

鵬
一
陸 ８０

5．9×1．9×0．8

4．3×1．7×1．1

5.9×1．9×0．8

4．3×1．7×1．14.3×1．7×1．1

〃 〃

〃

Obs

〃

~ObsObs
99 ″

〃″

4．8×2．3×0．54．8×2．3×0．54．8×2．3×0．5

8.6 〃

100

｜
〃
｜
〃

〃
｜
〃 〃

〃

~IC3IC3
ａ

″

３

２

Ｃ

Ｃ

Ｉ

Ｉ

~IC2aａ

“
｜
叩 3.0

″

〃 〃

101

１

１

１

８

２

６

９
~~

０

１

９

９

~

~

ｂ

ｂ 卸

｜
〃
一
〃

″

｜

″″

3．8×2．3×0．5

4．0×3．5×4．5

3．8×2．3×0．5

4．0×3．5×4．54．0×3．5×4．5

〃

102

ｂ

－
晒
醒

２ＣＩ

晒
一
唖ｂ２

詫

一

詫

９

３

９

~
~
~

１

０

１

詔

毛

詔

１Ｄ

ａ

ａ

竜

竜竜 3．8×1．6×0．63．8×1．6×0．63．8×1．6×0．6

2.6 〃 〃

103

一僻３

Ｃ

Ｃ

Ｉ

Ｉ

IC3〃

″

一

〃

〃″ 一
北

３

８

１

鴫

鍔

一

轄

走

朱

一峠 一北

８

１

詔

割

１

１

９

９

歩

一
峠 北

5．5 1 〃

104

(4.5)×(2.2)×1.1

5．8×1．9×0．7

(4.5)×(2.2)×1.1

5．8×1．9×0．75.8×1．9×0．7

郷
一
唖 (6.8）

〃 〃〃〃

105

1C2a

〃

IC2a

~〃〃
一
証

１

５

９

５
~~
１

１

９

９
~~

ｂ

ｂ 訓

｜
〃″

4．2×2．7×0．9

3．9×3．0×0．9

4．2×2．7×0．9

3．9×3．0×0．9

4.2×2．7×0．9

3．9×3．0×0．93.9×3．0×0．9

″

｜

〃 〃

〃

106

″

｜

〃

″

｜

〃

〃

〃

司

宅

５

３

８

５

３

９

~
~
~

１

１

０

９

９

９

~

~

~

ＴＤ

ａ

ａ

司

弔》 弔

7.8
107

毛
一
韮

３

９

３

－

７

３

８

３

’

７

斗

｜
咋
一
畔

毛

一

韮

８

３

’

７

９

３

’

７

卜

卜
｜
卜

判
一
鐵
一
岬

認
一
睡確

6－4×2．6×1．36-4×2．6×1．36－4×2．6×1．3

7.5 〃 〃

~ObsObs108

つまみ付きナイフ

〃

つまみ付きナイフ

〃

″

”
｜
即
一
砧

即
一
““

109

〃

｜〃

〃

HA1bIIA1b

一梯

３

７

４

~
~

０

却

卸

９ａ

ｂ

ｂ 一梯

７

４
~~
０

０

９

９
~~

ｂ

ｂ 粍

5．8×3．2×0．95．8×3．2×0．9

一
町
一
町 6．7

Ha.Sh

~〃110

5．3×3．4×0．8

5．1×3． 1×1．2

叩哩

×

一邸

5.1×3． 1×1．2

″
｜
〃 〃

111

一
繩

４

５
~~
０

０

９

９
~~

ｂ

ｂ 誰

〃

~IA1c
〃〃

咄

一
恥

×

×

×

４

１

３

３

３

３

①
●
の

×

×

邸

一
町 6．7×3．3×0．66.7×3．3×0．6

〃

112

一
〃
｜
〃

″

｜

〃 〃

割

十

９

１

２

毛
当
０

０

１

卜

坤

郵
一
認

１

一
１

~

~

１

２

当
０
１
卜

郵
一
認 a-90-02-1

″

｜

″

〃

″

｜

〃″

〃 〃

岬
一
ｍ
一
“

祁
一
“ 4.3

″
｜
唖
一
〃

"上面

~〃〃

″
｜
〃 〃

113

8．5×3．8×1．58.5×3．8×1．5
114
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材質

面

位

上″

層

"上面

重量(9)大き さ(cm)

7．6×13．5×1．1

7．7×1．7×0．9

7．0×1．4×1．0

7.6×13．5×1．1

7．7×1．7×0．9

7．0×1．4×1．0

7.7×1．7×0．9

7．0×1．4×1．07.0×1．4×1．0

発掘区分 類名 称

つまみ付きナイフつまみ付きナイフ

No
Chertハ司

り、イ

IAlb la-91-23-12115
Ha・Sh1．1

7．0×2．8×1．07．0×2．8×1．07.0×2．8×1．0

坪
一

奉
一
一
等
一
蹄

９

卯

馴

一

鋤

峠
一
峠

峠
一

歩

２

舵
一
認

李
一
幸
一
十

０

１

’

９

９

９

８

峠

峠
一
歩

燕
一
報８ 鐸

〃

116

岬
一
祁
一
郷

祁
一
郷小

〃″

｜

〃〃

117 ″
｜
叫
一
畔
一
〃

〃

~
~
~
nAlc Ｃ

ａ

ｌ

ワ

ム

〃

Ａ

Ａ

Ⅱ

Ⅱ畔
一
〃〃

〃

″

｜

〃

〃〃

″

〃

7．3×3．4×1．0

7．8×2．0×1．0

7.3×3．4×1．0

7．8×2．0×1．07.8×2．0×1．0
一
宅
一
割

弘
一
稲
一
切
一
弼

吟
一
歩
一
ト
｜
ト

９

－
９
－
９

峠
一
歩
一
峠
一
卜

一
再
一
砕

卿
一
Ｈ
ｌ
時

８
’
９
－
９

歩
一
峠
一
卜

宅

認Ｑ
Ｊト ４

118
一

〃〃

一
岬13.3

6．9×2．9×1． 16．9×2．9×1． 16.9×2．9×1． 1一
叫
一
砂

IA1b

nA2a

IA1b

nA2anA2a

119
〃〃

一辺

却
一
認
一
割

ｎ
Ｕ
〈
Ⅲ
〕
一
ｎ
Ｕ

Ｑ
Ｊ

ｌ
（
ｕ
〉

峠

ー
歩 ２
一
同

２８５０岬
一
鐸 ２

120
13．3

8．8×3．0×1．1

5．8×1．9×0．9

8.8×3．0×1．1

5．8×1．9×0．95．8×1．9×0．9nA1b~nA1bnA1b
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９

９

~
~

~

ｂ

ｂ

訓

韮~
ｂ
韮

917.0 〃

177

石

き

り

た

｛
９

歩
但
｜
｛
９す り石

25．0×38．7×11

8．0×8．2×2．3

25．0×38．7×11

8．0×8．2×2．3

25．0×38．7×11

8．0×8．2×2．38．0×8．2×2．3

45．0 Mud
178

一
石
－
す

一
皿
一
石

皿

石石 一
畳
一
唾

一
畳
一
唾

研
一
唾２

竜

宅

６

７

１

６

７

６

１

７

~
~
~
~

０

０

１

０

９

９

９

９

~

~

~

ｂ

ａ

ｂ

竜

宅

７

１

６

６

１

７

~
~
~

０

１

０

９

９

９

~
~

~

ｂ

ａ

ｂ

竜

宅Ｈ 弔

1．1

ｄ

凸
ａ

ｎ

Ｓ

Ａ And
179

こ

石
き

り

の

た

石

す

一

石

た

こ

石
き

り

の

た

す

一

石

た

り

こ

石
主

。

の

たたき石

5．8×6．3×2．65．8×6．3×2．65．8×6．3×2．6

〃

180

栖
一
幟

１

２

Ｃ

Ｃ

Ａ

~~
Ⅵ

Ｖ

Ⅷ

１

２

Ｃ

Ａ ２Ａ

壬

１

７

１

１

６

０

~
~
~

１

０

０

『

｜
岬
一
壬

０

０

７

１

６

０
~~
Ｈ
｜
岬 略

23.5 Phv
－二

Sa.Sa
181

〃

石
一
錠
一

〃〃

7．8×5.2×3． 1

10．7×9．2×2．0

7．8×5.2×3． 1

10．7×9．2×2.010．7×9．2×2.0

105.0 〃〃

182

Ａ

Ｖ

Ⅷ

Ⅶ Ａ

Ⅷ

Ⅶ Ⅶ一A

羽

１

４
１

~
~
~
~

０

２

９

６

１

６

７

９

~
~
~
~

０

１

０

０

岬

一

陣

割

蝿

羽

１

４
１

~
~
~

２

９

６

６

７

９

~
~
~

１

０

０

峰

割

蝿

１

４
１

~~
９

６

７

９
~~
０

０

当

９

ａ

鮨

13.7×12．0×4．313.7×12．0×4．313．7×12．0×4．3

０

０

句０

５

２

５

２

３ 355.0

And〃

183

Phy″

一

″

｜

〃

″

｜

〃 〃

184 石石 皿皿

15．2×12．9×5．1

25．6×22．1×10．4

15．2×12．9×5．1

25．6×22．1×10．425．6×22．1×10．4

78．0 Sa
185 〃〃〃

8．0×8．2×2．3~8．0×8．2×2．38．0×8．2×2．3

550.0 釦
一
〃
｜
恥

〃

PhvPhy

186 訳

『

韮

０

１

１

３

１

２

９

１

３

~
~
~

閏
一
群

卸

a-91-11-7

a-91-23-13a-91-23-13

″
｜
極
一
吋

〃

~V-C2
〃

~V－C2、

乙

ｎ

乙

Ｃ

Ａ

Ｖ

Ⅷ Ⅷ－A2

〃

187 歩
上
｜
テ
ロ

た

石

たき石

石

錘

き

〃

た

錘

″ A,-91-10-10

a-91-90-4

A,-91-10-10

a-91-90-4

A,-91-10-10

a-91-90-4a-91-90-4

4．7×3．9×1．24.7×3．9×1．2

ヘF

D．、 〃

188

~~〃

″

5．2×3．8×1．1

5．6×3．9×1．25

5.2×3．8×1．1

5．6×3．9×1．255.6×3．9×1．25

祁
一
錘 35.2

〃

189

｜
〃

″

｜

〃 〃

｜

〃 〃

〃

190
41．4 〃

~
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重量(9)| 層位 ｜ 材質発掘区 ｜ 大き さ(cm)分 類

Ⅷ一A2Ⅷ一A2

称名
一
石石

Nq
Ⅱ黒

~〃〃
恥
》
｜
〃〃

睡
一
班
一
錘

班
一
郷郷

6.5×4．5×1．9

6．1×4．9×2.06.1×4．9×2.0

毛
一
考
一
乏

舜
一
幟
一
獄

蝿
一
萄

鍔

当
一
乏鏥卯季 鍔

錘錘191

一蝿一蝿４

6.4×4．9×1．6

6．2×4．4×2．0

“｜却
×

6.2×4．4×2．0斜
一
韮

羽

毛
謁

卯

９

９

’

’

０

ト

幸

峠

歩

鍔
一
部

一

ト

崎

卯

９

９

季

峠

歩

斜
一
型

一ａ 岨

192 ″

｜

〃

″

｜

〃

″

｜

〃〃

″
｜
》
｜
恥

ａ〔

己

・
Ｖ

》

ｑ
Ｏ

ｈ

Ｃ

ＰPhy 却

×

×

９

４

４

●
●
●

４

４

６

砂
一
哩
酔5．7×6．4×1．75.7×6．4×1．7

193
″

一

〃

″

一

〃″

１

■

■

３

７

８

０１ １

宅

５

８

３

’

３

０

０
ト
ト

９

９

９

’１

一

Ａ

ａ ２

~

~

８

３

３

０
~~
０

０

９

９

季

歩 認

｜

〃〃 ″

194

~〃〃３

５

■

●

●

７

６

６

０

９

９

１

蝿
一
癖姉

〃〃〃

5．8×6．1×1．7

5．7×5．1×1．9

5.8×6．1×1．7

5．7×5．1×1．95.7×5．1×1．9

｜
〃〃

195 ″

一

〃

〃″

一

〃

〃

〃

一
町
一
町8.7 6．6×5.2×1．66．6×5.2×1．66.6×5.2×1．6

毛

顎

３

３

２

０

弔

可

０

０

０

９

９

９

~
~

ａ

ａ

ａ

２

妬訶 ５

196
〃

一鯛

訴
宏
一
卜

弔

一
可

０

０

’

０

弔
詞
一
詔

ａ

ａ

〒

，
－９

９
’
２

十
一
犀

副
一
隅

卸
一
配

″

｜

〃

″

｜

〃″

7．3×6．4×1.97.3×6．4×1.9一

〃 〃″

138.0

110.8

120.0

８０
●■

００
１２
１１

120.0

″

｜

″

｜

〃

″

一

〃
″

6.9×5．2×1．4

8－4×5－5×1．7

6.9×5．2×1．4

8．4×5．5×1．78.4×5．5×1．7
５

鯛

３

↑

’

一

一

６

３

－

７

１

６

昨
咋
昧

峠

幸

岬

詔

誌隅 詫

199
一

〃 〃

7．9×7．0×2．3

7．4×10．5×1．6

7．9×7．0×2．3

7．4×10．5×1．6

7．9×7．0×2．3

7．4×10．5×1．67．4×10．5×1．6

″

一

〃

〃〃 ″

一

〃″

釦

３

－

９

１

６

４

咋

昧

卜

詣

一脚
一
伽

一
一
酷

６
－
４

銅
一
十

ｂ
ｌ
ｂ ０

〃〃〃

200

｜
皿
一
助

岬
一
助Phy

250.0

240.0240.0

｜

〃〃

201

｜

脚

一

釦

０

０

●

●

０

０

５

４

２

２

128.0

350.0

128.0

~350.0350.0
7．3×6．5×2.0

10.4×7．4×2．6

7．3×6．5×2.0

10.4×7．4×2．6

7．3×6．5×2.0

10.4×7．4×2．610.4×7．4×2．6

’
５

’
１

脚
－
仁
一
ト

剖
一
毛
一
弘

０
’
０
－
０

９
－
９
’
９

峠
一
歩
一
峠b-90-40-1

〃〃〃

202
″

｜

〃

〃 ″

｜

〃″

４

９

５

１

~
~

６

３

４

０｜

『

１

８

４

帥
卯

却
咋

幸
一
峠

釦

峠

A】－90－76－4

b-91-13-9

A】－90－76－4

b-91-13-9９

畑
一
池

″

｜

〃

″

｜

〃

″

｜

″″

｜
〃
｜
〃″

〃

｜

〃″

8．4×6．7×1．858．4×6．7×1．858．4×6．7×1．85

〃〃

″

｜

〃〃

｜

〃〃

a-90-90-18

肥

~~
３０

１９
~~

１０
９９

一峠歩

肥205
｜

〃 〃

168.8

11．3×8．3×2．9

9．7×8．5×7．4

11.3×8．3×2．9

9．7×8．5×7．49.7×8．5×7．4

〃〃

″

｜
〃 〃

206
420.0

8．3×7.7×2.18．3×7.7×2.18.3×7.7×2.1

毛

唯
一
踊

咋
院
圭

閏 ３

207
〃〃

330.0 ″

｜

〃

″

｜

〃

″

｜

〃〃

段

－

７

１

５

一

一

７

９

６

５

５

６

一

二

砕
一
副
副

銅

一

軒韮

208

185.0

~220.0220.08.6×8．7×2.18．6×8．7×2．1

一
半

０

０

１

畔
一
畔
封 一塾

９

０

毛

毛

０

１

９

９
~~

ｂ

ａ ４

〃

″

｜

〃

〃

〃

209

5．6×3．9×1．35.6×3．9×1．3

210 ″

一

″

｜

〃

″
一
″
｜
〃

″
｜
〃
″

｜
〃｜〃｜〃″

41.4

7．9×7．9×2．8

6．5×6．4×1．8

7．9×7．9×2．8

6．5×6．4×1．86．5×6．4×1．8

〃

″

一

〃〃

副

~

~

０

８

９

８
~~
割
一
割 蛇

211
〃〃

″

｜
〃
″

280.0

9．4×9．6×2.3

11.2×9．5×2．2

9．4×9．6×2.3

11.2×9．5×2．2

9.4×9．6×2．3

11.2×9．5×2．2

－
１

５

畦
一
吟
非

昨
一
昨

帥

一
一
一
一
２

ｂ
ｌ

ａ

Ａ

銅

塒障

″

一

〃

″

一

〃

〃

〃

212
岬
一
御
一
岬

御
一
岬０

｜
鐙
一
蝿

鐙
一
蝿And

〃

一
識

母

昨

帥

卯

９

歩

峠

一

睡

峠

一
調

鹿

１

８

１

二
毛
膳

帥

卯

９

峠
一
睡

峠

b-90－68－l8

A,-91-11-2宅

213
一
〃
″

一
型４

■

●

０

１

９３

1.4

″
｜
〃
一
〃
一
〃

″

｜

〃
″
一
〃
一
〃

″

一

〃″

214

｜
〃 〃

a-91-52-17

b-90-88-8

Ⅳ８
ｎ歩酷

－５８
馴吟ト

ー９９
一１一

Ａａｂ

Ⅳ８

幸

ｂ

８

215
単
一
恥Phy

14.6×15.0×4．7

8．2×8.0×1．8

12．4×8．3×2.8

8．4×9．3×1．4

8．2×8.0×1.8

12.4×8．3×2.8

8．4×9．3×1．4

12.4×8．3×2.8

8．4×9．3×1．48.4×9．3×1．4

〃〃〃

216

163.9

~435.0435.0
〃

９

十

十

１

０

０

毛

毛

考

ａ

ｂ ９
~~
８

７

８

５
~~
０

０

９

９
~~

ｂ

ｂ ９

｜

〃 〃〃

217 〃〃

″

一

〃

一

〃

″

一

〃″

〃

~Mud
7．8×5．6×1.47．8×5．6×1.47.8×5．6×1.4

18

｜

皿

０

０

●

●

０

２

９

２

１

１

０

０

●

●

２

０

２

５

１

１

０

〃〃

″

一
〃 〃

７

１

~

~

７

７

３

５

６

３

~
~
~

０

卯

０
｜

鍔

畔
一
帳 ７

１
~

７

３ １

219

｜
〃 〃〃

Phy

8．8×6．2×1．48．8×6．2×1．4

１

~

９

６

３

３

~
~
~

０

０

０

｜
鍔
靜

９ｂ

１

３

９

３

３

０

０

９

９

ａ

ａ ゴ

220

０

●

●

０

５

５

６

１

３

365.08．4×10．0×3.28.4×10．0×3．2

″

｜

〃

″

｜

〃

〃

″

Ⅷ－A1

４１４

二

Ａ

〃

Ⅷ ４
１
４
二

Ａ

〃

Ⅷ

″

221
塾
一
吋

塾
一
吋

塾
一
吋

｜
〃 〃

9．6×9．5×2．1

6．7×8．2×2．1

9．6×9．5×2．1

6．7×8．2×2．16．7×8．2×2．1

ー
乱

９

１

３

２
~~
０

０

９

９
~~

ａ

ａ 画
｜
〃″

222
０

７

●

甲

０

７

７

７

２

１

177.7

11．2×8．3×3．1

3．9×3．9×1．0

11．2×8．3×3．1

3．9×3．9×1．0

11．2×8．3×3．1

3．9×3．9×1．03.9×3．9×1．0

郡

澤

宅
宅
宅

帥

卯

卯

詣

圭

峠

０

弓卯匪 痔

一
〃″

223 ″

｜

〃

″

｜

〃

〃

〃

加

剴

寺

２

３

６

２

毛

毛

二

卯

別

別

幸

峠
季
割

毛

２

０

１

１

９

９

９

~
~
~

ｂ

ｂ

ａ 釦

~
釦

一

〃 〃〃

224
０

８

●

●

０

８

６

１

４

18.8

二

七

一

一
■
~
９
。
凸
一

″
｜
滑
一
〔
函

″
｜
悪
－

１

｜
〔
函

石滑

壁

〃

~~~不明
〃

~~~不明
〃

~~~不明不明225

羽

４

~
~

２

３

２

５

~

１

１

０

９

９

９

帳
幸
一
季 ４
~~
２

３

２

５
~~
１

０

９

９

季
一
幸 a-90－53-4

一B226 飾

一
岬 And

Ⅸ一B(石製品）

Ⅸ一B(環石）Ⅸ一B(環石

227 〃〃〃〃

Ⅱ黒Ⅱ黒1307.6×7．8×2．37.6×7．8×2．3
228

101
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玩
１
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１
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１
１
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○
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．
』
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。

○

一

一
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‐

詐
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一

一

ゞ

争
●
一
」
》

．

》

、

卸

一

一

。

一

一
”
●
，
二
一

~~

~~
~~

一 ！ ／
~
~
~
~
~~

~~~~

ロ

ー

『

首

．

、

０

．

~~~~~~
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N
ガ

リ
削
眺

I

~~

3
Ｉ
ｊ
＆

孟皇＝

…ﾛ手口

i
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fl

＃
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二

1

7I 、

、

客…率

割。
Ｉ
‐
１
１

刀，
夢1

選. ~零~

簿

一
学

試・ % ． ．
f 、■ 『･ ･ 4
凸■■～, ﾛ

識
1

F： 、
寺, ･ ･ ･' . . 千尹
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Ⅱ美沢4遺跡

(3)遺物の分布

美沢4遺跡の出土土器のうち， Ⅱa－2が全体の97％を占めている。また， この時期に伴うと
考えられている石器のうち，石やじりと石錘が特に数多く出土している。それぞれの分布状況を
示したのが図68,図69,図75である。いずれも台地縁辺部に多く分布しているが，第1貝塚と第
2貝塚の間に特に集中している。

包含層出土の石やじりのうちもっとも数の多いIA3b448点について，長さ， 巾，重量の関係
を示した（図70,図71,図72)。長さは20mmから35mmに， 巾は15～20mmに集中している。重
量では, 0.59から29までに集中しているが，図70では, 19前後にまとまりがみられる。
石錘は，包含層出土のⅧA2の完形品162点について，打ち欠きのある軸の長さ，重量の関係を
示した（図73,図74,図76）
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図71 石やじり (IA3b)の長さと幅の相関図

図73石錘(WA2)の長さ

と重量の相関図

図72石やじり (IA3b)

の重量度数分布
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4． 美沢4遺跡の花粉分析
山田悟郎

（1） はじめに

昭和51年度からはじまった美沢川流域の遺跡群の発掘調査に際して， これまでに美々4遺跡及
のみくち

びボックスカルバートの呑口部より採取したTa-b降~F軽石層～Ta-c降下軽石・スコリア層

間の腐植士層(I黒層),Ta-c降下軽石， スコリア層～Ta-d降下軽石層間の腐植士層（Ⅱ
黒層）の花粉分析を行う機会を得， Ⅱ黒層を1),Qzze7℃〃s帯, I黒層を2),Q""c"s-A"es帯
の二帯の花粉帯に分帯し， それぞれの時期における古環境の推定を行った。 （北海道教育委員会
1977. 1978）

このたび，美沢4遺跡の花粉分析を行う機会を得たのでここで報告する。

（2） 分析試料と処理方法

分析試料は，発掘調査班によって採集された第2貝塚混貝土と，発掘区の壁から採取したTa

－c降下軽石， スコリア層～Ta-d降下軽石層の腐植士（Ⅱ黒層), Ta-d降下軽石層～En-
a降下軽石層間の腐植士（Ⅲ黒層), En-a降下軽石層下位の褐色ローム質粘土層から採取し
た。 しかし褐色ローム質粘土層からは花粉化石を検出することはできなかった。

土壌試料の分析処理はKOH(10%)処理→水洗（上澄液が透明になるまで約2週間）→混酸
処理(HNO3 :HCl :H20の等量混液を加え約3分間湯煎）→水洗→KOH(5%)処理→水洗

→比重分離(ZnC12,比重2.0, 1,000r.p.m, 60分）→水洗→アセトリシス処理(CH3COOHで

脱水後, (CH3CO)20:H2SO4の9 : 1液を加え約1分間湯煎）→水洗→蒸発皿処理→HF処理→
水洗ののちグリセリンゼリーで封入し各3枚のう°レパラートを作成した。

分析結果の算出は，木本花粉(AP)を200個以上数えるまでに出現した花粉，胞子(FS)を

計数し，木本花粉数を基数とし，百分率で木本花粉，草木花粉(NAP),胞子の出現頻度を求め
た。 、

（3） 分析結果

検出された花粉，胞子は木本花粉のPi""(トウヒ属),A6"s (モミ属),Pj""s (マツ属),
cγ”加沈e”a（スギ属),A/邦"s (ハンノキ属), B"""(カバノキ属),F"gzJs (ブナ属),
Caγかれ"s (クマシデ属), CO7y〃s (ハシバミ属),Q""c"s (コナラ属), ["加"s (ニレ属),

■

J"g/α"s(クルミ属), Fγα"z"〃s (トネリコ属),M"g"0"a（モクレン属), T""(シナノキ
属),Ac"(カエデ属),SO7'6"s (ナナカマド属),Araliaceae(ウコギ科), Sα"〃（ヤナギ属),
Ericaceae(ツツジ科),草本花粉のAγ彫"si"(ヨモギ属),Carduoideae(キク亜科),Chen-

opodiaceae(アカザ科),Caryophyllaceae(ナデシコ科),Ranunculaceae(キンポウゲ科),
Polygonaceae(タデ科),Rzwz"(ギシギシ属),Ej"06加加（アカバナ属),Umbelliferae
(セリ科),Rosaceae(バラ科),Gentianaceae(リンドウ科),Geraniacede(フウロウソウ科),
Ualerianaceae(オミーナーエシ科),Haloragaceae(アリノトウグサ科),CruCiferae (アブラナ
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科),Labiatae(シソ科),Leguminosae(マメ科),""""αγ（コウホネ属), Z,jﾉsic""0〃（ミ
ズバショウ属), Liliaceae(ユリ科),Gramineae(イネ科),Cyperaceae(カヤツリグサ科),
胞子のOsmundaceae(ゼンマイ科),Lycopodiaceae(ヒカケノカズラ科),Polypodiaceae
（ウラボシ科)， の23属22科である。

Ⅱ黒層．Ⅲ黒層での花粉・胞子出現状況は，昭和52年度， 54年度に報告した2),Q""c"s帯
における花粉，胞子の出現状況と同様の傾向を示すが， ここでは2),Q""czJs帯をA6ies,
B""/","g/α"sの増減からさらに2つの花粉亜帯に区分し， Ⅲ黒層の花粉帯を2a),Q""c-
〃s－んg/α"s帯， Ⅱ黒層の花粉帯を2b),Q""℃"s-A"9s帯とした。

Ⅲ黒層, 2a),Qzze7･c"s-んg/α"s帯，落葉広葉樹のQ"gγczzs,A/""s, Beｵ"/α, UM"z"s,
んg/α"sが優勢で,針葉樹のA6/esも5%前後ではあるが出現する。広葉樹の中でもQ""c"s,
A/""s,B""/α， が多く出現するほか"g/α"sも多く出現する。Q"eγc"s,"g/α"sは上方
にむけ，わずかに増加し,A/""s,A"9sが減少する。草本花粉では,Aγｵe"isi", Ranunc-

ulaceae, Gramineaeが優占し，他にCarduoideae, Polygonaceae,Umbelliferaeが多く出
現する。Aγ彫加jsi", Carduoideae, Polygoraceaeが中位で一時減少するがArtemisiaは

Gramineaeとともに上位で増加する。胞子ではLycopodiaceae, Polypodiaceaeが優勢であ
る。総花粉，胞子にしめる草本花粉の比率が高い。

Ⅱ黒層, 2b),Q""c"s-A6ies帯；前帯と同様にQ"eγc"s, A/""s, Boj"/α, [""z"sが

優勢であるが〃Jg/α"sが減少し,A6iesが増加する。〃g/"zs,A/""sは上方にむけ減少し，
Q"eγc"sが増加する。小灌木のEricaceaeも一時出現する。本花粉でも前帯同様Aγｵewisi",
Ranunculaceae, Gramineae, Carduoideaeが優勢である。Aγｵe"z/s", Ranunculaceaeは

中位で－1i寺減少するがGramineae, Carduoideaeとともに上位で増加する。胞子ではPolypO-
diaceaeが下位で約12%出現するが上位にむけて減少する。前帯にひきつづき草本花粉の出現率
が高い。

第2貝塚, b-90-05-20,混貝士:Qz"ﾉ℃鱒s,AJ""s, [""z"s, B"z"α,A6i9sが優勢で〆

他にAraliaceaeが出現する。J"g/α"sは検出されない。草木花粉，胞子ではGramineae,A7'-

rew/s/", Carduoideaeが優勢で，他にPoygonaceae, Umbelliferae, Rosaceae,Cruciferae,
Lycopodiaceae, Polypodiaceaeが多く出現する。水域植物のN"p"αγが出現する。
第2貝塚, a-90-05-13,混貝士;Qzzeｿ℃"s,A/""s, B"〃α, UJ"z"sが優勢で，他に
"9Jα"s,A6ies,Araliaceaeも多く出現する。草本花粉，胞子ではAﾉ･〃"zjsi", Gramineae,
Ranunculaceaeが優勢で，他にCarduoideae, Umblliferae, Rosaceae, Labiatae, Lycop-
odiaceae, Polypodiaceaeが多く出現する。

第2貝塚, a-90-05-08凹中腐植土;A/"zJs, Q""'czJs, Ber〃αが優勢で，次いで
["""s,"g/""s,A"esが多く出現する。草本花粉，胞子ではGramineaeが優占し，他に
Aγｵe"z/si(z, Carduoideae, Ranunculaceae, Umbelliferae, Polypodiaceaeが10%前後出現
する。水域植物の』V"p"αγがわずかではあるが出現する。
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（4） まとめ

美沢川流域の遺跡群が位置する苫小牧低地帯は植物地理学上，冷温帯系広葉樹と亜寒帯系針葉
樹が混交する汎針広混交林帯に位置している。しかし，台地上に現存する森林に原生林はなく，
ミズナラ， コナラ， カシワ， シラカンバ， サワシバ等を中心としたミズナラ， コナラ林の天然性
二次林か， カラマツ， トドマツ等の人工林である。 ミズナラ， コナラ林の主要樹種構成はミズナ
ラ， コナラ， カシワ， アズキナシ， シラカンバ，サワシバ， ヤマウルシであり，沢沿いの斜面に
ヤチノ､ンノキ， ヤマノ､ンノキ，ハルニレ， オニグルミ， キハダ， キタコブシ，ハリギリ，ナナカ
マドを見ることができる。また，千歳市苗別川流域の植生調査によると，苗別川流域ではミズナ
ラ，エゾヤマザクラ， シラカンバ， アズキナシ， ミズキ， ノ､ルニレ， オニグルミ， キハダ， エゾ
ノバッコヤナギ， サワシバ，ハシドイ， クロビイタヤ， イタヤカエデ， コブシ， ヤマウルシ等を
中心とした林が見られ， ミズナラ， シラカンバ，ハルニレ等が優占しているという。 これら現在
の植生と，花粉組成から推定される植生はよく類似する。

Ⅱ黒層，Ⅲ黒層の腐植土が堆積した時の森林構成は， ミズナラ， カシワ， シラカンバ， ヤマハ
ンノキ， ヤチハンノキ， ハルニレ， イタヤカエデ，ハリギリ， オニグルミを主としたものである
と推定される。モミ属花粉については山麓部付近， 山岳地帯から飛来したものが多いと考えられ
る。

Ⅲ黒層の花粉組成は， ミズナラ， カシワ，ハルニレ， ヤチノ､ンノキ， ヤマハンノキ， シラカン
バ， ウダイカンバ， オニグルミを主とし， わずかにトドマツを伴い， Ⅱ黒層はミズナラ， カシ
ワ，ハルニレ， ヤチハンノキ， ヤマハンノキ， シラカンバ， ウダイカンバを主とし，Ⅲ黒層より
増加したトドマツを伴う。Ⅱ黒層,Ⅲ黒層とも昭和52年， 54年に報告した美々4遺跡の2),Q""-
c"s帯と同じ花粉組成を示し， 中村，塚田(1974), NAKAMURA.J． (1963), 中村(1965),
塚田（1974）のRⅡ期の花粉帯（道南以北ではミズナラ， ニレ属， オニグルミ群落にトドマツを
混交した花粉構成を示す｡）に対比することができる。現在よりも湿潤で温暖な気候であったと
考えられる。

遺物包含層であるⅡ黒層で花粉化石から考えられる森林構成については先に述べたが，花粉ダ
イヤグラムの末尾に示した各々の試料の木本花粉，草本花粉，胞子の出現比から草本花粉の出現
比が高かったことを読みとることができる。当時の森林密度は低く，陽当りの良い草原が点在
し， ヨモギ属（ヨモギ)， イネ科（ススキ)， キク科（オオノアザミ， エゾノコンギク， ニガナ，
フキ)， キンポウゲ科（ニリンソウ， カラマツソウ， エゾトリカブト)， セリ科（エゾニュウ)，
ウラボシ科（オシダ， メシダ）が多く生育していた。第2貝塚周辺には上記の草本植物の他に，
タデ科（オオイヌタデ， ミチヤナギ， イヌタデ等)，バラ科（ダイコンソウ， ヤマブキショウマ
等)， アブラナ科（エゾワサビ， コンロンソウ)， シソ科（ウツボグサ， タツナミソウ）も多く生
育していた。貝塚が形成されていた頃，台地の下にはイソツツジ， コウホネが生育する湿原があ
ったと考えられる。

119



Ⅱ美沢4遺跡

参考文献

千歳市教育委員会（1978） ；千歳市文化財調査報告書Ⅱ，苗別川流域における烏・魚類。植生調
査・256P

北海道（1975） ；自然環境調査報告

北海道教育委員会（1977） ：美沢川流域の遺跡群1 , 216p
北海道教育委員会(1979) :美沢川流域の遺跡群Ⅲ, 525P

中村純・塚田松男（1960） ：北海道第四紀堆積物の花粉分析学的研究I ,高知大学術研究報告，
9 （10）

NAKAMuRA.J. (1963) :Palynologicalaspectsof theQuaternary inHokkaid6n, Sci.
Rep.T6hoku,Univ,4th,Ser, (Biol),29(3-4)

中村紀（1965） ：北海道第四紀堆積物の花粉分析学的研究Ⅲ，高知大学術研究報告， 14 （4）
塚田松男（1974） ：生態学講座15巻，古生態学Ⅱ, 231p,共立出版

120



『函司

壗狐尋嶌洲目

ぬ鴎

｡句貸扇弓呂奎c
四

角
＜

|蝉
|雛
蝿

|§|#｜
凱
昌
|_里
|

D
口
1
石
I
＞
､
I

･
閉
I
C
I
｡
＝
1

四
i
‘
－
1
F
－
1

引
引
計

§
|調

昌菖にこて受

非
|糾
蠅

F
咋
脚
＝
~

告
一
一
一

|』
》田中四句一コｕ屋芦屋曙堅

叫リ
旨届く

“吋単昌昌”出口

凸くＺ

ごこみロ罰可
乞画

零弾担婁扣逼蝉心長壗姻苛呉洲に園

匡橦巨 腐十斗

十
十

昌↑＋拝

十
十

斗十十

」

石

』』世Ｉ軽

匡画匡

十

件拝十十

階“北 十十十０

０５ １．１

；

…にＢ‐ｄ

~ ~
囮Ⅱ恥

“

準ご 卦

％
６
０

白ｊ

~

三一

H

0
%
L

1
％
弱
十
ﾄ
2
％
弱

十

M1=I｡眺青-‐
ｔ
一二

一

十

一十
‐ ＋＋十 十十十

十十十

件十十

骨十件

ｌ』ｈｈ

ｌ』渥』
に

~
1
⑲
1
魁

1
2
1
･
色

~fl．
唱

卜
i≠

調
r
l

~
I
.拙．

。
L
一
』
一
ｰ

胆|
L
l
r
‐
L－
1壁

；

I
一
十

＋

吾］●％

叶‐い’吟１Ｊ

十十

口トト

＋十十

十一十

財０

＋

ｊ

Ｅ一 十十

十〆ロ

＋件酔
詐 十十

十十十％
ご

ｉ 十十

ｍ土Ｂ土肥土

牙貝牙貝牙植

畑混蜘混蜘轤

，ｂａ針凹

臣
トL

+’1
8
0

0
0

h

1
2
昨
~

，
‘

，
，

，
．

．
､

l
‘

L
,

‘
,

．
｡

'
1

0

-
-
-
-
』
－
－
m
些
一
_
-
-
3
o
鮨

！





跡遣美沢5Ⅲ

写真図版

概要･ ･ ･…

遺構…”

遺物“…

123

126

138

１

２

ａ



5

'9

P-6, P-18, 19撮影方向



図版1

鍛
磯
鍛
秘蕊

議蕊鍵爵

鷲
噛雑

鴬

P-18． 19



’

5

P-4, P-15, P-9撮影方向



図版2

鷺 ‘藤鱗

由 ､

蔦溌

癖

鍔篤

P-4, P-15

識

幕

鐸
鑑
識
罐
蕪
鶴
羅

灘

蕊
出

睡

霧

燕溌総蕊驚鍵
…霧搦で蝉津痔璃

P－9





図版3

…

：
脅

鶴

;~）‘
蕊

鐸

蕊溌 擁h

噸『

：

包含層出土土器

計
Ｌ
鴎

§ 蕊 難

篭
鍵

患鐘蕊

議

蕊
； ，

包含層出土土器

：

篭蝿韓舞琴蕊雰慾神瀦』粍'

包含層出土土器





図版4

繍 職鯉撒■職霧鍬畷囎蝉"~
琴零 '‘

鰯
ド リ ル

石ヤジリ ・やり先・ナイフ

石 斧
つまみ付ナイフ・スクレイパー

鰯灘

たたき石・石錘
すり石・砥石





図版5

M－5 一括石器出土状況(C1--94-72)

零“■蝿患撫■
篭

鍵

錘

鞠

一括出土石器(C,-94-72)



4



Ⅲ美沢5遺跡

Ⅲ美沢5遺跡

1． 概 要

美沢5遺跡は美沢4遺跡から谷をはさんで南西へ約200m離れたところの舌状台地にある。台
地は平坦部がせまく，南西側はすりばち状にゆるく傾斜し，北東側は急斜面になっている。遺跡
の層序は前掲した士層図のとおりである。遺構・遺物は第2黒色士層から発見されている。
遺構は, Tピット20か所， その他のピット2か所発見されている。Tピットは斜面や平坦面に
かかわらず，発掘区域内のほぼ全域に分布している。Tピッ1､の形状は，長円形のもの，小型の
隅丸方形のもの，溝状に細長いものとがあり， さらに底に小柱穴をもつピット （1～3か所） と
すみ

そうでないピットとに分れる。

遺物は，南斜面にかかる縁辺部および台地の東側縁辺部に集中して出土した。遺物の組成は美
沢4遺跡とほぼ同じであるが，内容に差異が見られる。土器（ほとんどが縄文時代前期のもの）
では，美沢4遺跡出土土器の大部分が斜行縄文であるのに対し，本遺跡の場合は羽状縄文が多く
なる。石器類では，礫や礫片を除くと剥片石器が圧倒的に多い。石器類の組成は美沢4遺跡とほ
ぼ同じであるが，個々の石器については若干異なる。石やじり ・やり先の場合，美沢4遺跡出土
のものはバラエティに富み多種にわたっているが，本遺跡のものは，数的にも内容的にも乏し
い。ただ， ドリルではその逆の傾向がある。隣接する遺跡と同一時代の遺跡でありながら，その
内容に差異があるということから，両遺跡で生業の差異があったことがうかがえる。
旧石器時代の文化層の有無の確認調査を行なったが，遺構・遺物は確認されなかった。
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Ⅲ美沢5遺跡

表26遺物一覧

数 量
名 称

土 器

数分 類

~Ib-4

』

量
名 称 分 類総数 包含層出土数

1

1

1

1

総数 蝉
－
２

出
一
層
一
幸
一

２｜
恥
一
幅
－
２

恥
一
幅
－
２

Ⅱa－1
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1
７
’
８
｜
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一
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８８
｜
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呼
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｜
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］
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ｕ
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２２
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睡~mB 皿

－
２
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昭

２
｜
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臼

~5,8065,806
’
昭
－
６

’
昭
－
６

肥
－
６6

５

８

１８
１
５

8

異 形異 形異 形

一６一６6
ｂ

２

２

ＡＩ

2b

８
｜
ｕ
｜
“

ｕ
｜
““

一
皿皿11

一
死
一
死妬

コ ァ

フレイ ク

Uフレイク

磨製石斧

コ ァ

フレイ クフレイ ク

Uフレイク

磨製石斧

Uフレイク

~磨製石斧磨製石斧

一
恥
一
脈

恥
一
脈

韻
一
北 3b

卯
一
死27

一
脚
－
２

１

，

〆

“

Ｃ

Ａ

Ⅳ

Ｖ １

，

〆

』２

2.268 ２

４

６

７

２
夕
２

74
－
８
－
ｍ

８
｜
帥帥
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“
｜
雄
一
岬

ａ

ｌ
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Ｂ
Ｉ

ａ
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－
２
’
２

－
２
’
２

２
’
２２
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｜
灼
一
８
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８８
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ｂ
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ｌ
１

１ＢＩ

、
｜
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２

２

’
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２
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１１ ’１

－
１１

｜
雄
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肥

Ａ

Ｂ
Ｖ
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｜
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８
｜
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３
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－
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藍

ｂ

ｌ

２

Ｂ

ｂ
ｌ２
’
２２
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３３ ’

３
’
７

３
’
７７

斧

石

石

き

製

た

打

た

斧

石

石
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製

た

打

た

斧

石

石

き

製

た

打

たたたき石

３

ａ

２

１

Ｂ

Ｃ

Ｉ

ａ

ｌ

Ｂ

Ｃ
Ｉ

ICla－
⑩
－
１

｜
⑩
－
１

⑩
－
１１

Ⅷ
’
２
｜
”

２
－
湘

２
一
過
－
２

焔
－
２２
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過
－
２

咽
－
２２~
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｜
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医
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｜
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９
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－
３

加
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卸

２
’
２

2

５
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D－
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３

Ｄ

Ｂ
Ⅵ

３

ＢⅥ

３
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｜
釦

２
｜
艶
一
喝
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噸

艶
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一
噸
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８
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８
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｜
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｜
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－
３
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9
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２
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Ⅲ美沢5遺跡
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図78美沢5遺跡遺構配置図
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Ⅲ美沢5遺跡

2遺 構

(1) Tピット

1) P-1

位置C,-94-73 規模2.13/1.49×1.14/0.42×1.05
平面形長円形 長軸方向N-54o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈する。底面の中央部に小ピット
が2個ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2) V赤褐色士(Ta-d2)
Ⅱ黒褐色士（Ⅱ黒+Ta-d,>Ta-d2) Ⅵ黒色士（黒色士>Ta-d2)
Ⅲ褐色士（Ⅱ黒+Ta-d2>Ta-d,) Ⅶ赤褐色士(Ta-d2)
Ⅳ黒色士（黒色士>Ta-d2) Ⅷ黒色士（黒色士+Ta-d2)

2) P-2

位置C,-95-14,-15 規模1.88/1.46×0.95/0.37×0.72
平面形長円形 長軸方向N-68o－E

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈する。底面の中央部に小ピッ ト
が2個ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,) Ⅲ赤褐色士(Ta-d2)
Ⅱ黒褐色士（Ⅱ黒+Ta-d,>Ta-d2) Ⅳ黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2)

･22p4ア

0

Ｃ
ｌ d22M60

垂“

琴6

Ⅵ

図79 P-1

Ｃ
ｌ 幽旦型

j零3 a~ b｣皇』0

_皇

伊

田ダ5

①

Cl一再＝15

Ⅳ

J零6

図80 P-2
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Ⅲ美沢5遺跡

P－3

位置B2-95-65 規模1.82/1.66×0.78/0.23×1.26
平面形長円形 長軸方向N-21o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，細長い長円形を呈する。底面の中央部に小
ピットが1個ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,+Ta-d2) Ⅲ黄褐色士(En-a)
Ⅱ赤褐色士(Ta-d2>En-a+Ta-d,)Ⅳ黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d,+En-a)

3）

4) P-4

位置C,-95-25 規模2.74/2.67×0.99/0.19×1.33
平面形長円形（推定） 長軸方向N-64o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，細長い。底面に小ピットが2個ある。
層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d'+Ta-d2) V赤褐色士(Ta-d2)
Ⅱ黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d') Ⅵ黄褐色士(En-a>Ta--d2)

Ⅲ黄褐色士(Ta-d2+En-a) Ⅶ黒色士

Ⅳ赤褐色士(Ta-d2+Ta-d') Ⅷ黄褐色士(En-a)

備考P-15に切られている。

遺物計1点

｜

計

－

１

呈
里数

玉
分 類

XB2

称

礫

名
・
一

や、
、 d19.40

Cb19．40ａ
’

a

、

dl
ョ24

la23

図81 P-3

d14,40
里一一

b14,20~

図82 P-4
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Ⅲ美沢5遺跡

5) P-5

位置C1-95-11 規模1.46/1.20×0.73/0.32×0.97
平面形不整長円形 長軸方向N-86o－E

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，不整長円形を呈する。小ピットが2個ある。
層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,) Ⅲ赤褐色士(Ta-d2)

Ⅱ赤褐色士(Ta-d2>Ta-d,) Ⅳ黒褐色士（黒色土>Ta-d2>Ta-d,)
遺物計5点

~類 数

塁r王干玉

~1~~

’
量
一
計
－
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１

称

一

器

名
一
土

分

Ⅱa－2

ⅣB

ＡＶｌ

２

Ａ

Ｂ

Ｘ

Ｘ

6) P-6

位置B2-94-91 規模1.26//0.87×1.01/0.36×1.07
平面形長円形 長軸方向N-32o－E

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈す。底面中央部に小ピッ トが1
個ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d'+Ta-d2) Ⅲ赤褐色士(Ta-d2)

Ⅱ赤褐色士(Ta-d2>Ta-d,) Ⅳ黒褐色士（黒色土>Ta-d,)
ａ
’ b18.80 c

d18,80~9

蕊リ理~
Ｃ
ｌ －．

1①

Cl一室イ2

． 1邸3

J426

図83P-5とP－5の遺物
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図84 P-6
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Ⅲ美沢5遺跡

7) P-7

位置-C,-94-20,-30 規模1.22/0.73×0.83/0.38×0．71
平面形長円形 長軸方向N-30o－E

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈する。壁は，段をなさずにほぼ
直立する。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,>Ta-d2) Ⅲ暗赤褐色土(Ta-d2>黒色土-|-Ta-d,)
Ⅱ茶褐色士(Ta-d,) Ⅳ赤褐色土(Ta-d2)

遺物計5点

＋

１

塁
里
ニ
ニ
ロ

「

２
’
３
’

２

’

３

Ⅱa－2

~XB2
器_L

」一

｜~~

8) P-8

位置C,-94－40,-50 規模2.05/1.89×1. ()2/0.44×0.97
平面形長円形 長軸方向N-45o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，細長い長円形を呈する。底面に，長軸に
って小ピットが3個ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d'+Ta-d2) Ⅳ赤褐色士(Ta-d2)
Ⅱ黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d2) V暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）
Ⅲ褐色士(Ta-d'+Ta-d2>黒色士）

遺物計1点

と

二

名 称 ｜ 分 類｜績 」≦ ， 朧 ， 計
数 里

礫 l XB2 1 1 1 1 1

d21 ,80~C~~０８
－
Ｍ
一ａ

’

P
21.36

｡

2喝5
21

３２ 194
｡＝＝

曾1.52

③、

図85 P-7

b22､20~~ d22．20~
Ｃ
ｌａ

’

22pO8

図86 P-8
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Ⅲ美沢5遺跡

9) P-9

位置C,-94-53

平面形長円形

規模2．88／3.04×0.61/0.24×1.00

長軸方向N-78o－E

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，細長い長円形を呈する。東西両端の壁は，
オーバーハングしている。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,) Ⅳ暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）
Ⅱ赤褐色士(Ta-d2+Ta-d') V赤褐色士(Ta-d2>黒色士）
Ⅲ赤褐色士(Ta-d2) Ⅵ赤褐色士(Ta-d2)

遺物計1点

数

毫三干正
遍名 称 分 類

--1.
F 器 Ⅱa－2
~

10) P-10

位置C1-94-62,-63 規模1.92/1.47×0.99/0.36×0.86
平面形長円形 長軸方向N-54o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈する。底面に，長軸にそって小
ピットが3個ある。

層位 I 黒色土（Ⅱ黒>Ta-d'+Ta-d2) Ⅲ暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）
Ⅱ赤褐色士(Ta-d2)

b22.60c~ ~
ａ
’垂j調

空60

7L－ I唾
一 黒

い
い

図87 P-9
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ａ
一
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図85 P-10
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Ⅲ美沢5遺跡

11) P-12

位置C,-94-58,-59 規模2.74/2.57×0.76/0.21×1.00

平面形長円形 長軸方向N-63o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，細長い長円形を呈する。

層位 I 黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d,+Ta-d2) Ⅳ黄褐色士(En-a)

Ⅱ茶褐色士(Ta-d2>En-a) V黒色士（黒色土>Ta-d2)

Ⅲ黒褐色士（Ⅲ黒+En-a) Ⅵ黄褐色士(En-a)

遺物計1点

憧鑿称 ｜ 分 類"
ロ

’ 1
~

大き さ(cm)

~(4.2)×4．6×1.5

分 類

VA1

名 称
Ml｣－笠_型些一
11~磨製~石斧

d19.60
b19.60二~ａ

’◎

U2

9180

f 19. 60~ｅ
’

Cl

1914

’

図89 P-12とP-12の遺物

12) P-13

位置C2-94-04,-05 規模2.30/1.98×0.98/0.33×0.94
平面形長円形 長軸方向N－2o－w

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，北から南へむかって，低くなっている。底
面の長軸にそって，小ピットが3個ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,+Ta-d2) Ⅳ黒褐色士（黒色士十Ta-d2)
Ⅱ褐色士(Ta-d2>黒色士+En-a) V赤褐色土(Ta-d2>En-a>黒色士）
Ⅲ赤褐色士(Ta-d2)
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Ⅲ美沢5遺跡

13) P-14

位置B2-94-86 規模1．90/1.00×1.41/0.57×1.24
平面形長円形 長軸方向N-51o－E

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈す。中央部に，小ピットが1個
ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,)

黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d,+Ta-d2+En-a)
茶褐色士(Ta-d2)

暗黄褐色士（Ⅱ黒+En-a>Ta-d,+Ta-d2)

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

遺物計7点

黄褐色士

黒褐色士

茶褐色士

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

(En-a)

(Ⅱ黒+Ta-d,)

(Ta-d2)

数 量名 称

フ レ イ ク

分
覆 土’ 床 十

一
三
口

２

Ｂ

Ｂ

Ⅳ

Ｘ

4 4

3 3
~~

露j7B

､I a~ b21.40~ C

d21 .60~~~~21鐸
一~~

ｒ
ｌ
ｊ

~

~

〆

~

ｚ

ｍ

ｍ

ｄ『

Ⅲ
~~~~~~

Ln_
⑲

C2－94－i5

E頃4

21J4

図90 P-13

21.雷

21戸9

ａ
’ b21．60 Ｃ

一 d21.80~
2J

2↓61

24“

図91 P-14
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14) P-16

位置B2-95-90 規模1.70/1.42×1.07/0.47×0.92
平面形長円形 長軸方向N-33o－W

構造上の特徴底面は, En a層中に作られ，長円形を呈す。底面に，小ピッ |､が2個あ
る。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d'+Ta-d2) W黒褐色士（黒色土>Ta-d'+Ta-d2)
Ⅱ暗赤褐色士(Ta-d2>En-a+黒色士) V赤褐色士(Ta-d2)
Ⅲ赤褐色土(Ta-d2) Ⅵ暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）

つ

０，
一
２
－
．
－００飢

一
ｂ
ｌ
Ｃ
ｌa

一

2噸2

Ｚ

20064

201妬 20u66

O，

図92 P-16

15) P-17

位置B2-94-84,-85 規模1.49/().94×1.04/0.36×1.11
平面形長円形 長軸方向N-32o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈す。底面の中央部に小ピッ トが
1個ある。

層位 I 赤褐色士(Ta-d2) Ⅵ赤褐色士(Ta-d2)
Ⅱ黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2>Ta-d,) Ⅶ黒褐色士（黒色士>Ta d!)

Ⅲ赤褐色士(Ta-d2) Ⅷ赤褐色士(Ta-d2>Ta-d')
Ⅳ黒色士（黒色土>Ta-di) Ⅸ黒褐色士（黒色土+Ta-d!)
V灰褐色士(En-a+Ⅲ黒）

遺物計1点

言~~『F頓憶一等｢蒜，書
土 器 ｜ Ⅱa－2 1 ］ ’ ’ 1

重量(9)|層竺_Lii-堂
－|覆土’

大き さ(cm)類
－
２ａ

分

Ⅱ

名 称No.

~1 ロロ

石房
ロロ

石房土土
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21．75
2ﾉ.79

Ｃ
一 d22.00~~

聖I b21.00~｡、

蕊蚕
1LJQ I

dZ

℃２I977

a-

｣ ,78

~

210画

IX
21，81

21褐6

0

図93 P-17とP-17の遺物
16) P-18

位置B2-95-7() 規模1.63/().75×1.38/().39×1.3()
平面形円形 長軸方向N-64o－E

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈す。壁は，上部がくずれてゆる
やかになっている。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2) Ⅵ黒色士（黒色土>En-a)
Ⅱ黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d2>En-a) Ⅶ暗赤褐色土(Ta-d2>黒色士）
Ⅲ赤褐色士(Ta-d2) Ⅷ黒色土

Ⅳ褐色士(Ta-d2>黒色土+En-a) Ⅸ黄褐色士(En-a)
V暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）

備考東隣にP-19がある。

17) P-19

位置B2-95-7() 規模」.82/4. ()9×(). "19/().15×1.24
長軸方向N-17o－W

構造上の特徴巾の狭い溝状を呈する。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d2) Ⅳ暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）
Ⅱ褐色士(Ta-d2>黒色土+En-a) V黒色士

Ⅲ黄褐色士(En-a) Ⅵ黄褐色士(En-a)
備考西隣にP-18がある。

遺物計9点

名 称L才類卜冨堂王-｢孫
量

計
－
４
－
１
’
４

土 器

石 皿 片石 皿 片 Ａ

ｌ

Ⅶ

｜

老
吟
－
２
｜

通

ａ

Ａ

Ⅱ

Ｘ Ａ

ｌ

ｒ

ｌ

Ｌ

ｌ

Ⅵ

一
理

ｌＡＸ

XB2

４
’
１
’
４礫礫
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Cl

釦

ａ

ａ
’

d20..60C
~

３」

』
0

図95 P-19
図94 P-18

18) P-20

規模1.96／1.23×1.21/0.41×1.21位置B2-94-76

平面形不整長円形 長軸方向N-79o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈す。底面中央部に小ピットが2
個ある。

層位 I 黒色土（Ⅱ黒>Ta-d2+En-a) Ⅶ赤禍色士(Ta-d2)
Ⅱ黒褐色士（Ⅱ黒+Ta-d2) Ⅷ黄褐色士(En-a)

Ⅲ褐色士(Ta-d2>黒色土+En-a) Ⅸ暗黄褐色士（黒色士-|-En-a)
Ⅳ赤褐色士(Ta-d2) X黄褐色士(En-a)

V赤榿色士(Ta-d2+En-a) 紅黄褐色士(En-a)

Ⅵ黄褐色士(En-a)
'21，26 ．21 ICO

鋪 －． 吋. &ｨ恥『弗鐸b↑ 『 ､
d21 .40

C一

b21.20~
一

－0ノ ａ
一

~

_j
I ll

C

~～

－．
200“

I
20IZ4

句

図96 P-20
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19) P-21

位置C,-94-84 規模1.83/].37×().53/().44×().9J
平面形長円形 長軸方向N-25o－W

構造上の特徴底ihiは, En-a層中に作られ，長円形を呈す。長刺Iにそって，底而に小上。
シ卜が3個ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,+Ta-d2) V赤褐色士(Ta-d2)
Ⅱ黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d,+En-a) Ⅵ黒褐色士（黒色士>Ta-d2)

Ⅲ暗赤褐色士(Ta-d3>黒色士） Ⅶ暗赤褐色士(Ta-d2>黒色士）
Ⅳ黒褐色士（黒色土>Ta-d,+En-a) Ⅷ黒褐色士（黒色土>Ta-d2)

20) P-22

位置C2-94-17 規模2.17/1.16×0.80/().33×0.90
平面形長円形 長軸方向N-45o－W

構造上の特徴底面は, En-a層中に作られ，長円形を呈する。長軸にそって，小ピッ ト
が2個ある。

層位 I 黒色士（Ⅱ黒>Ta-d,+Ta-d2) V赤褐色士(Ta-d2)
Ⅱ黒褐色士（Ⅱ黒>Ta-d2>Ta-d,)Ⅵ黒色士

Ⅲ赤褐色士(Ta-d2) Ⅶ赤褐色士(Ta-d2)
Ⅳ黒色士

CI
I

22, 10

a 壁些e Ｃ
ｌ
０４２２ｆ

d22．40~

~~毎ざ ~

d2

22．28

p《
一声

３

－

ｅ

Ⅷ

垂pI5

22.M
I

j

図97 P-21

、

b17,40 e~~
ａ
’ f17.40~ 州

一

Ｃ

0

６

図98 P-22
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その他のピット

P-11

位置C,-94-80, -81 規模2.56/2.49×0.92/0.66×0.22
平面形長円形 長軸方向N-27｡-E

構造上の特徴底面は, Ta-d2層中に作られ，平坦で軟弱である。掘り込みは浅い。
層位 I 黒色士（Ⅱ黒+Ta-d,) Ⅱ暗赤褐色士(Ta-d2-|-黒色士）

(2)

1）

152) P

規模1.34／().78× （1.2()）／0.63×1.1'l

長軸方向N－7o E

位置C,-95-25,-26

平面形不整円形

備考P－4を切る。

> 1

ひ

d22.60~
b22.60~ 旦一a

~

｜

、
Ｌ

一

~
d3

2Z46

224

c／

図99 P－1122049
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７
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．
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竺
逼
土

3．

(1)

物

器

土 器 Ⅱa-2 C,-94-00

土 器 Ⅱa-2 C,-94-53

土 器 Ⅱa-2 C,-94-20

~ ,土 器｜ Ⅱa-2 C,-94-20

~
土 器 Ⅱa-2 CI-94-10

~~~~
上－塁_Ⅱ圭2 8三:同「
土 器 Ⅱa-2 C1-94-64

－土 器 Ⅱa-2 C1-94~§I

圭一霊' Ⅲ正rl玉再z二回5-
2-2 1 C!-95-20~一一一一一一一一一一一一土 器 Ⅱa－2 1 C1－95－20

土 器 Ⅱa-2 C1-94-48

土 器 Ⅱa-2 C1-95-20

土 器 Ⅱa-2 C,-94-21

~~~
土 器 Ⅱa-2 B2-94-98

~土 器 Ⅱa-2 B2-95-94

土 器 Ⅱa-2 C1-94-12

土 器 Ⅱa-2 B2-94-91~~主器一聖二2 ｣_C,-94-59 1

士繁二::号芸三舞
土 器 Ⅱa-2 B2-94-94

土 器 Ⅱa-2 C1-95-24

土 器 Ⅱa-2 C,-94-21

土 器 Ⅱa-2 C1-94-00

土~器1－Ⅱa-2 C'-95=JU

王 営壽
土器二Ⅱa_2 |~5戸弱二5rl-

匡E震門
土 器 Ⅱa－2
－－ヨー

土 器」 Ⅱa-2

三器 □_堅三ﾃﾆｰ扉§Z二m
一一一→一

土 器， Ⅱa-2 C1-95~而一
土 器 -I~g=2 C!-94-44 1
土 器｜ Ⅱ5-2 1 B;二§I=5rl-

C1－94－64

一部

１
３

４
９

Ｃ

乙ｎ白ワ

ａａ

ⅡⅡ

B2-95-94

的一馴
一一一

４’４
９’９

一一一
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土 器

~土 器
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１
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２
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(2) 石 器

材質層位重量(9)大き さ (cm)

1．6×1．3×0．31.6×1．3×().3

窪
一
一

発
一
昨C,-94-72－5

分 類

IA3bIA3b

名 称

石ヤ ジ リ石ヤ ジ リ

NO

Ⅱ黒 咋
一
〃

“
一
Ｍ0．4 1．6×1．1×0．41.6×1．1×0．4

1

2．1×1．5×0．5

2－2×1．9×0．4

2.1×1．5×0．5

2－2×1．9×0．42-2×1．9×0．4

IA3b lB2-95-76-12
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一
咽0．8

５

５

６
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８
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９
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９
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Ｓ
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０
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ⅡI美沢5遺跡

（3） 遺物の分布

美沢5遺跡の出土土器のうち， Ⅱa－2が

全体の99％を占めている。一方石器では， ‘石

やじり， と ‘ドリルまたは刺突器'が数多く出

土している。それぞれの分布状況を示したの

が図68, 図69, 図75である。いずれも台地先

端部を半月形に囲むように分布している。

包含層出土の石やじりのうち，最も数の多

V,IA3bll4点について， 長さ, II],重量

の関係を示した（図70,図71,図72)。長さ

は15～25mmに， 巾は15～20mmに，重量は

0.59～1gに集中している。美沢4遺跡のI

A3bと比較すると, I-|]に対して長さが短

く，重量の軽いものが多い傾向にある。
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